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Ⅰ 調査概要 

Ⅰ 調査概要 

１．調査目的 

 本調査は、東北大学の国際卓越研究大学認定などを契機とし、外国人住民の増加が見込まれ

ることを踏まえ、国籍や在留資格、職業などの基本情報、本市のルール等に関する認知度、生

活する中で抱えている困り事、地域との交流状況などの実態を把握し、各般施策の検討・立案

に生かしていくことを目的に実施した。 

２．調査対象 

 令和７年５月１日時点で仙台市在住の 16 歳以上の外国籍住民 16,640 人 

※令和７年５月２日以降の転出について届け出ていたものを除く。 

３．調査方法 

 対象者の自宅に調査協力依頼状を郵送し、ＷＥＢサイト上の専用のフォームから回答。 

４．調査期間 

 令和７年７月４日から令和７年８月４日まで 

５．調査票言語 

 やさしい日本語、英語、中国語（簡体字）、中国語（繁体字）、韓国語、ベトナム語、ネパー

ル語、インドネシア語 

６．留意事項 

 各設問の母数「n」は、設問に対する有効回答数を意味する。 

 図表中の構成比（%）は、小数点第２位を四捨五入して算出している。したがって、単数回

答形式の設問では、端数処理のため、合計は必ずしも 100%にならない場合がある。また、

複数回答形式の設問では、当該設問の全回答者数を基数としているため、選択肢の構成比

の合計が 100%を超える場合がある。 

 各設問は特段断りのない限り、無回答を含めた有効回答数とし集計を行っている。 

 本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合がある。 

 順位付けの設問では、順位ごと単純集計のほか、加重平均集計を行っている。加重平均集

計では、各選択肢に１位を５点、２位を３点、３位を１点と得点をつけ、回答件数を乗じ

た合計値を算出、最高得点(５点×有効回答数）で割った値を百分率（%）で表示している。 
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Ⅱ 仙台市における在留外国人の概況 
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Ⅱ 仙台市における在留外国人の概況 

Ⅱ 仙台市における在留外国人の概況 

１. 外国人住民数と外国人住民比率の推移 

外国人住民数と外国人住民比率の推移（各年４月 30 日現在） 

 

 

※出典：平成 24年７月までは外国人登録者、平成 24 年８月以降は住民基本台帳 

 

２. 年齢・男女別 

年齢・男女別外国人住民数（令和７年４月 30 日現在）      合計 17,729 人 

 

 

※出典：住民基本台帳 
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Ⅱ 仙台市における在留外国人の概況 

 

男女別外国人住民数の割合（令和７年４月 30 日現在）      合計 17,729 人 

 

※出典：住民基本台帳 

３. 国籍・地域別 

国籍・地域別外国人住民数の割合（令和７年４月 30 日現在）   合計 17,729 人 

 

※出典：住民基本台帳 
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Ⅱ 仙台市における在留外国人の概況 

４. 在留資格別 

在留資格別外国人住民数の割合（令和７年４月 30 日現在）    合計 17,729 人 

 

※出典：住民基本台帳 

 

※在留資格の詳細は 185～186 ページ参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留学

34.9%

永住者

17.6%

技能実習

8.3%

技術・人文知識・

国際業務

7.9%

家族滞在

7.3%

特別永住者

6.2%

特定技能１号

4.8%

日本人の配偶者等

3.0%

教授

1.7%

定住者

1.3%

特定活動

1.1%

技能

0.9%

宗教

0.9%

教育

0.7% 経営・管理

0.7%

その他

2.5%



 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

11 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 調査分析結果のポイント・要約 
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Ⅲ 調査分析結果のポイント・要約 

Ⅲ 調査分析結果のポイント・要約 

 

１.基本属性 

 

 国籍・地域は、「ネパール」が 22.1%で最も多く、次いで「中国」が 18.3%となっている。 

 性別は、「男」が 50.7%、「女」が 45.6%となっている。 

 年齢は、「20 歳～29 歳」が 52.3%で最も多く、次いで「30 歳～39 歳」が 24.1%となってい

る。 

 一緒に住んでいる人の有無は、「いる」が 49.3%、「いない」が 43.8%となっている。 

 在留資格は、「留学」が 46.3%で最も多く、次いで「永住者」が 15.2％となっている。 

 現在していることは、 「会社員」が 20.9%で最も多く、次いで「日本語学校生」が 17.0%とな

っている。 

 

２．言語 

 

 日本語能力の加重平均による単純集計では、 「話す」70.2%、 「 く」71.1%、 「 く」62.6%、

「読む」65.7%となっている。 

 日本語の学習状況は、「本やオンラインなど自分で学んでいる」が 23.0%で最も多く、次い

で「日本語学校で学んでいる」が 21.4%となっている。 

 日本語を学んでいない理由で１位として回答があったのは、 「日本語を使えるから」が 50.4%

で最も多く、次いで「仕事や子育てなどで忙しくて学ぶ時間がないから」が 17.5%となって

いる。 

 希望する日本語の学習方法で１位として回答があったのは、 「日本人と会話をしながら学ぶ」

が 35.9%で最も多く、次いで「家や職場の近くで学ぶ」「インターネットやアプリで好きな

時間に学ぶ」が 13.4%となっている。 

 英語能力の加重平均による単純集計では、 「話す」65.4%、「 く」67.5%、「 く」68.8%、「読

む」72.7%となっている。 

 

  

ポイント 
年齢は、「20 歳～29 歳」が 52.3%で最多。 

在留資格は、「留学」が 46.3%で最多。 

ポイント 
日本語能力は、「話す」「 く」が「 く」「読む」より優れている。 
日本語の学習状況は、「本やオンラインなど自分で学んでいる」が 23.0%で最多。 
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Ⅲ 調査分析結果のポイント・要約 

３．居住 

 

 日本での居住年数は、 「１年～２年」が 28.3%で最も多く、次いで「１年より短い」が 17.5%

となっている。 

 住んでいる家は、 「民間の賃貸住宅」が 53.5%で最も多く、次いで「会社や学校の宿舎・寮・

社宅」が 24.4%となっている。 

 家の見つけ方は、「会社・学校からの紹介」が 25.3%で最も多く、次いで「不動産屋にいっ

た」が 23.0%となっている。 

 家を探すときに困ることは、 「家賃・敷金・礼金が高い （お金がかかる）」が 41.5%で最も多

く、次いで「ない」が 35.3%となっている。 

 

４．生活 

 

 仙台市の住みやすさは、「住みやすい」が 64.2%で最も多く、次いで「どちらかというと住

みやすい」が 23.4%となっている。 

 仙台市の良いところは、「自然 （ や川、山など）が多い」が 58.0%で最も多く、次いで「通

学・通勤・買い物など生活が便利」が 50.4%となっている。 

 仙台市・日本に住み続けたいかを尋ねる設問では、「仙台市内に住み続けたい」が 49.5%で

最も多く、次いで「仙台市内かはわからないが、日本に住み続けたい」が 33.2%となってい

る。 

 住民税など税金の支払いに関する認知度は、「知っている」が 87.1%、医療保険の加入に関

する認知度は「知っている」が 93.3%となっている。 

 生活する中での困り事やトラブルは、「困ったりトラブルになったことはない」が 35.3%で

最も多く、次いで「税金・年金制度の仕組みや支払い方法がわからなくて困った/トラブル

になった」が 24.7%となっている。 

 生活する中で困ったときやトラブルがあったときの相談相手で１位として回答があったの

は、 「同じ国出身の友だち・知りあい」が 36.4%で最も多く、次いで「家族」が 20.9%となっ

ている。 

  

ポイント 
日本での居住年数は、「１年～２年」が 28.3%で最多。 

住んでいる家は、「民間の賃貸住宅」が 53.5%で最多。 

ポイント 
仙台市の住みやすさは、「住みやすい」「どちらかというと住みやすい」の合計

が 87.6%となっている。 
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Ⅲ 調査分析結果のポイント・要約 

５．情報 

 

 情報を得る方法で１位として回答があったのは、「一緒に住んでいる家族」が 24.1%で最も

多く、次いで「学校の先生や職場の同僚」が 17.6%となっている。 

 情報を得るために支援してほしいことで１位として回答があったのは、 「やさしい日本語で

情報がある」が 37.3%で最も多く、次いで「英語で情報がある」が 20.6%となっている。 

 

６．福祉・医療 

 

 病気に行く必要があるときの対応は、「ひとりで病院に行く」が 46.5%で最も多く、次いで

「家族と一緒に病院に行く」が 25.3%となっている。 

 病気 ・けがをしたときの困り事で 1位として回答があったのは、 「病院の種類がたくさんあ

り、探し方がわからない」が 30.2%で最も多く、次いで「日本語が話せないので、病院の予

約や受診ができない」が 21.0%となっている。 

 

７．子育て・教育 

 

 こどもの有無では、「いる」が 16.8%、「いない」が 77.2%となっている。 

 こどもの通園・通学先は、 「小学校」が 39.6%で最も多く、次いで 「保育所」が 22.4%とな

っている。 

 子育てやこどもの教育での困り事や心配事は、 「ない」が 43.7%で最も多く、次いで「子育

てや教育にお金がかかる」が 25.3%となっている。 

 こどもが安心して通えるようにするために希望する支援は、「日本語ができない保護者へ

の支援 （日本語教育など）」が 36.1%で最も多く、次いで「多言語で学習や生活について教

える」が 35.0%となっている。 

  

ポイント 
情報を得るために支援してほしいことは、「やさしい日本語で情報がある」が

37.3%で最多。 

ポイント 
病気 ・けがをしたときの困り事は、 「病院の種類がたくさんあり、探し方がわ

からない」が 30.2%で最多。 

ポイント 
こどもが「いる」のは 16.8%。通園・通学先は、「小学校」が 39.6%で最も多

く、次いで「保育所」が 22.4%。 
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Ⅲ 調査分析結果のポイント・要約 

 ８．仕事 

 

 仕事の見つけ方は、 「同じ国の友人・知人の紹介」が 21.3%で最も多く、次いで「仕事をし

ていない」が 20.7%となっている。 

 仕事の困り事や不満は、 「ない」が 36.7%で最も多く、次いで「給料が安い」が 27.8%とな

っている。 

 

９．防災・危機管理 

 

 災害に対する心配事は、 「不安はない」が 35.5%で最も多く、次いで「災害が起きた時に何

をしたらよいかわからない」が 23.9%となっている。 

 災害に備えて準備していることは、 「災害について知っている」が 45.0%で最も多く、次い

で「災害の時に使うものや食べ物を準備している」が 37.9%となっている。 

 

 10．地域との交流 

 

 地域との交流状況は、「仕事や学校で交流している」が 46.0%で最も多く、次いで「近所に

住んでいる人とあいさつする」が 33.8%となっている。 

 希望する交流内容は、「日本の文化や習慣を学びたい」が 50.7%で最も多く、次いで「お祭

りや防災訓練など住んでいる地域のイベントに一緒に参加したい」が 38.9%となっている。 

 交流していない理由や困り事は、「どのような機会があるのか知らない」が 39.9%で最も多

く、次いで「言葉が通じるか不安がある」が 27.0%となっている。 

 

11．行政サービス 

 

 市役所の窓口に行こうとしたときの困り事で１位として回答があったのは、「ない」が

36.9%で最も多く、次いで「 類がやさしい日本語や多言語で いていないので困った」

が 23.9%となっている。 

 

ポイント 
仕事の見つけ方は、「同じ国の友人・知人の紹介」が 21.3%で最多。 

仕事の困り事や不満は、「ない」が 36.7%で最多。 

ポイント 
災害に対する心配事は、「不安はない」が 35.5%で最多。 
災害に備えて準備していることは、「災害について知っている」が 45.0%で最多。 

 

ポイント 
地域との交流状況は、「仕事や学校で交流している」が 46.0%で最多。 

希望する交流内容は、「日本の文化や習慣を学びたい」が 50.7%で最多。 

 

ポイント 
市役所の窓口での困り事は、「ない」が 36.9%で最も多く、次いで「 類がや

さしい日本語や多言語で いていないので困った」が 23.9%。 
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Ⅳ 調査分析結果の詳細 
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Ⅳ 調査分析結果の詳細(回答数、回答言語) 

Ⅳ 調査分析結果の詳細 

１．回答状況 

（１）回答数 

配布数 返戻数 
①調査実施数 

（配布数ー返戻数） 
②有効回答数 

有効回答率 

（②／①） 

16,640 件 395 件 16,245 件 3,500 件 21.5% 

 

（２）回答言語 

①単純集計 

 「英語」が 38.4%で最も多く、次いで「やさしい日本語」が 22.1%、「ネパール語」が

13.1%となっている。 

 

 

  

英語

38.4%

やさしい日本語

22.1%

ネパール語

13.1%

簡体字

11.8%

ベトナム語

6.5%

インドネシア語

3.7%

韓国語

2.4%

繁体字

2.1%

無回答

0.0%

n = 3,500
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Ⅳ 調査分析結果の詳細(回答言語) 

 

②－１ クロス集計(回答言語×国籍・地域別) 

 中国は、「中国語（簡体字）」が 64.2%で最も多く、次いで「やさしい日本語」が 33.6%とな

っている。 

 ネパールは、「ネパール語」が 57.2%で最も多く、次いで「英語」が 35.6%となっている。 

 ベトナムは、「ベトナム語」が 86.5%で最も多くなっている。 

 韓国は、「やさしい日本語」が 66.5%で最も多くなっている。 

 

 

  

や
さ
し
い
日
本
語

英
語

中
国
語
（

簡
体
字
）

中
国
語
（

繁
体
字
）

韓
国
語

ベ
ト
ナ
ム
語

ネ
パ
ー

ル
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

無
回
答

全体(n=3,500) 22.1% 38.4% 11.8% 2.1% 2.4% 6.5% 13.1% 3.7% 0.0%

中国(n=640) 33.6% 1.4% 64.2% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

ネパール(n=773) 7.2% 35.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 57.2% 0.0% 0.0%

ベトナム(n=259) 10.8% 2.7% 0.0% 0.0% 0.0% 86.5% 0.0% 0.0% 0.0%

韓国(n=230) 66.5% 0.4% 0.0% 0.0% 33.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

ミャンマー(n=170) 37.1% 61.8% 0.0% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

フィリピン(n=147) 12.9% 87.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

インドネシア(n=174) 3.4% 23.6% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 71.8% 0.0%

スリランカ(n=153) 19.0% 80.4% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

米国(n=126) 7.1% 92.1% 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

バングラデシュ(n=117) 5.1% 94.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

台湾(n=98) 34.7% 2.0% 0.0% 63.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

タイ(n=51) 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

インド(n=37) 2.7% 94.6% 0.0% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

朝鮮(n=14) 85.7% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

モンゴル(n=28) 57.1% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他(n=415) 20.0% 79.3% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答(n=68) 38.2% 22.1% 2.9% 2.9% 2.9% 2.9% 23.5% 4.4% 0.0%

国
籍
・
地
域

回答言語



 

21 

 

Ⅳ 調査分析結果の詳細(回答言語) 

 

②－２ クロス集計(回答言語×学校・仕事別) 

 学生で比較すると、高校生、大学生、日本語学校生、専門学校生（日本語学校生以外）

は、「英語」が最も多く、大学院生は、「中国語(簡体字)」が最も多くなっている。 

 学生以外で比較すると、研究者、教育機関職員は、「英語」が最も多く、会社経営者・

会社役員、会社員、個人事業主（自営業）、パートタイム・アルバイト（学生以外）、家

事に専念は、「やさしい日本語」が最も多くなっている。 

 
 

  

や
さ
し
い
日
本
語

英
語

中
国
語
（

簡
体
字
）

中
国
語
（

繁
体
字
）

韓
国
語

ベ
ト
ナ
ム
語

ネ
パ
ー

ル
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

無
回
答

全体(n=3,500) 22.1% 38.4% 11.8% 2.1% 2.4% 6.5% 13.1% 3.7% 0.0%

高校生(n=89) 3.4% 44.9% 5.6% 1.1% 5.6% 3.4% 34.8% 1.1% 0.0%

大学生(n=201) 10.9% 49.3% 14.4% 2.5% 1.5% 1.0% 20.4% 0.0% 0.0%

大学院生(n=461) 13.9% 35.6% 38.2% 3.3% 1.3% 1.5% 1.7% 4.6% 0.0%

日本語学校生(n=594) 13.1% 48.0% 3.2% 0.3% 0.0% 7.9% 26.9% 0.5% 0.0%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

12.2% 48.9% 1.6% 0.3% 0.0% 8.2% 28.3% 0.5% 0.0%

研究者(n=103) 21.4% 41.7% 27.2% 2.9% 2.9% 3.9% 0.0% 0.0% 0.0%

教育機関職員(n=134) 22.4% 59.7% 6.7% 2.2% 4.5% 2.2% 0.0% 2.2% 0.0%

会社経営者・会社役員(n=71) 47.9% 11.3% 9.9% 1.4% 8.5% 0.0% 21.1% 0.0% 0.0%

会社員(n=730) 33.0% 32.9% 8.9% 3.2% 2.9% 10.5% 4.5% 4.1% 0.0%

個人事業主（自営業）(n=59) 52.5% 25.4% 10.2% 6.8% 3.4% 0.0% 0.0% 1.7% 0.0%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

29.9% 29.5% 8.7% 1.6% 5.9% 7.1% 12.6% 4.7% 0.0%

家事に専念(n=170) 44.7% 18.2% 17.1% 4.1% 7.1% 5.3% 2.4% 1.2% 0.0%

その他(n=169) 11.2% 33.7% 4.7% 0.6% 1.8% 13.0% 6.5% 28.4% 0.0%

無回答(n=97) 33.0% 26.8% 4.1% 3.1% 2.1% 6.2% 19.6% 5.2% 0.0%

学
校
・
仕
事

回答言語
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２．結果の詳細 

（１）基本属性 

問１ 国籍や地域はどれですか。その他の場合は名前を いてください。（単数回答） 

 「ネパール」が 22.1%で最も多く、次いで「中国」が 18.3%、「ベトナム」が 7.4％とな

っている。 

 

 

■その他で回答があった主な国籍・地域 

イギリス、フランス、カナダ、パキスタン、オーストラリア、ドイツ、イタリア、 

シンガポール、ロシア、スペイン、ブラジル、マレーシア 他 

 

問２ 性別はどれですか。（単数回答） 

 「男」が 50.7%、「女」が 45.6%となっている。 

 

ネパール

22.1%

中国

18.3%

ベトナム

7.4%
韓国

6.6%

インドネシア

5.0%

ミャンマー

4.9%

スリランカ

4.4%

フィリピン

4.2%

米国

3.6%

バングラデシュ

3.3%

台湾

2.8%

タイ

1.5%

インド

1.1%

モンゴル

0.8%

朝鮮

0.4%

その他

11.9%

無回答

1.9%

n = 3,500

男

50.7%

女

45.6%

答えない

0.8%

無回答

2.9%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問１ 国籍・地域、問２ 性別) 



 

23 

 

 

問３ 何歳ですか。（単数回答） 

 「20 歳～29 歳」が 52.3%で回答の半数以上で最も多く、次いで「30 歳～39 歳」が

24.1%、「40 歳～49 歳」が 10.2%となっている。 

 
 

 

問４ 一緒に住んでいる人はいますか。人数も いてください。（複数回答） 

①－１ 単純集計（一緒に住んでいる人の有無） 

 「いる」が 49.3%、「いない」が 43.8%となっている。 

 
 

  

16歳～19歳

2.5%

20歳～29歳

52.3%30歳～39歳

24.1%

40歳～49歳

10.2%

50歳～59歳

5.0%

60歳～69歳

2.7%

70歳～79歳

0.7%

80歳～

0.3%

無回答

2.1%

n = 3,500

いる(1,726人)

49.3%
いない

43.8%

無回答

6.9%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問３ 年齢、問４ 一緒に住んでいる人の有無) 
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①－２ 単純集計（一緒に住んでいる人の内訳） 

 「配偶者（夫・妻）・パートナー」が 59.6%で最も多く、次いで「17 歳以下のこども」

が 35.7%、「友だち・知りあい」が 31.9%となっている。 

 
 

■その他で回答があった主な一緒に住んでいる人 

同僚 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問４ 一緒に住んでいる人の有無) 
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②クロス集計（一緒に住んでいる人×世帯人数別） 

 一緒に住んでいる人数が 1人(２人世帯)の場合、「配偶者（夫・妻）・パートナー」が

59.0%と最も多く、次いで「友だち・知人」が 31.0%、「17 歳以下のこども」が 12.7%と

なっている。 

 一緒に住んでいる人数が２人（３人世帯）から５人(６人世帯)の場合、「配偶者（夫・

妻）・パートナー」と「17 歳以下のこども」がいずれも 50%以上となっている。 

 

  

配
偶
者

(

夫
・
妻

)

・
パ
ー

ト
ナ
ー

1
7
歳
以
下
の
こ
ど
も

1
8
歳
以
上
の
こ
ど
も

親 兄
弟
姉
妹

友
だ
ち
・
知
り
あ
い

そ
の
他

無
回
答

1,028 617 113 72 59 550 67 242

59.6% 35.7% 6.5% 4.2% 3.4% 31.9% 3.9% 14.0%

396 85 22 14 14 208 12 0

59.0% 12.7% 3.3% 2.1% 2.1% 31.0% 1.8% 0.0%

285 248 28 16 18 111 15 0

65.8% 57.3% 6.5% 3.7% 4.2% 25.6% 3.5% 0.0%

154 151 35 15 10 65 11 0

64.4% 63.2% 14.6% 6.3% 4.2% 27.2% 4.6% 0.0%

36 35 4 11 5 23 4 0

55.4% 53.8% 6.2% 16.9% 7.7% 35.4% 6.2% 0.0%

15 14 0 6 1 9 3 0

65.2% 60.9% 0.0% 26.1% 4.3% 39.1% 13.0% 0.0%

7 7 3 1 0 5 8 0

38.9% 38.9% 16.7% 5.6% 0.0% 27.8% 44.4% 0.0%

1 1 1 1 1 4 0 0

16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 66.7% 0.0% 0.0%

0 0 0 0 0 1 2 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7% 0.0%

0 0 0 0 0 1 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

3 3 2 1 2 3 3 0

42.9% 42.9% 28.6% 14.3% 28.6% 42.9% 42.9% 0.0%

131 73 18 7 8 120 9 242

50.4% 28.1% 6.9% 2.7% 3.1% 46.2% 3.5% 93.1%

一緒に住んでいる人

一
緒
に
住
ん
で
る
人
数
（

世
帯
人
数
）

全体(n=1,726)

1人(2人世帯) (n=671）

2人(3人世帯) (n=433)

3人(4人世帯) (n=239)

4人(5人世帯) (n=65)

5人(6人世帯) (n=23)

6人(7人世帯) (n=18)

7人(8人世帯) (n=6)

8人(9人世帯) (n=3)

9人(10人世帯) (n=1)

10人以上(11人以上世帯) (n=7)

無回答(n=260)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問４ 一緒に住んでいる人の有無) 
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問５ 在留資格はどれですか。（単数回答） 

①単純集計 

 「留学」が 46.3%で最も多く、次いで「永住者」が 15.2％、「技術・人文知識・国際業

務」が 8.9％となっている。 

 

 

■その他で回答があった主な在留資格 

宗教、介護 他 

 

 ※在留資格の詳細は 185～186 ページ参照。 

  

留学

46.3%

永住者

15.2%

技術・人文知識・

国際業務

8.9%

日本人の配偶者

（夫・妻）など

5.0%

特定技能

4.3%

技能実習

3.8%

家族滞在

3.2%

特別永住者

2.5%

教授

1.6%

教育

1.3%

高度専門職

1.1%

特定活動

0.9%
定住者

0.7%
技能

0.7%
経営・管理

0.4%
その他

1.7%
無回答

2.4%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問５ 在留資格) 
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②クロス集計(在留資格×国籍・地域別) 

 ネパール、ミャンマー、スリランカ、バングラデシュは、「留学」が 60%以上となっ

ている。 

  

次ページに続く 

 

 

留
学

永
住
者

技
術
・
人
文
知

識
・
国
際
業
務

技
能
実
習

家
族
滞
在

特
別
永
住
者

特
定
技
能

日
本
人
の
配
偶
者

（

夫
・
妻
）

な
ど

教
授

全体(n=3,500) 46.3% 15.2% 8.9% 3.8% 3.2% 2.5% 4.3% 5.0% 1.6%

中国(n=640) 45.6% 24.7% 7.8% 0.5% 4.1% 0.5% 0.3% 4.5% 2.8%

ネパール(n=773) 76.7% 2.1% 10.7% 0.4% 3.5% 0.3% 1.6% 0.5% 0.0%

ベトナム(n=259) 35.5% 2.7% 12.0% 12.7% 5.4% 0.0% 20.1% 4.6% 0.8%

韓国(n=230) 7.4% 44.3% 8.3% 0.0% 0.9% 28.3% 0.4% 5.7% 0.9%

ミャンマー(n=170) 63.5% 1.2% 9.4% 10.0% 1.8% 0.0% 6.5% 0.6% 0.6%

フィリピン(n=147) 6.1% 35.4% 4.1% 22.4% 2.0% 0.7% 8.2% 6.1% 0.7%

インドネシア(n=174) 33.3% 1.1% 4.6% 23.0% 2.9% 0.0% 27.6% 2.3% 1.1%

スリランカ(n=153) 83.0% 3.9% 3.9% 0.0% 2.6% 0.0% 2.6% 1.3% 0.7%

米国(n=126) 7.1% 34.9% 16.7% 0.0% 0.8% 0.8% 1.6% 22.2% 0.8%

バングラデシュ(n=117) 77.8% 0.9% 5.1% 1.7% 5.1% 0.0% 1.7% 0.0% 0.9%

台湾(n=98) 21.4% 30.6% 21.4% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0% 5.1% 5.1%

タイ(n=51) 56.9% 19.6% 3.9% 0.0% 0.0% 2.0% 2.0% 9.8% 2.0%

インド(n=37) 37.8% 16.2% 8.1% 2.7% 5.4% 0.0% 2.7% 13.5% 8.1%

朝鮮(n=14) 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 64.3% 0.0% 7.1% 0.0%

モンゴル(n=28) 28.6% 3.6% 25.0% 0.0% 10.7% 3.6% 3.6% 7.1% 10.7%

その他(n=415) 35.7% 21.9% 7.5% 0.0% 3.6% 0.7% 0.5% 12.8% 3.9%

無回答(n=68) 4.4% 1.5% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0%

国
籍
・
地
域

在留資格

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問５ 在留資格) 
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②クロス集計(在留資格×国籍・地域別)【続き】 

  

 

 

  

特
定
活
動

定
住
者

技
能

教
育

経
営
・
管
理

高
度
専
門
職

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 0.9% 0.7% 0.7% 1.3% 0.4% 1.1% 1.7% 2.4%

中国(n=640) 0.3% 1.9% 0.5% 0.2% 1.1% 3.0% 1.3% 1.1%

ネパール(n=773) 0.4% 0.0% 0.8% 1.0% 0.5% 0.3% 0.5% 0.8%

ベトナム(n=259) 0.0% 0.4% 0.8% 0.0% 0.0% 1.5% 2.7% 0.8%

韓国(n=230) 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 1.3% 0.4%

ミャンマー(n=170) 1.8% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 1.8%

フィリピン(n=147) 2.0% 4.1% 0.7% 6.8% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0%

インドネシア(n=174) 1.1% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0%

スリランカ(n=153) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 1.3% 0.0%

米国(n=126) 3.2% 2.4% 0.8% 5.6% 0.0% 0.0% 2.4% 0.8%

バングラデシュ(n=117) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 0.9% 4.3% 0.9%

台湾(n=98) 5.1% 1.0% 0.0% 0.0% 1.0% 1.0% 6.1% 0.0%

タイ(n=51) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0% 2.0% 0.0%

インド(n=37) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7% 2.7% 0.0%

朝鮮(n=14) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

モンゴル(n=28) 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他(n=415) 1.7% 0.7% 0.5% 4.8% 0.2% 1.4% 3.9% 0.2%

無回答(n=68) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 89.7%

国
籍
・
地
域

在留資格

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問５ 在留資格) 
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問６ 現在していること(学生・社会人など)に最も近いものを選んでください。（単

数回答） 

 「会社員」が 20.9%で最も多く、次いで「日本語学校生」が 17.0%、「大学院生」が

13.2%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会社員

20.9%

日本語

学校生

17.0%

大学院生

13.2%

専門学校生(日本

語学校生以外)

10.5%

パートタイム・アル

バイト（学生以外）

7.3%

大学生

5.7%

家事に専念

4.9%

教育機関職員

3.8%

研究者

2.9%

高校生

2.5%

会社経営者・

会社役員

2.0%

個人事業主

（自営業）

1.7%

その他

4.8% 無回答

2.8%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問６ 学校・仕事) 
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（２）言語 

問７ 日本語はどのくらいできますか。（話す・ く・ く・読む それぞれ単数回答） 

①－１ 単純集計 

 「話す」は、「生活に困らないくらい話せる」が 38.7%で最も多く、次いで「不自由なく話

せる」が 25.1%、「ゆっくり短い会話が話せる」が 24.3%となっている。 

 「 く」は、「生活に困らないくらい ける」が 36.8%で最も多く、次いで「不自由なく 

ける」が 27.1%、「相手がゆっくり話してくれたら ける」が 21.7%となっている。 

 

   

 

      

       

次ページに続く 

生活に困らない

くらい話せる

38.7%

不自由なく

話せる

25.1%

ゆっくり短い会

話が話せる

24.3%

単語が話せる

7.7%

話せない

1.4%

無回答

2.8%

話す

n = 3,500

生活に困らない

くらい ける

36.8%

不自由なく

 ける

27.1%

相手がゆっくり

話してくれたら

 ける

21.7%

単語が ける

8.4%

 けない

1.2%

無回答

4.9%
 く

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問７ 日本語能力) 
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①－１ 単純集計【続き】 

 「 く」は、「簡単な漢字・カタカナ・ひらがなが ける」が 34.2%で最も多く、次いで

「生活に困らないくらい ける」が 28.2%、「不自由なく ける」が 18.9%となっている。 

 「読む」は、「簡単な漢字・カタカナ・ひらがなが読める」が 32.6%で最も多く、次いで

「生活に困らないくらい読める」が 29.2%、「不自由なく読める」が 22.3%となっている。 

 

   

 

  

 

 

 

 

簡単な漢字・カ

タカナ・ひらが

なが ける

34.2%

生活に困らない

くらい ける

28.2%

不自由なく

 ける

18.9%

カタカナ・ひら

がなが ける

11.2%

 けない

3.8%

無回答

3.7%

 く

n = 3,500

簡単な漢字・カ

タカナ・ひらが

なが読める

32.6%

生活に困らない

くらい読める

29.2%

不自由なく

読める

22.3%

カタカナ・ひら

がなが読める

8.7%

読めない

3.0%

無回答

4.2%

読む

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問７ 日本語能力) 
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①－２ 加重平均別の単純集計 

・ 「 く」が 71.1%で最も多く、次いで「話す」が 70.2%、「読む」が 65.7%、「 く」が 62.6%

となっている。 

                     加重平均（%） 

 

   

 

70.2

71.1

62.6

65.7  -

 20

 40

 60

 80

 100
話す

聞く

書く

読む

n = 3,268

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問７ 日本語能力) 

日本語能力の設問に係る加重平均の集計について 

 問７の選択肢に０点～４点を設定し、「話す」「 く」「 く」「読む」ごとに回

答件数を乗じた合計値を出す。

 

 それぞれの合計値を、最高点数（４点×有効回答数）で割る。 

 それぞれ出た値を百分率（%）で表示する。 

 問７の「話す」「 く」「 く」「読む」のいずれか一つでも無回答があった場

合は、集計から除外している。 

 「平均」は、問７の「話す」「 く」「 く」「読む」の集計結果を平均したも

のである。 

 回答者を「20%未満」「20%以上 40%未満」「40%以上 60%未満」「60%以上 80%未

満」「80%以上」の５つに分類し、日本語能力別のクロス集計を行っている。 

 

点数 話す  く  く 読む

4点 不自由なく話せる 不自由なく ける 不自由なく ける 不自由なく読める

3点
生活に困らないくらい
話せる

生活に困らないくらい
 ける

生活に困らないくらい
 ける

生活に困らないくらい
読める

2点
ゆっくり短い会話が話
せる

相手がゆっくり話して
くれたら ける

簡単な漢字・カタカ
ナ・ひらがなが ける

簡単な漢字・カタカ
ナ・ひらがなが読める

1点 単語が話せる 単語が ける
カタカナ・ひらがなが
 ける

カタカナ・ひらがなが
読める

0点 話せない  けない  けない 読めない

除外 無回答 無回答 無回答 無回答
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②－１ 加重平均別のクロス集計(日本語能力×国籍・地域別) 

 中国、韓国、台湾、朝鮮、モンゴルは、平均値が 70%以上となっている。 

   

 

 

 

 

 

  

話す  く  く 読む 平均

全体(n=3,268) 70.2% 71.1% 62.6% 65.7% 67.4%

中国(n=620) 76.6% 76.7% 77.0% 82.0% 78.1%

ネパール(n=707) 67.5% 68.1% 57.2% 59.2% 63.0%

ベトナム(n=257) 58.5% 58.7% 51.8% 53.3% 55.6%

韓国(n=224) 94.1% 94.5% 86.5% 91.3% 91.6%

ミャンマー(n=161) 63.0% 64.9% 57.5% 60.4% 61.5%

フィリピン(n=131) 60.5% 62.8% 48.1% 50.6% 55.5%

インドネシア(n=170) 56.8% 61.5% 50.0% 51.5% 54.9%

スリランカ(n=143) 68.4% 70.3% 61.9% 60.3% 65.2%

米国(n=125) 76.8% 75.6% 58.2% 65.2% 69.0%

バングラデシュ(n=106) 64.4% 67.7% 56.8% 55.7% 61.1%

台湾(n=96) 81.0% 80.5% 80.5% 83.1% 81.3%

タイ(n=46) 70.1% 68.5% 59.2% 62.0% 64.9%

インド(n=33) 59.1% 56.1% 36.4% 40.9% 48.1%

朝鮮(n=14) 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

モンゴル(n=27) 80.6% 81.5% 63.0% 67.6% 73.1%

その他(n=400) 68.1% 69.8% 55.3% 60.4% 63.4%

無回答(n=8) 62.5% 62.5% 65.6% 68.8% 64.8%

国
籍
・
地
域

日本語能力

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問７ 日本語能力) 
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②－２ 加重平均別のクロス集計(日本語能力×学校・仕事別) 

 教育機関職員、会社経営者・会社役員、会社員、個人事業主 （自営業）は、平均値が 70%

以上となっている。 

   

 

 

 

 

 

 

  

話す  く  く 読む 平均

全体(n=3,268) 70.2% 71.1% 62.6% 65.7% 67.4%

高校生(n=80) 68.1% 70.0% 55.9% 59.4% 63.4%

大学生(n=193) 69.8% 72.9% 65.9% 70.5% 69.8%

大学院生(n=452) 68.3% 69.3% 65.7% 70.6% 68.5%

日本語学校生(n=565) 59.7% 61.1% 58.0% 57.2% 59.0%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=341)

71.2% 73.0% 62.0% 64.0% 67.5%

研究者(n=101) 69.3% 69.6% 59.4% 65.8% 66.0%

教育機関職員(n=132) 74.4% 75.2% 65.9% 69.5% 71.3%

会社経営者・会社役員(n=66) 84.8% 86.0% 70.5% 76.5% 79.5%

会社員(n=694) 77.1% 77.1% 66.4% 70.1% 72.7%

個人事業主（自営業）(n=56) 82.6% 83.0% 67.9% 71.4% 76.2%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=239)

74.2% 74.0% 60.8% 64.4% 68.3%

家事に専念(n=164) 72.7% 71.3% 63.6% 68.0% 68.9%

その他(n=159) 62.3% 64.5% 51.4% 55.0% 58.3%

無回答(n=26) 61.5% 65.4% 51.0% 56.7% 58.7%

学
校
・
仕
事

日本語能力

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問７ 日本語能力) 
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②－３ 加重平均別のクロス集計(日本語能力×日本居住年数別) 

 居住年数が長くなるほど、「話す」「 く」「 く」「読む」のいずれにおいても、値が多

くなっている。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

話す  く  く 読む 平均

全体(n=3,268) 70.2% 71.1% 62.6% 65.7% 67.4%

1年より短い(n=587) 56.6% 58.1% 55.2% 57.2% 56.8%

1年～2年(n=948) 62.9% 64.7% 57.3% 59.0% 61.0%

3年～4年(n=456) 68.5% 69.7% 58.7% 63.4% 65.0%

5年～9年(n=484) 75.3% 75.4% 65.0% 69.0% 71.2%

10年～19年(n=362) 83.0% 82.5% 70.0% 74.2% 77.4%

20年より長い(n=413) 91.0% 90.8% 79.9% 84.6% 86.6%

無回答(n=18) 73.6% 78.8% 73.1% 70.2% 73.9%

日
本
居
住
年
数

日本語能力

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問７ 日本語能力) 
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問８ いま日本語を学んでいますか。（単数回答） 

①単純集計 

 「本やオンラインなど自分で学んでいる」が 23.0%で最も多く、次いで「日本語学校で

学んでいる」が 21.4%、「大学や職場で学んでいる」が 14.3%となっている。 

 

 

■その他で回答があった主な日本語の学習状況 

専門学校で学んでいる、自分で学んでいる 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本やオンラインなど

自分で学んでいる

23.0%

日本語学校で

学んでいる

21.4%

大学や職場で学んでいる

14.3%

日本人の知人・友人に

教えてもらっている

4.6%

家族に教えても

らっている

3.2%

地域の日本語教室で

学んでいる

3.1%

学ぶ必要がない

16.5%

学びたいが学べない

7.9%

その他

1.6%
無回答

4.5%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問８ 日本語の学習状況) 
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②－１ クロス集計(日本語の学習状況×学校・仕事別) 

 高校生、日本語学校生、専門学校生（日本語学校生以外）は、「日本語学校で学んで

いる」の回答が最も多く、大学生、大学院生は、「大学や職場で学んでいる」の回答

が最も多くなっている。 

 教育機関職員、会社員は、 「本やオンラインなど自分で学んでいる」の回答が最も多く

なっている。 

 

 

 

学
ぶ
必
要
が
な
い

学
び
た
い
が
学
べ
な
い

大
学
や
職
場
で
学
ん
で
い
る

日
本
語
学
校
で
学
ん
で
い
る

地
域
の
日
本
語
教
室
で
学
ん
で
い

る 本
や
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
自
分
で
学

ん
で
い
る

家
族
に
教
え
て
も
ら
っ

て
い
る

日
本
人
の
知
人
・
友
人
に
教
え
て

も
ら
っ

て
い
る

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 16.5% 7.9% 14.3% 21.4% 3.1% 23.0% 3.2% 4.6% 1.6% 4.5%

高校生(n=89) 6.7% 4.5% 10.1% 38.2% 6.7% 19.1% 2.2% 9.0% 1.1% 2.2%

大学生(n=201) 12.9% 5.5% 51.2% 3.5% 2.5% 16.9% 1.0% 4.0% 0.5% 2.0%

大学院生(n=461) 16.3% 11.7% 35.1% 2.2% 1.7% 26.0% 0.2% 4.8% 1.1% 0.9%

日本語学校生(n=594) 0.8% 1.7% 2.9% 88.6% 3.0% 1.2% 0.0% 0.2% 0.2% 1.5%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

1.4% 2.7% 29.1% 30.2% 4.6% 21.2% 0.3% 3.8% 3.5% 3.3%

研究者(n=103) 29.1% 18.4% 17.5% 0.0% 2.9% 21.4% 1.9% 5.8% 0.0% 2.9%

教育機関職員(n=134) 32.1% 14.9% 1.5% 1.5% 0.7% 32.8% 5.2% 8.2% 0.7% 2.2%

会社経営者・会社役員(n=71) 33.8% 16.9% 2.8% 1.4% 1.4% 18.3% 4.2% 12.7% 1.4% 7.0%

会社員(n=730) 26.4% 8.5% 8.5% 2.6% 2.1% 37.1% 3.6% 6.0% 1.4% 3.8%

個人事業主（自営業）(n=59) 52.5% 15.3% 0.0% 1.7% 1.7% 15.3% 6.8% 1.7% 1.7% 3.4%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

26.8% 9.1% 3.1% 7.5% 4.7% 26.0% 10.6% 8.7% 2.0% 1.6%

家事に専念(n=170) 30.6% 12.9% 1.8% 2.4% 5.3% 18.8% 15.3% 4.7% 5.3% 2.9%

その他(n=169) 11.2% 9.5% 3.0% 4.1% 5.9% 49.1% 5.3% 4.7% 4.7% 2.4%

無回答(n=97) 0.0% 4.1% 4.1% 8.2% 1.0% 8.2% 1.0% 0.0% 0.0% 73.2%

日本語の学習状況

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問８ 日本語の学習状況) 
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②－２ クロス集計(日本語の学習状況×日本居住年数別) 

 居住年数が長くなるほど、「学ぶ必要がない」が多くなっている。 

 居住年数が１年より短い場合と１年～２年の場合は、「日本語学校で学んでいる」が最

も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
ぶ
必
要
が
な
い

学
び
た
い
が
学
べ
な
い

大
学
や
職
場
で
学
ん
で
い
る

日
本
語
学
校
で
学
ん
で
い
る

地
域
の
日
本
語
教
室
で
学
ん
で
い

る 本
や
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
自
分
で
学

ん
で
い
る

家
族
に
教
え
て
も
ら
っ

て
い
る

日
本
人
の
知
人
・
友
人
に
教
え
て

も
ら
っ

て
い
る

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 16.5% 7.9% 14.3% 21.4% 3.1% 23.0% 3.2% 4.6% 1.6% 4.5%

1年より短い(n=611) 4.1% 4.6% 19.6% 40.1% 4.3% 21.3% 1.1% 2.9% 1.3% 0.7%

1年～2年(n=990) 4.2% 5.8% 16.8% 38.0% 3.9% 23.8% 1.4% 3.5% 1.3% 1.2%

3年～4年(n=476) 7.8% 7.8% 23.1% 10.9% 2.5% 35.1% 1.9% 5.9% 2.3% 2.7%

5年～9年(n=505) 18.4% 13.3% 12.7% 6.3% 1.8% 32.3% 4.8% 6.3% 1.2% 3.0%

10年～19年(n=389) 32.4% 12.3% 8.2% 5.7% 3.1% 15.4% 8.0% 7.2% 1.8% 5.9%

20年より長い(n=434) 57.4% 7.6% 2.3% 3.9% 1.8% 10.6% 6.0% 4.8% 2.5% 3.0%

無回答(n=95) 5.3% 6.3% 0.0% 5.3% 1.1% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 80.0%

日本語の学習状況

日
本
居
住
年
数

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問８ 日本語の学習状況) 
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問９ 日本語を学んでいない理由はどれですか。（上位３つ） 

(問８で 「学ぶ必要がない」または「学びたいが学べない」と回答した方のみが

回答する設問) 

①－１ 順位別の単純集計 

  1 位は、「日本語を使えるから」が 50.4%で最も多く、次いで「仕事や子育てなどで忙

しくて学ぶ時間がないから」が 17.5%、「日本語を使わなくても生活に困らないから」

が 10.3%となっている。 

      

 

■その他で回答があった主な日本語を学んでいない理由 

日本生まれ日本育ち 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１位 ２位 ３位

日本語を使わなくても生活に困らないから 10.3% 4.5% 3.5%

家族や友人などが通訳してくれるから 2.5% 6.7% 3.6%

日本語を使えるから 50.4% 6.4% 3.8%

仕事や子育てなどで忙しくて学ぶ時間がないから 17.5% 8.7% 3.6%

どこで日本語を学べるか分からないから 1.8% 3.9% 3.4%

近くに日本語学校がないから 0.1% 1.8% 1.5%

近くに地域の日本語教室がないから 1.1% 2.8% 3.2%

学ぶお金がないから 2.6% 4.6% 6.2%

その他 1.1% 3.3% 1.8%

無回答 12.8% 57.4% 69.4%

順位（n = 853）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問９ 日本語を学んでいない理由) 
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①－２ 加重平均別の単純集計 

・ 「日本語を使えるから」が 63.1%で最も多く、次いで「仕事や子育てなどで忙しくて学ぶ時間

がないから」が 26.8%、「日本語を使わなくても生活に困らないから」が 15.7%となっている。  

 
                  ※無回答を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問９ 日本語を学んでいない理由) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(日本語を学んでいない理由×学校・仕事別) 

 １位は、日本語学校生、無回答を除く全ての属性で 「日本語を使えるから」が最も多く、

日本語学校生は「日本語を使わなくても生活に困らないから」が最も多くなっている。 

 ２位は、高校生で 「学ぶお金がないから」が 30.0%で最も多く、日本語学校生、専門学校

生 （日本語学校生以外）で 「家族や友人などが通訳してくれるから」が最も多くなってい

る。 

 

次ページに続く 

 

 

  

日
本
語
を
使
わ
な
く
て
も
生
活
に

困
ら
な
い
か
ら

家
族
や
友
人
な
ど
が
通
訳
し
て
く

れ
る
か
ら

日
本
語
を
使
え
る
か
ら

仕
事
や
子
育
て
な
ど
で
忙
し
く
て

学
ぶ
時
間
が
な
い
か
ら

ど
こ
で
日
本
語
を
学
べ
る
か
分
か

ら
な
い
か
ら

近
く
に
日
本
語
学
校
が
な
い
か
ら

近
く
に
地
域
の
日
本
語
教
室
が
な

い
か
ら

学
ぶ
お
金
が
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

１位 10.3% 2.5% 50.4% 17.5% 1.8% 0.1% 1.1% 2.6% 1.1% 12.8%

２位 4.5% 6.7% 6.4% 8.7% 3.9% 1.8% 2.8% 4.6% 3.3% 57.4%

３位 3.5% 3.6% 3.8% 3.6% 3.4% 1.5% 3.2% 6.2% 1.8% 69.4%

１位 10.0% 10.0% 50.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0%

２位 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 30.0% 0.0% 40.0%

３位 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 20.0% 0.0% 50.0%

１位 8.1% 8.1% 56.8% 16.2% 0.0% 0.0% 0.0% 5.4% 0.0% 5.4%

２位 0.0% 8.1% 2.7% 8.1% 5.4% 0.0% 5.4% 5.4% 2.7% 62.2%

３位 8.1% 5.4% 0.0% 5.4% 0.0% 0.0% 2.7% 2.7% 0.0% 75.7%

１位 8.5% 0.8% 47.3% 32.6% 2.3% 0.0% 0.8% 0.0% 0.8% 7.0%

２位 9.3% 7.0% 7.8% 14.7% 5.4% 1.6% 2.3% 6.2% 1.6% 44.2%

３位 6.2% 5.4% 5.4% 5.4% 5.4% 1.6% 2.3% 10.1% 1.6% 56.6%

１位 20.0% 6.7% 6.7% 6.7% 13.3% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 40.0%

２位 0.0% 26.7% 0.0% 0.0% 13.3% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 53.3%

３位 0.0% 0.0% 13.3% 0.0% 0.0% 0.0% 13.3% 6.7% 0.0% 66.7%

１位 13.3% 0.0% 40.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0%

２位 0.0% 20.0% 6.7% 13.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0%

３位 0.0% 0.0% 13.3% 6.7% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 73.3%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=15)

日本語を学んでいない理由

全体(n=853)

高校生(n=10)

大学生(n=37)

大学院生(n=129)

学
校
・
仕
事

日本語学校生(n=15)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問９ 日本語を学んでいない理由) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(日本語を学んでいない理由×学校・仕事別)【続き】 

 

 

  

日
本
語
を
使
わ
な
く
て
も
生
活
に

困
ら
な
い
か
ら

家
族
や
友
人
な
ど
が
通
訳
し
て
く

れ
る
か
ら

日
本
語
を
使
え
る
か
ら

仕
事
や
子
育
て
な
ど
で
忙
し
く
て

学
ぶ
時
間
が
な
い
か
ら

ど
こ
で
日
本
語
を
学
べ
る
か
分
か

ら
な
い
か
ら

近
く
に
日
本
語
学
校
が
な
い
か
ら

近
く
に
地
域
の
日
本
語
教
室
が
な

い
か
ら

学
ぶ
お
金
が
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

１位 12.2% 2.0% 49.0% 22.4% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.2%

２位 8.2% 8.2% 8.2% 16.3% 2.0% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 55.1%

３位 10.2% 6.1% 4.1% 6.1% 2.0% 0.0% 6.1% 0.0% 2.0% 63.3%

１位 4.8% 0.0% 60.3% 22.2% 0.0% 1.6% 0.0% 1.6% 1.6% 7.9%

２位 4.8% 3.2% 3.2% 7.9% 3.2% 1.6% 1.6% 7.9% 4.8% 61.9%

３位 4.8% 6.3% 4.8% 0.0% 6.3% 4.8% 3.2% 1.6% 1.6% 66.7%

１位 5.6% 0.0% 75.0% 8.3% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8% 5.6%

２位 0.0% 0.0% 2.8% 11.1% 2.8% 5.6% 2.8% 0.0% 2.8% 72.2%

３位 0.0% 2.8% 0.0% 2.8% 2.8% 0.0% 5.6% 0.0% 2.8% 83.3%

１位 7.5% 1.2% 55.7% 15.7% 1.2% 0.0% 1.2% 3.1% 1.2% 13.3%

２位 3.5% 5.9% 7.5% 6.3% 3.1% 1.2% 3.9% 2.4% 5.1% 61.2%

３位 2.4% 2.0% 3.1% 3.5% 4.3% 0.8% 2.7% 4.3% 2.0% 74.9%

１位 10.0% 5.0% 50.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 25.0%

２位 2.5% 2.5% 10.0% 10.0% 2.5% 0.0% 2.5% 0.0% 2.5% 67.5%

３位 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 2.5% 90.0%

１位 11.0% 6.6% 50.5% 11.0% 0.0% 0.0% 1.1% 4.4% 1.1% 14.3%

２位 5.5% 5.5% 7.7% 6.6% 3.3% 2.2% 2.2% 4.4% 3.3% 59.3%

３位 1.1% 5.5% 3.3% 3.3% 3.3% 2.2% 2.2% 7.7% 1.1% 70.3%

１位 21.6% 4.1% 40.5% 13.5% 1.4% 0.0% 1.4% 1.4% 1.4% 14.9%

２位 4.1% 6.8% 6.8% 6.8% 1.4% 2.7% 2.7% 6.8% 2.7% 59.5%

３位 1.4% 4.1% 4.1% 4.1% 2.7% 1.4% 4.1% 10.8% 1.4% 66.2%

１位 17.1% 0.0% 25.7% 17.1% 11.4% 0.0% 5.7% 0.0% 2.9% 20.0%

２位 0.0% 8.6% 0.0% 5.7% 8.6% 5.7% 5.7% 14.3% 5.7% 45.7%

３位 5.7% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 20.0% 5.7% 62.9%

１位 50.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%

２位 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

３位 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0%

家事に専念(n=74)

その他(n=35)

日本語を学んでいない理由

無回答(n=4)

研究者(n=49)

教育機関職員(n=63)

会社経営者・会社役員(n=36)

会社員(n=255)

個人事業主（自営業）(n=40)

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=91)

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問９ 日本語を学んでいない理由) 



 

43 

 

 

②－１－２ 加重平均別のクロス集計(日本語を学んでいない理由×学校・仕事別) 

 日本語学校生、無回答を除く全ての属性で「日本語が使えるから」が最も多くなってい

る。 

 日本語学校生は、「家族や友人などが通訳してくれるから」が 37.8%で最も多く、次いで

「どこで日本語を学べるかが分からないから」が 35.6%となっている。 

 

  

日
本
語
を
使
わ
な
く
て
も
生
活
に

困
ら
な
い
か
ら

家
族
や
友
人
な
ど
が
通
訳
し
て
く

れ
る
か
ら

日
本
語
を
使
え
る
か
ら

仕
事
や
子
育
て
な
ど
で
忙
し
く
て

学
ぶ
時
間
が
な
い
か
ら

ど
こ
で
日
本
語
を
学
べ
る
か
分
か

ら
な
い
か
ら

近
く
に
日
本
語
学
校
が
な
い
か
ら

近
く
に
地
域
の
日
本
語
教
室
が
な

い
か
ら

学
ぶ
お
金
が
な
い
か
ら

そ
の
他

全体(n=744) 15.7% 8.3% 63.1% 26.8% 5.5% 1.7% 3.9% 7.5% 3.9%

高校生(n=9) 13.3% 24.4% 55.6% 22.2% 6.7% 2.2% 2.2% 24.4% 0.0%

大学生(n=35) 10.3% 14.9% 61.7% 23.4% 3.4% 0.0% 4.0% 9.7% 1.7%

大学院生(n=120) 16.5% 6.5% 57.0% 45.7% 7.2% 1.3% 2.8% 6.2% 2.2%

日本語学校生(n=9) 33.3% 37.8% 15.6% 11.1% 35.6% 0.0% 4.4% 20.0% 0.0%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=12)

16.7% 15.0% 58.3% 20.0% 0.0% 0.0% 1.7% 25.0% 0.0%

研究者(n=43) 21.9% 9.3% 62.3% 38.1% 4.2% 1.4% 1.4% 0.0% 0.5%

教育機関職員(n=58) 9.3% 3.4% 68.6% 29.3% 3.4% 3.8% 1.7% 7.2% 5.2%

会社経営者・会社役員(n=34) 5.9% 0.6% 81.2% 16.5% 5.3% 3.5% 2.9% 0.0% 5.3%

会社員(n=221) 11.6% 5.9% 70.1% 23.3% 4.5% 1.0% 4.7% 6.2% 5.3%

個人事業主（自営業）(n=30) 15.3% 8.7% 74.7% 16.0% 2.0% 0.0% 2.0% 7.3% 2.7%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=78)

16.9% 12.8% 65.1% 18.2% 3.1% 2.1% 3.3% 10.0% 3.8%

家事に専念(n=63) 28.6% 10.5% 53.3% 21.6% 3.2% 2.2% 4.4% 8.9% 3.8%

その他(n=28) 22.9% 6.4% 32.9% 25.7% 20.7% 5.0% 11.4% 15.7% 9.3%

無回答(n=4) 65.0% 20.0% 20.0% 25.0% 15.0% 5.0% 25.0% 5.0% 0.0%

学
校
・
仕
事

日本語を学んでいない理由

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問９ 日本語を学んでいない理由) 
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②－２－１ 順位別のクロス集計(日本語を学んでいない理由×日本居住年数別) 

 １位は、居住年数に関わらず「日本語を使えるから」が最も多い。居住年数が 19 年ま

での属性は、 「仕事や家庭などで忙しく学ぶ時間がないから」が次いで多くなっている。 

 

  

日
本
語
を
使
わ
な
く
て
も
生
活
に

困
ら
な
い
か
ら

家
族
や
友
人
な
ど
が
通
訳
し
て
く

れ
る
か
ら

日
本
語
を
使
え
る
か
ら

仕
事
や
子
育
て
な
ど
で
忙
し
く
て

学
ぶ
時
間
が
な
い
か
ら

ど
こ
で
日
本
語
を
学
べ
る
か
分
か

ら
な
い
か
ら

近
く
に
日
本
語
学
校
が
な
い
か
ら

近
く
に
地
域
の
日
本
語
教
室
が
な

い
か
ら

学
ぶ
お
金
が
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

１位 10.3% 2.5% 50.4% 17.5% 1.8% 0.1% 1.1% 2.6% 1.1% 12.8%

２位 4.5% 6.7% 6.4% 8.7% 3.9% 1.8% 2.8% 4.6% 3.3% 57.4%

３位 3.5% 3.6% 3.8% 3.6% 3.4% 1.5% 3.2% 6.2% 1.8% 69.4%

１位 11.3% 3.8% 37.7% 32.1% 5.7% 0.0% 1.9% 0.0% 1.9% 5.7%

２位 17.0% 9.4% 3.8% 9.4% 11.3% 1.9% 3.8% 7.5% 0.0% 35.8%

３位 1.9% 11.3% 1.9% 9.4% 5.7% 1.9% 1.9% 17.0% 1.9% 47.2%

１位 15.2% 5.1% 29.3% 24.2% 3.0% 0.0% 3.0% 8.1% 0.0% 12.1%

２位 5.1% 16.2% 2.0% 15.2% 10.1% 1.0% 4.0% 6.1% 3.0% 37.4%

３位 7.1% 3.0% 9.1% 3.0% 6.1% 1.0% 7.1% 10.1% 2.0% 51.5%

１位 8.1% 6.8% 37.8% 28.4% 1.4% 0.0% 4.1% 5.4% 1.4% 6.8%

２位 4.1% 2.7% 9.5% 10.8% 5.4% 8.1% 4.1% 4.1% 1.4% 50.0%

３位 6.8% 5.4% 0.0% 5.4% 4.1% 5.4% 4.1% 9.5% 2.7% 56.8%

１位 6.9% 1.9% 49.4% 25.6% 3.1% 0.6% 0.0% 1.3% 0.6% 10.6%

２位 7.5% 5.6% 6.9% 10.0% 5.0% 1.3% 4.4% 9.4% 0.6% 49.4%

３位 5.0% 2.5% 5.6% 5.0% 4.4% 3.1% 5.0% 6.9% 1.3% 61.3%

１位 7.5% 2.3% 55.2% 15.5% 1.7% 0.0% 0.0% 2.3% 2.3% 13.2%

２位 2.9% 5.2% 9.2% 9.8% 0.6% 0.6% 2.3% 3.4% 0.6% 65.5%

３位 4.0% 3.4% 2.3% 2.3% 4.0% 0.0% 3.4% 4.0% 1.1% 75.3%

１位 12.8% 0.7% 61.7% 6.7% 0.0% 0.0% 0.7% 1.4% 0.7% 15.2%

２位 1.4% 5.0% 6.0% 4.6% 1.4% 1.4% 1.4% 1.8% 7.8% 69.1%

３位 0.7% 2.8% 2.8% 2.5% 1.1% 0.7% 0.7% 3.2% 2.1% 83.3%

１位 9.1% 0.0% 36.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 54.5%

２位 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 81.8%

３位 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 90.9%

日本語を学んでいない理由

10年～19年(n=174)

20年より長い(n=282)

日
本
居
住
年
数

無回答(n=11)

全体(n=853)

1年より短い(n=53)

1年～2年(n=99)

3年～4年(n=74)

5年～9年(n=160)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問９ 日本語を学んでいない理由) 
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②－２－２ 加重平均別のクロス集計(日本語を学んでいない理由×日本居住年数別) 

 居住年数が長くなるほど、「日本語を使えるから」が多くなる傾向がある。 

 居住年数が短くなるほど、 「仕事や子育てなどで忙しくて学ぶ時間がないから」が多くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日
本
語
を
使
わ
な
く
て
も
生
活
に

困
ら
な
い
か
ら

家
族
や
友
人
な
ど
が
通
訳
し
て
く

れ
る
か
ら

日
本
語
を
使
え
る
か
ら

仕
事
や
子
育
て
な
ど
で
忙
し
く
て

学
ぶ
時
間
が
な
い
か
ら

ど
こ
で
日
本
語
を
学
べ
る
か
分
か

ら
な
い
か
ら

近
く
に
日
本
語
学
校
が
な
い
か
ら

近
く
に
地
域
の
日
本
語
教
室
が
な

い
か
ら

学
ぶ
お
金
が
な
い
か
ら

そ
の
他

全体(n=744) 15.7% 8.3% 63.1% 26.8% 5.5% 1.7% 3.9% 7.5% 3.9%

1年より短い(n=50) 23.2% 12.4% 42.8% 42.0% 14.4% 1.6% 4.8% 8.4% 2.4%

1年～2年(n=87) 22.3% 17.5% 36.8% 38.6% 11.7% 0.9% 7.8% 15.6% 2.5%

3年～4年(n=69) 12.8% 10.1% 46.7% 38.6% 5.8% 6.4% 7.8% 10.4% 2.9%

5年～9年(n=143) 13.8% 6.4% 61.1% 36.5% 7.8% 2.2% 4.1% 9.2% 1.4%

10年～19年(n=151) 11.5% 7.0% 70.5% 25.2% 3.3% 0.4% 2.4% 6.0% 3.3%

20年より長い(n=239) 16.2% 5.0% 77.7% 11.8% 1.3% 1.2% 2.0% 3.7% 6.9%

無回答(n=5) 20.0% 24.0% 84.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

日本語を学んでいない理由

日
本
居
住
年
数

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問９ 日本語を学んでいない理由) 
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問 10 どのような方法であれば、日本語を学んでみたいですか。（上位３つ） 

(問８で「学びたいが学べない」と回答した方のみが回答する設問) 

①－１ 順位別の単純集計 

 １位は、 「日本人と会話をしながら学ぶ」が 35.9%で最も多く、次いで「家や職場の近く

で学ぶ」「インターネットやアプリで好きな時間に学ぶ」が 13.4%となっている。 

 ２位は、 「すにに使える会話を学ぶ」が 26.8%で最も多く、次いで「家や職場の近くで学

ぶ」が 20.7%となっている。 

 

 

  

１位 ２位 ３位

日本人と会話をしながら学ぶ 35.9% 9.4% 12.7%

すにに使える会話を学ぶ 12.7% 26.8% 10.1%

家や職場の近くで学ぶ 13.4% 20.7% 18.5%

インターネットやアプリで好きな時間に学ぶ 13.4% 10.9% 10.5%

費用が高くても日本語をたくさん学べる学校・教室 5.1% 1.1% 2.2%

費用が安い市や町などの日本語学校・教室 6.9% 7.2% 13.0%

こどもを預けながら学ぶ 4.0% 2.9% 3.3%

その他 0.7% 1.1% 2.2%

ない 0.4% 0.0% 0.0%

無回答 7.6% 19.9% 27.5%

順位（n = 276）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 10 希望する日本語の学習方法) 
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①－２ 加重平均別の単純集計 

 「日本人と会話をしながら学ぶ」が 47.7%で最も多く、次いで 「すにに使える会話を学ぶ」

が 33.3%、「家や職場の近くで学ぶ」が 31.9%となっている。 

 
※無回答を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 10 希望する日本語の学習方法) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(希望する日本語の学習方法×学校・仕事別) 

 １位は、日本語学校生、教育機関職員、その他を除く属性で 「日本人と会話しながら学

ぶ」が最も多く、日本語学校生は「すにに使える会話を学ぶ」が 30.0%で最多。教育機

関職員は、「すにに使える会話を学ぶ」「インターネットやアプリで好きな時間に学ぶ」

が同率の 25.0%で最も多くなっている。 

 

次ページに続く 

  

日
本
人
と
会
話
を
し
な
が
ら
学
ぶ

す
に
に
使
え
る
会
話
を
学
ぶ

家
や
職
場
の
近
く
で
学
ぶ

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
や
ア
プ
リ
で
好

き
な
時
間
に
学
ぶ

費
用
が
高
く
て
も
日
本
語
を
た
く

さ
ん
学
べ
る
学
校
・
教
室

費
用
が
安
い
市
や
町
な
ど
の
日
本

語
学
校
・
教
室

こ
ど
も
を
預
け
な
が
ら
学
ぶ

そ
の
他

な
い

無
回
答

１位 35.9% 12.7% 13.4% 13.4% 5.1% 6.9% 4.0% 0.7% 0.4% 7.6%

２位 9.4% 26.8% 20.7% 10.9% 1.1% 7.2% 2.9% 1.1% 0.0% 19.9%

３位 12.7% 10.1% 18.5% 10.5% 2.2% 13.0% 3.3% 2.2% 0.0% 27.5%

１位 75.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

２位 0.0% 50.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%

３位 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位 36.4% 9.1% 18.2% 18.2% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1%

２位 9.1% 45.5% 9.1% 9.1% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2%

３位 9.1% 9.1% 36.4% 9.1% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2%

１位 44.4% 18.5% 5.6% 11.1% 7.4% 9.3% 1.9% 0.0% 0.0% 1.9%

２位 7.4% 44.4% 25.9% 9.3% 0.0% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 9.3%

３位 18.5% 7.4% 22.2% 14.8% 0.0% 14.8% 1.9% 1.9% 0.0% 18.5%

１位 20.0% 30.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.0%

２位 20.0% 0.0% 30.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0%

３位 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

１位 40.0% 0.0% 0.0% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.0%

２位 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

３位 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0%

高校生(n=4)

大学生(n=11)

大学院生(n=54)

日本語学校生(n=10)

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=10)

希望する日本語の学習方法

学
校
・
仕
事

全体(n=276)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 10 希望する日本語の学習方法) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(希望する日本語の学習方法×学校・仕事別)【続き】 

 

 

 

  

日
本
人
と
会
話
を
し
な
が
ら
学
ぶ

す
に
に
使
え
る
会
話
を
学
ぶ

家
や
職
場
の
近
く
で
学
ぶ

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
や
ア
プ
リ
で
好

き
な
時
間
に
学
ぶ

費
用
が
高
く
て
も
日
本
語
を
た
く

さ
ん
学
べ
る
学
校
・
教
室

費
用
が
安
い
市
や
町
な
ど
の
日
本

語
学
校
・
教
室

こ
ど
も
を
預
け
な
が
ら
学
ぶ

そ
の
他

な
い

無
回
答

１位 36.8% 5.3% 15.8% 21.1% 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.5%

２位 10.5% 21.1% 31.6% 15.8% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 15.8%

３位 21.1% 15.8% 21.1% 5.3% 5.3% 5.3% 5.3% 0.0% 0.0% 21.1%

１位 15.0% 25.0% 15.0% 25.0% 5.0% 5.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0%

２位 20.0% 30.0% 25.0% 5.0% 0.0% 5.0% 5.0% 5.0% 0.0% 5.0%

３位 15.0% 5.0% 20.0% 5.0% 0.0% 25.0% 5.0% 0.0% 0.0% 25.0%

１位 33.3% 0.0% 8.3% 0.0% 8.3% 16.7% 8.3% 0.0% 8.3% 16.7%

２位 0.0% 25.0% 0.0% 8.3% 0.0% 16.7% 8.3% 0.0% 0.0% 41.7%

３位 8.3% 8.3% 25.0% 0.0% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 41.7%

１位 40.3% 11.3% 19.4% 14.5% 3.2% 3.2% 3.2% 1.6% 0.0% 3.2%

２位 14.5% 25.8% 16.1% 12.9% 1.6% 9.7% 1.6% 0.0% 0.0% 17.7%

３位 9.7% 11.3% 14.5% 14.5% 1.6% 9.7% 6.5% 4.8% 0.0% 27.4%

１位 22.2% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 44.4%

２位 0.0% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 55.6%

３位 22.2% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 55.6%

１位 47.8% 13.0% 8.7% 8.7% 4.3% 13.0% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0%

２位 4.3% 17.4% 21.7% 8.7% 4.3% 13.0% 4.3% 4.3% 0.0% 21.7%

３位 4.3% 4.3% 8.7% 17.4% 4.3% 30.4% 0.0% 8.7% 0.0% 21.7%

１位 27.3% 9.1% 18.2% 13.6% 4.5% 13.6% 9.1% 4.5% 0.0% 0.0%

２位 13.6% 13.6% 31.8% 13.6% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 18.2%

３位 13.6% 22.7% 13.6% 9.1% 0.0% 9.1% 9.1% 0.0% 0.0% 22.7%

１位 12.5% 12.5% 25.0% 6.3% 0.0% 18.8% 6.3% 0.0% 0.0% 18.8%

２位 0.0% 6.3% 25.0% 12.5% 6.3% 12.5% 6.3% 6.3% 0.0% 25.0%

３位 12.5% 12.5% 18.8% 6.3% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 37.5%

１位 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

２位 0.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

３位 25.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

家事に専念(n=22)

その他(n=16)

無回答(n=4)

希望する日本語の学習方法

学
校
・
仕
事

研究者(n=19)

教育機関職員(n=20)

会社経営者・会社役員(n=12)

会社員(n=62)

個人事業主（自営業）(n=9)

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=23)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 10 希望する日本語の学習方法) 
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②－１－２ 加重平均別のクロス集計(希望する日本語の学習方法×学校・仕事別)  

 日本語学校生、教育機関職員、家事に専念、その他を除く属性で 「日本人と会話をしなが

ら学ぶ」が最も多くなっている。 

 日本語学校生は、 「家や職場の近くで学ぶ」が 54.3%、教育機関職員は、 「すにに使える会

話を学ぶ」が 44.0%、家事に専念は、「家や職場の近くで学ぶ」が 40.0%で最も多くなっ

ている。 

  

日
本
人
と
会
話
を
し
な
が
ら
学
ぶ

す
に
に
使
え
る
会
話
を
学
ぶ

家
や
職
場
の
近
く
で
学
ぶ

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
や
ア
プ
リ
で
好

き
な
時
間
に
学
ぶ

費
用
が
高
く
て
も
日
本
語
を
た
く

さ
ん
学
べ
る
学
校
・
教
室

費
用
が
安
い
市
や
町
な
ど
の
日
本

語
学
校
・
教
室

こ
ど
も
を
預
け
な
が
ら
学
ぶ

そ
の
他

な
い

全体(n=255) 47.7% 33.3% 31.9% 23.8% 6.7% 15.0% 6.9% 2.0% 0.4%

高校生(n=4) 75.0% 30.0% 15.0% 45.0% 0.0% 0.0% 15.0% 0.0% 0.0%

大学生(n=10) 48.0% 42.0% 34.0% 28.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0%

大学院生(n=53) 53.6% 47.5% 26.0% 20.0% 7.5% 14.7% 2.3% 0.4% 0.0%

日本語学校生(n=7) 45.7% 48.6% 54.3% 8.6% 5.7% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=7)

60.0% 20.0% 2.9% 45.7% 14.3% 11.4% 0.0% 0.0% 0.0%

研究者(n=17) 52.9% 23.5% 43.5% 35.3% 12.9% 4.7% 1.2% 0.0% 0.0%

教育機関職員(n=20) 30.0% 44.0% 34.0% 29.0% 5.0% 13.0% 14.0% 3.0% 0.0%

会社経営者・会社役員(n=10) 42.0% 20.0% 16.0% 6.0% 12.0% 34.0% 16.0% 0.0% 10.0%

会社員(n=60) 52.7% 30.0% 33.0% 26.0% 4.7% 11.3% 5.7% 2.7% 0.0%

個人事業主（自営業）(n=5) 48.0% 44.0% 40.0% 0.0% 0.0% 12.0% 20.0% 0.0% 0.0%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=23)

51.3% 24.3% 23.5% 17.4% 7.8% 27.0% 7.0% 4.3% 0.0%

家事に専念(n=22) 38.2% 21.8% 40.0% 23.6% 4.5% 15.5% 16.4% 4.5% 0.0%

その他(n=13) 18.5% 23.1% 53.8% 18.5% 4.6% 35.4% 12.3% 4.6% 0.0%

無回答(n=4) 55.0% 30.0% 20.0% 55.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

希望する日本語の学習方法

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 10 希望する日本語の学習方法) 
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②－２－１ 順位別のクロス集計(希望する日本語の学習方法×日本居住年数別)  

 １位は、居住年数に関わらず「日本人と会話をしながら学ぶ」が最も多くなっている。 

 

 

 

日
本
人
と
会
話
を
し
な
が
ら
学
ぶ

す
に
に
使
え
る
会
話
を
学
ぶ

家
や
職
場
の
近
く
で
学
ぶ

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
や
ア
プ
リ
で
好

き
な
時
間
に
学
ぶ

費
用
が
高
く
て
も
日
本
語
を
た
く

さ
ん
学
べ
る
学
校
・
教
室

費
用
が
安
い
市
や
町
な
ど
の
日
本

語
学
校
・
教
室

こ
ど
も
を
預
け
な
が
ら
学
ぶ

そ
の
他

な
い

無
回
答

１位 35.9% 12.7% 13.4% 13.4% 5.1% 6.9% 4.0% 0.7% 0.4% 7.6%

２位 9.4% 26.8% 20.7% 10.9% 1.1% 7.2% 2.9% 1.1% 0.0% 19.9%

３位 12.7% 10.1% 18.5% 10.5% 2.2% 13.0% 3.3% 2.2% 0.0% 27.5%

１位 57.1% 17.9% 10.7% 7.1% 0.0% 0.0% 3.6% 3.6% 0.0% 0.0%

２位 0.0% 32.1% 42.9% 10.7% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1%

３位 21.4% 3.6% 21.4% 14.3% 7.1% 21.4% 0.0% 0.0% 0.0% 10.7%

１位 36.8% 17.5% 14.0% 15.8% 3.5% 3.5% 0.0% 0.0% 0.0% 8.8%

２位 8.8% 33.3% 26.3% 8.8% 0.0% 7.0% 1.8% 0.0% 0.0% 14.0%

３位 21.1% 14.0% 17.5% 12.3% 3.5% 8.8% 0.0% 0.0% 0.0% 22.8%

１位 43.2% 16.2% 10.8% 8.1% 8.1% 2.7% 8.1% 0.0% 0.0% 2.7%

２位 8.1% 29.7% 21.6% 18.9% 0.0% 8.1% 0.0% 0.0% 0.0% 13.5%

３位 5.4% 16.2% 18.9% 5.4% 2.7% 13.5% 5.4% 2.7% 0.0% 29.7%

１位 35.8% 10.4% 14.9% 13.4% 9.0% 6.0% 6.0% 0.0% 0.0% 4.5%

２位 11.9% 31.3% 9.0% 13.4% 1.5% 9.0% 7.5% 1.5% 0.0% 14.9%

３位 9.0% 11.9% 28.4% 10.4% 1.5% 16.4% 1.5% 3.0% 0.0% 17.9%

１位 27.1% 6.3% 18.8% 16.7% 4.2% 12.5% 2.1% 2.1% 2.1% 8.3%

２位 16.7% 16.7% 16.7% 6.3% 2.1% 8.3% 4.2% 2.1% 0.0% 27.1%

３位 12.5% 4.2% 14.6% 10.4% 0.0% 10.4% 12.5% 2.1% 0.0% 33.3%

１位 27.3% 9.1% 9.1% 18.2% 3.0% 18.2% 6.1% 0.0% 0.0% 9.1%

２位 6.1% 18.2% 21.2% 9.1% 3.0% 3.0% 0.0% 3.0% 0.0% 36.4%

３位 9.1% 9.1% 6.1% 12.1% 0.0% 12.1% 0.0% 6.1% 0.0% 45.5%

１位 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 83.3%

２位 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 83.3%

３位 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

希望する日本語の学習方法

日
本
居
住
年
数

全体(n=276)

1年より短い(n=28)

1年～2年(n=57)

3年～4年(n=37)

5年～9年(n=67)

10年～19年(n=48)

20年より長い(n=33)

無回答(n=6)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 10 希望する日本語の学習方法) 
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②－２－２ 加重平均別のクロス集計(希望する日本語の学習方法×日本居住年数別) 

 居住年数に関わらず「日本人と会話をしながら学ぶ」が最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

  

日
本
人
と
会
話
を
し
な
が
ら
学
ぶ

す
に
に
使
え
る
会
話
を
学
ぶ

家
や
職
場
の
近
く
で
学
ぶ

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
や
ア
プ
リ
で
好

き
な
時
間
に
学
ぶ

費
用
が
高
く
て
も
日
本
語
を
た
く

さ
ん
学
べ
る
学
校
・
教
室

費
用
が
安
い
市
や
町
な
ど
の
日
本

語
学
校
・
教
室

こ
ど
も
を
預
け
な
が
ら
学
ぶ

そ
の
他

な
い

全体(n=255) 47.7% 33.3% 31.9% 23.8% 6.7% 15.0% 6.9% 2.0% 0.4%

1年より短い(n=28) 61.4% 37.9% 40.7% 16.4% 1.4% 8.6% 3.6% 3.6% 0.0%

1年～2年(n=52) 50.8% 44.2% 36.5% 25.8% 4.6% 10.4% 1.2% 0.0% 0.0%

3年～4年(n=36) 50.6% 38.3% 28.3% 21.1% 8.9% 10.6% 9.4% 0.6% 0.0%

5年～9年(n=64) 46.9% 33.1% 27.2% 24.7% 10.6% 15.3% 11.3% 1.6% 0.0%

10年～19年(n=44) 43.2% 18.6% 34.5% 24.5% 5.9% 21.4% 7.7% 4.1% 2.3%

20年より長い(n=30) 36.0% 24.0% 25.3% 28.7% 5.3% 24.7% 6.7% 3.3% 0.0%

無回答(n=1) 0.0% 100.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

日
本
居
住
年
数

希望する日本語の学習方法

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 10 希望する日本語の学習方法) 
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問 11 英語はどのくらいできますか。（話す・ く・ く・読む それぞれ単数回答） 

①－１ 単純集計 

 「話す」は、「不自由なく話せる」が 31.3%で最も多く、次いで「生活に困らないくらい話

せる」が 24.9%、「ゆっくり短い会話が話せる」が 20.6%となっている。 

 「 く」は、「不自由なく ける」が 34.7%で最も多く、次いで「生活に困らないくらい 

ける」が 23.8%、「相手がゆっくり話してくれたら ける」が 18.9%となっている。 

 

 

 

 

 

次ページに続く 

 

不自由なく

話せる

31.3%

生活に困らない

くらい話せる

24.9%

ゆっくり短い会

話が話せる

20.6%

単語が話せる

10.8%

話せない

9.1%

無回答

3.3%
話す

n = 3,500

不自由なく

 ける

34.7%

生活に困らない

くらい ける

23.8%

相手がゆっくり

話してくれたら

 ける

18.9%

単語が ける

10.1%

 けない

8.2%

無回答

4.3%

 く

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 11 英語能力) 
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①－１ 単純集計【続き】 

 「 く」は、「不自由なく ける」が 36.9%で最も多く、次いで「生活に困らないくらい 

ける」が 22.8%、「簡単な文章が ける」が 19.7%となっている。 

 「読む」は、「不自由なく読める」が 42.4%で最も多く、次いで「生活に困らないくらい読

める」が 21.8%、「簡単な文章が読める」が 17.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

不自由なく

 ける

36.9%

生活に困らない

くらい ける

22.8%

簡単な文章

が ける

19.7%

単語が ける

8.7%

 けない

8.1%

無回答

3.8%

 く

n = 3,500

不自由なく

読める

42.4%

生活に困らない

くらい読める

21.8%

簡単な文章

が読める

17.7%

単語が読める

7.3%

読めない

6.7%

無回答

4.0%
読む

n = 3,500n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 11 英語能力) 
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①－２ 加重平均別の単純集計 

・ 「読む」が 72.7%で最も多く、次いで「 く」が 68.8%、「 く」が 67.5%、「話す」が

65.4%となっている。 

 

   加重平均（%） 

  
 

   

  

65.4

67.5

68.8

72.7  -

 20

 40

 60

 80

 100
話す

聞く

書く

読む

n = 3,291

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 11 英語能力) 

英語能力の設問に係る加重平均の集計について 

 問 11 の選択肢に０点～４点を設定し、「話す」「 く」「 く」「読む」ごとに

回答件数を乗じた合計値を出す。 

 

 それぞれの合計値を、最高点数（４点×有効回答数）で割る。 

 それぞれ出た値を百分率（%）で表示する。 

 問 11 の「話す」「 く」「 く」「読む」のいずれか一つでも無回答があった場

合は、除外している。 

 「平均」は、問 11 の「話す」「 く」「 く」「読む」の集計結果を平均したも

のである。 

点数 話す  く  く 読む

4点 不自由なく話せる 不自由なく ける 不自由なく ける 不自由なく読める

3点
生活に困らないくらい
話せる

生活に困らないくらい
 ける

生活に困らないくらい
 ける

生活に困らないくらい
読める

2点
ゆっくり短い会話が話
せる

相手がゆっくり話して
くれたら ける

簡単な漢字・カタカ
ナ・ひらがなが ける

簡単な漢字・カタカ
ナ・ひらがなが読める

1点 単語が話せる 単語が ける
カタカナ・ひらがなが
 ける

カタカナ・ひらがなが
読める

0点 話せない  けない  けない 読めない

除外 無回答 無回答 無回答 無回答
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②－１ 加重平均別のクロス集計(英語能力×国籍・地域別)  

 フィリピン、米国、バングラデシュ、インドは、平均値が 80%以上となっている。 

 
 

 

 

  

話す  く  く 読む 平均

全体(n=3,291) 65.4% 67.5% 68.8% 72.7% 68.6%

中国(n=622) 58.8% 60.1% 60.7% 65.0% 61.2%

ネパール(n=712) 68.3% 70.2% 74.1% 77.5% 72.5%

ベトナム(n=247) 26.8% 28.4% 30.3% 33.5% 29.8%

韓国(n=225) 36.3% 39.7% 39.4% 46.3% 40.4%

ミャンマー(n=163) 54.4% 59.2% 61.2% 67.9% 60.7%

フィリピン(n=136) 80.7% 84.4% 86.8% 88.6% 85.1%

インドネシア(n=170) 62.9% 68.1% 70.1% 78.2% 69.9%

スリランカ(n=146) 69.9% 74.7% 76.7% 81.2% 75.6%

米国(n=126) 99.4% 99.4% 99.0% 99.2% 99.3%

バングラデシュ(n=104) 77.9% 79.8% 81.3% 85.3% 81.1%

台湾(n=97) 67.0% 68.3% 69.1% 71.4% 68.9%

タイ(n=50) 73.5% 77.5% 73.5% 79.5% 76.0%

インド(n=36) 97.2% 96.5% 96.5% 97.2% 96.9%

朝鮮(n=14) 19.6% 23.2% 30.4% 39.3% 28.1%

モンゴル(n=28) 58.9% 64.3% 64.3% 73.2% 65.2%

その他(n=408) 92.3% 92.9% 91.1% 92.5% 92.2%

無回答(n=7) 67.9% 67.9% 71.4% 71.4% 69.6%

国
籍
・
地
域

英語能力

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 11 英語能力) 
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②－２ 加重平均別のクロス集計(英語能力×学校・仕事別)  

 大学生、大学院生、研究者、教育機関職員は、平均値が 80%以上となっている。 

   

 

 

 

  

話す  く  く 読む 平均

全体(n=3,291) 65.4% 67.5% 68.8% 72.7% 68.6%

高校生(n=77) 59.7% 66.9% 68.2% 72.1% 66.7%

大学生(n=190) 81.4% 82.6% 82.8% 85.8% 83.2%

大学院生(n=454) 81.4% 82.8% 83.8% 87.1% 83.8%

日本語学校生(n=562) 59.4% 61.9% 64.1% 69.2% 63.7%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=347)

64.9% 68.8% 71.3% 76.2% 70.3%

研究者(n=103) 88.3% 89.1% 90.0% 93.2% 90.2%

教育機関職員(n=132) 88.6% 89.6% 89.4% 90.7% 89.6%

会社経営者・会社役員(n=65) 61.2% 60.8% 60.4% 64.2% 61.6%

会社員(n=708) 60.8% 62.7% 63.8% 67.8% 63.8%

個人事業主（自営業）(n=58) 59.9% 61.6% 62.9% 63.4% 62.0%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=244)

51.3% 54.7% 55.9% 59.1% 55.3%

家事に専念(n=166) 46.7% 47.1% 46.2% 49.4% 47.4%

その他(n=160) 57.0% 60.0% 61.6% 67.7% 61.6%

無回答(n=25) 57.0% 57.0% 62.0% 64.0% 60.0%

学
校
・
仕
事

英語能力

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 11 英語能力) 
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②－３ 加重平均別のクロス集計(英語能力×日本居住年数別) 

 「20 年より長い」との組み合わせのみ、平均値が 60%を下回っている。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

話す  く  く 読む 平均

全体(n=3,291) 65.4% 67.5% 68.8% 72.7% 68.6%

1年より短い(n=584) 70.6% 72.7% 74.3% 78.8% 74.1%

1年～2年(n=951) 65.4% 67.9% 70.0% 74.1% 69.3%

3年～4年(n=459) 70.5% 73.5% 74.5% 78.4% 74.2%

5年～9年(n=496) 68.2% 70.0% 71.1% 74.0% 70.8%

10年～19年(n=374) 66.3% 67.4% 66.9% 70.7% 67.8%

20年より長い(n=420) 48.1% 50.0% 51.1% 54.7% 51.0%

無回答(n=7) 67.9% 75.0% 75.0% 78.6% 74.1%

英語能力

日
本
居
住
年
数

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 11 英語能力) 
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（３）居住 

問 12 日本にどのくらい住んでいますか。（単数回答） 

①単純集計 

 「１年～２年」が 28.3%で最も多く、次いで「１年より短い」が 17.5%、「５年～９年」が

14.4%となっている。 

 

 

 

 

  

1年～2年

28.3%

1年より短い

17.5%

5年～9年

14.4%

3年～4年

13.6%

20年より長い

12.4%

10年～19年

11.1%

無回答

2.7%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 12 日本での居住年数) 
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②クロス集計(日本居住年数×学校・仕事別) 

 高校生、大学生、大学院生、日本語学校生、専門学校生 （日本語学校生以外）は、居住年

数３年までが 50%以上となっている。 

 研究者、教育機関職員、会社経営者・会社役員、会社員、個人事業主 （自営業）、パート

タイム・アルバイト（学生以外）、家事に専念は、居住年数５年以上が 50%以上となって

いる。 

 

  

  

1年より
短い

1年
～2年

3年
～4年

5年
～9年

10年～
19年

20年より
長い

無回答

全体(n=3,500) 17.5% 28.3% 13.6% 14.4% 11.1% 12.4% 2.7%

高校生(n=89) 21.3% 37.1% 15.7% 7.9% 10.1% 6.7% 1.1%

大学生(n=201) 32.3% 28.4% 22.4% 9.0% 4.5% 2.5% 1.0%

大学院生(n=461) 25.8% 35.4% 21.9% 13.0% 2.0% 1.3% 0.7%

日本語学校生(n=594) 39.7% 46.1% 3.2% 4.2% 2.7% 2.0% 2.0%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

1.9% 56.8% 32.3% 3.3% 4.1% 1.6% 0.0%

研究者(n=103) 12.6% 15.5% 7.8% 32.0% 17.5% 14.6% 0.0%

教育機関職員(n=134) 7.5% 6.7% 10.4% 21.6% 26.1% 27.6% 0.0%

会社経営者・会社役員(n=71) 2.8% 5.6% 7.0% 16.9% 23.9% 40.8% 2.8%

会社員(n=730) 8.4% 13.2% 12.7% 29.6% 19.0% 16.8% 0.3%

個人事業主（自営業）(n=59) 6.8% 5.1% 0.0% 11.9% 28.8% 47.5% 0.0%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

10.2% 14.6% 9.1% 15.0% 18.9% 31.5% 0.8%

家事に専念(n=170) 7.1% 12.4% 5.9% 12.9% 25.3% 36.5% 0.0%

その他(n=169) 18.9% 32.0% 12.4% 14.8% 7.7% 13.0% 1.2%

無回答(n=97) 5.2% 14.4% 4.1% 1.0% 1.0% 3.1% 71.1%

日本居住年数

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 12 日本での居住年数) 
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問 13 どのような家に住んでいますか。（単数回答） 

 ①単純集計 

 「民間の賃貸住宅」が 53.5%で最も多く、次いで「会社や学校の宿舎・寮・社宅」が 24.4%、

「自分の家」が 15.3%となっている。 

 

 
 

■その他で回答があった主な住まい 

配偶者の実家 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

民間の賃

貸住宅

53.5%

会社や学校の宿

舎・寮・社宅

24.4%

自分の家

15.3%

市営住宅や県営住宅

などの公営住宅

3.0%

その他

1.0% 無回答

2.8%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 13 住んでいる家) 
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②クロス集計(住んでいる家×学校・仕事別)  

 専門学校生（日本語学校生以外）は、「民間の賃貸住宅」が 70%以上となっている。 

 大学生、大学院生、日本語学校生、研究者は、「民間の賃貸住宅」が最も多く、 「会社や

学校の宿舎・寮・社宅」が 30％以上となっている。 

   

 

 

  

自
分
の
家

民
間
の
賃
貸
住
宅

会
社
や
学
校
の
宿

舎
・
寮
・
社
宅

市
営
住
宅
や
県
営
住

宅
な
ど
の
公
営
住
宅

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 15.3% 53.5% 24.4% 3.0% 1.0% 2.8%

高校生(n=89) 21.3% 46.1% 25.8% 4.5% 0.0% 2.2%

大学生(n=201) 5.0% 52.7% 39.3% 2.0% 0.0% 1.0%

大学院生(n=461) 2.6% 57.9% 38.6% 0.9% 0.0% 0.0%

日本語学校生(n=594) 4.0% 57.6% 33.2% 2.4% 0.8% 2.0%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

6.3% 78.5% 13.3% 1.4% 0.0% 0.5%

研究者(n=103) 15.5% 47.6% 33.0% 3.9% 0.0% 0.0%

教育機関職員(n=134) 36.6% 49.3% 11.2% 1.5% 0.7% 0.7%

会社経営者・会社役員(n=71) 42.3% 39.4% 12.7% 1.4% 1.4% 2.8%

会社員(n=730) 19.7% 52.5% 22.3% 3.3% 1.6% 0.5%

個人事業主（自営業）(n=59) 54.2% 32.2% 1.7% 8.5% 3.4% 0.0%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

26.0% 53.9% 9.1% 8.3% 2.0% 0.8%

家事に専念(n=170) 42.9% 38.2% 8.2% 7.6% 2.9% 0.0%

その他(n=169) 20.1% 40.8% 34.3% 1.8% 1.8% 1.2%

無回答(n=97) 5.2% 10.3% 12.4% 1.0% 0.0% 71.1%

住んでいる家

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 13 住んでいる家) 
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問 14 いま住んでいる家を探したとき、はじめにどこから情報を得ましたか。（複数

回答） 

①単純集計  

 「会社・学校からの紹介」が 25.3%で最も多く、次いで「不動産屋にいった」が 23.0%、

「ウェブサイトをみた」が 19.9%となっている。 

 

 

 

■その他で回答があった主な家の見つけ方 

配偶者の家に同居、家族の家に同居 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会社・学校か

らの紹介

25.3%

不動産屋に

いった

23.0%

ウェブサイト

をみた

19.9%

友人・知人か

らの紹介

19.8%

住宅情報誌

をみた

3.0%

NPO法人など支援団

体からの紹介

0.5%

その他

3.9%

無回答

4.6%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 14 家の見つけ方) 
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②－１ クロス集計(家の見つけ方×国籍・地域別) 

 中国、韓国は、「不動産屋にいった」が最も多く 30%以上となっている。 

 米国、台湾、タイ、モンゴルは、「ウェブサイトをみた」が最も多く 30%以上となってい

る。 

 ネパール、ベトナムは、「友人・知人からの紹介」が最も多く 30%以上となっている。 

 ミャンマー、フィリピン、インドネシア、スリランカ、バングラデシュ、インドは、 「会

社・学校からの紹介」が最も多く 30%以上となっている。 

 

 

  

不
動
産
屋
に
い
っ

た

住
宅
情
報
誌
を
み
た

ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
み

た 友
人
・
知
人
か
ら
の

紹
介

会
社
・
学
校
か
ら
の

紹
介

N
P
O
法
人
な
ど
支

援
団
体
か
ら
の
紹
介

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 23.0% 3.0% 19.9% 19.8% 25.3% 0.5% 3.9% 4.6%

中国(n=640) 30.6% 3.3% 29.7% 13.8% 17.3% 0.3% 3.3% 1.7%

ネパール(n=773) 21.7% 3.9% 7.8% 39.7% 21.5% 0.1% 1.2% 4.1%

ベトナム(n=259) 15.8% 0.4% 12.0% 34.0% 30.9% 0.8% 3.9% 2.3%

韓国(n=230) 33.9% 6.1% 21.3% 12.2% 12.2% 0.4% 12.6% 1.3%

ミャンマー(n=170) 21.2% 4.1% 12.9% 14.7% 42.9% 0.6% 0.6% 2.9%

フィリピン(n=147) 23.8% 6.1% 16.3% 3.4% 36.1% 0.7% 10.2% 3.4%

インドネシア(n=174) 10.3% 1.1% 20.1% 7.5% 56.3% 3.4% 1.1% 0.0%

スリランカ(n=153) 26.8% 1.3% 17.0% 11.8% 34.6% 0.0% 3.9% 4.6%

米国(n=126) 23.8% 4.8% 40.5% 9.5% 11.1% 0.0% 4.0% 6.3%

バングラデシュ(n=117) 18.8% 1.7% 4.3% 32.5% 35.0% 0.0% 3.4% 4.3%

台湾(n=98) 20.4% 3.1% 38.8% 9.2% 22.4% 0.0% 6.1% 0.0%

タイ(n=51) 15.7% 2.0% 35.3% 3.9% 27.5% 2.0% 9.8% 3.9%

インド(n=37) 21.6% 0.0% 21.6% 10.8% 37.8% 0.0% 5.4% 2.7%

朝鮮(n=14) 28.6% 7.1% 21.4% 14.3% 7.1% 0.0% 21.4% 0.0%

モンゴル(n=28) 35.7% 3.6% 39.3% 7.1% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0%

その他(n=415) 21.4% 1.2% 29.9% 11.8% 27.2% 0.2% 4.6% 3.6%

無回答(n=68) 2.9% 0.0% 0.0% 2.9% 2.9% 1.5% 0.0% 89.7%

家の見つけ方

国
籍
・
地
域

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 14 家の見つけ方) 
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②－２ クロス集計(家の見つけ方×学校・仕事別) 

 高校生、大学生、大学院生は、「会社・学校からの紹介」が最も多く 30%以上となっ

ている。 

 日本語学校生、専門学校生（日本語学校生以外）は、「友人・知人からの紹介」が最

も多く 30%以上となっている。 

 教育機関職員、個人事業主（自営業）、パートタイム・アルバイト（学生以外）は、

「不動産にいった」が最も多く 30%以上となっている。 

 

  

不
動
産
屋
に
い
っ

た

住
宅
情
報
誌
を
み
た

ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
み

た 友
人
・
知
人
か
ら
の

紹
介

会
社
・
学
校
か
ら
の

紹
介

N
P
O
法
人
な
ど
支

援
団
体
か
ら
の
紹
介

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 23.0% 3.0% 19.9% 19.8% 25.3% 0.5% 3.9% 4.6%

高校生(n=89) 19.1% 7.9% 5.6% 25.8% 31.5% 2.2% 4.5% 3.4%

大学生(n=201) 16.4% 1.5% 15.4% 20.4% 40.8% 0.0% 2.0% 3.5%

大学院生(n=461) 25.2% 0.9% 26.0% 13.0% 33.4% 0.0% 1.5% 0.0%

日本語学校生(n=594) 15.8% 2.4% 6.7% 36.2% 31.3% 0.2% 3.4% 4.0%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

29.9% 3.5% 10.1% 41.0% 13.0% 0.0% 0.3% 2.2%

研究者(n=103) 17.5% 0.0% 37.9% 6.8% 30.1% 1.0% 3.9% 2.9%

教育機関職員(n=134) 30.6% 4.5% 29.9% 10.4% 19.4% 0.0% 2.2% 3.0%

会社経営者・会社役員(n=71) 28.2% 4.2% 28.2% 18.3% 11.3% 0.0% 8.5% 1.4%

会社員(n=730) 23.8% 2.7% 29.0% 9.7% 27.8% 0.7% 3.3% 2.9%

個人事業主（自営業）(n=59) 32.2% 10.2% 25.4% 15.3% 1.7% 0.0% 10.2% 5.1%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

31.1% 5.9% 25.2% 18.1% 9.1% 1.2% 7.1% 2.4%

家事に専念(n=170) 28.2% 5.3% 24.7% 12.9% 9.4% 0.6% 15.3% 3.5%

その他(n=169) 19.5% 1.8% 16.6% 10.1% 39.6% 1.8% 7.1% 3.6%

無回答(n=97) 4.1% 2.1% 2.1% 3.1% 14.4% 1.0% 2.1% 71.1%

家の見つけ方

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 14 家の見つけ方) 
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②－３ クロス集計(家の見つけ方×日本語能力別) 

 日本語能力 80%未満は、 「会社・学校からの紹介」が最も多く、日本語能力が下がるほ

ど割合が上がっている。 

 日本語能力 80%以上は、「不動産屋にいった」が最も多く 32.4%となっている。 

  

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

  

不
動
産
屋
に
い
っ

た

住
宅
情
報
誌
を
み
た

ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
み

た 友
人
・
知
人
か
ら
の

紹
介

会
社
・
学
校
か
ら
の

紹
介

N
P
O
法
人
な
ど
支

援
団
体
か
ら
の
紹
介

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 23.0% 3.0% 19.9% 19.8% 25.3% 0.5% 3.9% 4.6%

20％未満(n=97) 13.4% 1.0% 19.6% 19.6% 40.2% 1.0% 4.1% 1.0%

20％以上40％未満(n=276) 16.3% 2.5% 15.9% 23.2% 32.6% 0.7% 5.1% 3.6%

40％以上60％未満(n=807) 15.4% 2.1% 13.9% 27.4% 34.4% 1.0% 3.1% 2.7%

60％以上80％未満(n=1,137) 24.5% 3.1% 20.0% 19.8% 27.1% 0.3% 2.7% 2.6%

80％以上(n=951) 32.4% 4.3% 28.8% 13.0% 14.5% 0.3% 5.3% 1.4%

無回答(n=232) 16.4% 1.7% 8.2% 16.8% 14.7% 0.0% 5.6% 36.6%

日
本
語
能
力

(

平
均

)

家の見つけ方

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 14 家の見つけ方) 
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問 15 家を探すときに、困ったことはありますか。または困っていることはありま

すか。（複数選択・３つまで） 

①単純集計 

 「家賃・敷金・礼金が高い （お金がかかる）」が 41.5%で最も多く、次いで「ない」が 35.3%、

「外国人だからダメだと言われる」が 22.5%となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 15 家を探すときに困ること) 
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②－１ クロス集計(家を探すときに困ること×学校・仕事別) 

 高校生、日本語学校生、専門学校生 （日本語学校生以外）は、 「家賃・敷金・礼金が高い

（お金がかかる）」が 50%以上となっている。 

 

 

  

家
賃
・
敷
金
・
礼
金

が
高
い
（

お
金
が
か

か
る
）

保
証
人
が
い
な
い

外
国
人
だ
か
ら
ダ
メ

だ
と
言
わ
れ
る

敷
金
や
仲
介
手
数
料

な
ど
手
続
き
が
わ
か

ら
な
い

不
動
産
屋
の
人
と
言

葉
が
通
じ
な
い

家
に
関
す
る
情
報
を

得
ら
れ
な
い

そ
の
他

な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 41.5% 22.0% 22.5% 11.0% 6.7% 3.8% 1.5% 35.3% 3.7%

高校生(n=89) 53.9% 7.9% 14.6% 4.5% 3.4% 5.6% 0.0% 33.7% 4.5%

大学生(n=201) 38.3% 18.9% 20.9% 14.9% 7.0% 1.5% 1.0% 43.3% 2.0%

大学院生(n=461) 40.6% 28.9% 29.3% 17.8% 16.3% 4.8% 1.7% 31.2% 0.4%

日本語学校生(n=594) 54.4% 14.1% 16.5% 12.0% 6.6% 4.4% 1.0% 29.8% 2.5%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

57.1% 29.9% 23.1% 8.2% 3.0% 3.3% 1.1% 22.6% 1.6%

研究者(n=103) 41.7% 26.2% 30.1% 12.6% 13.6% 4.9% 1.9% 35.9% 1.0%

教育機関職員(n=134) 33.6% 25.4% 32.8% 7.5% 8.2% 4.5% 3.7% 33.6% 0.7%

会社経営者・会社役員(n=71) 32.4% 23.9% 31.0% 5.6% 1.4% 2.8% 1.4% 43.7% 1.4%

会社員(n=730) 35.8% 27.1% 25.3% 10.4% 5.2% 3.4% 1.5% 40.3% 1.2%

個人事業主（自営業）(n=59) 30.5% 32.2% 33.9% 6.8% 5.1% 3.4% 1.7% 39.0% 1.7%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

47.2% 23.2% 21.7% 10.2% 4.3% 2.8% 2.4% 34.3% 3.5%

家事に専念(n=170) 28.8% 18.2% 17.6% 7.1% 2.9% 2.9% 2.9% 54.1% 1.2%

その他(n=169) 21.3% 4.7% 14.2% 13.6% 5.9% 6.5% 1.2% 56.2% 3.0%

無回答(n=97) 12.4% 5.2% 3.1% 0.0% 1.0% 1.0% 0.0% 12.4% 71.1%

家を探すときに困ること

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 15 家を探すときに困ること) 
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②－２ クロス集計(家を探すときに困ること×日本語能力別) 

 日本語能力が低くなるほど、 「不動産屋の人と言葉が通じない」 「家に関する情報を得ら

れない」が多くなっている。 

 

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

 

 

 

 

  

家
賃
・
敷
金
・
礼
金

が
高
い
（

お
金
が
か

か
る
）

保
証
人
が
い
な
い

外
国
人
だ
か
ら
ダ
メ

だ
と
言
わ
れ
る

敷
金
や
仲
介
手
数
料

な
ど
手
続
き
が
わ
か

ら
な
い

不
動
産
屋
の
人
と
言

葉
が
通
じ
な
い

家
に
関
す
る
情
報
を

得
ら
れ
な
い

そ
の
他

な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 41.5% 22.0% 22.5% 11.0% 6.7% 3.8% 1.5% 35.3% 3.7%

20％未満(n=97) 35.1% 11.3% 24.7% 13.4% 19.6% 6.2% 0.0% 46.4% 2.1%

20％以上40％未満(n=276) 37.0% 17.4% 20.7% 13.0% 17.4% 5.8% 1.4% 39.1% 1.8%

40％以上60％未満(n=807) 43.6% 16.6% 17.1% 13.9% 11.3% 4.1% 1.4% 36.7% 1.7%

60％以上80％未満(n=1,137) 46.2% 25.1% 22.8% 12.5% 5.2% 3.5% 1.4% 34.2% 1.5%

80％以上(n=951) 38.5% 27.3% 28.7% 8.2% 1.2% 2.9% 1.9% 37.2% 1.2%

無回答(n=232) 31.5% 13.8% 15.5% 1.7% 3.4% 3.9% 1.7% 19.4% 34.5%

家を探すときに困ること

日
本
語
能
力
（

平
均
）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 15 家を探すときに困ること) 
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（４）生活 

問 16 あなたにとって、仙台市は住みやすいと思いますか。（単数回答） 

 「住みやすい」が 64.2%で最も多く、次いで「どちらかというと住みやすい」が 23.4%、「ど

ちらかというと住みにくい」が 4.4%となっている。 

 

問 17 仙台市で暮らしていてよいと思ったところ、住みやすいと思ったところはど

れですか。（複数回答） 

①単純集計 

 「自然（ や川、山など）が多い」が 58.0%で最も多く、次いで「通学・通勤・買い物

など生活が便利」が 50.4%、「治安がよい（安全・安心）」が 45.9%となっている。 

 

住みやすい

64.2%

どちらかと

いうと住み

やすい

23.4%

どちらかという

と住みにくい

4.4%

わからない

2.7%

住みにくい

2.3%
無回答

2.9%

n = 3,500

58.0%

50.4%

45.9%

33.6%

24.2%

20.2%

20.1%

19.5%

18.5%

17.7%

15.8%

14.3%

10.5%

1.5%

1.2%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自然（木や川、山など）が多い

通学・通勤・買い物など生活が便利

治安がよい（安心・安全）

家族・友だち・知り合いがいる

医療・福祉サービスがよい

自分に合った仕事がある

楽しく遊べる場所が多い

自分の学びたい学校がある

地域の人間関係がよい

家賃や地代など生活にかかる費用が安い

防災の情報や準備があるので安心である

こどもの教育環境がよい

スポーツや音楽などのための場所が多い

その他

よいと思ったところはない

無回答
n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 16 仙台市の住みやすさ、問 17 仙台市の良いところ) 
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②－１ クロス集計(仙台市の良いところ×学校・仕事別) 

 大学院生、研究者、教育機関職員、会社経営者・会社役員、個人事業主 （自営業）は、 「自

然（ や川、山など）が多い」の回答が 70%以上となっている。 

  

次ページに続く 

  

家
族
・
友
だ
ち
・
知
り
あ
い
が
い

る 自
然
（

 
や
川
、

山
な
ど
）

が
多

い 通
学
・
通
勤
・
買
い
物
な
ど
生
活

が
便
利

楽
し
く
遊
べ
る
場
所
が
多
い

地
域
の
人
間
関
係
が
よ
い

治
安
が
よ
い
（

安
心
・
安
全
）

医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
よ
い

こ
ど
も
の
教
育
環
境
が
よ
い

全体(n=3,500) 33.6% 58.0% 50.4% 20.1% 18.5% 45.9% 24.2% 14.3%

高校生(n=89) 31.5% 46.1% 42.7% 19.1% 12.4% 29.2% 14.6% 7.9%

大学生(n=201) 25.9% 62.7% 47.8% 23.9% 17.9% 56.2% 22.4% 10.0%

大学院生(n=461) 26.0% 70.5% 58.4% 15.0% 24.9% 66.2% 25.2% 9.1%

日本語学校生(n=594) 20.5% 44.1% 40.1% 20.2% 10.6% 25.9% 15.2% 11.3%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

25.5% 54.1% 45.1% 21.5% 12.8% 33.2% 13.6% 12.2%

研究者(n=103) 33.0% 79.6% 68.0% 14.6% 19.4% 64.1% 28.2% 13.6%

教育機関職員(n=134) 46.3% 72.4% 69.4% 26.1% 30.6% 63.4% 40.3% 22.4%

会社経営者・会社役員(n=71) 47.9% 74.6% 56.3% 21.1% 21.1% 50.7% 29.6% 21.1%

会社員(n=730) 43.2% 61.1% 56.3% 21.2% 21.1% 50.7% 26.7% 15.8%

個人事業主（自営業）(n=59) 52.5% 71.2% 44.1% 20.3% 28.8% 44.1% 25.4% 20.3%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

48.8% 52.8% 52.0% 23.2% 20.9% 44.1% 33.5% 23.6%

家事に専念(n=170) 54.7% 65.9% 50.6% 22.4% 26.5% 52.9% 40.6% 24.1%

その他(n=169) 34.3% 56.8% 53.3% 20.1% 17.2% 55.6% 36.1% 17.8%

無回答(n=97) 8.2% 16.5% 9.3% 7.2% 3.1% 9.3% 5.2% 2.1%

学
校
・
仕
事

仙台市の良いところ

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 17 仙台市の良いところ) 
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②－１ クロス集計(仙台市の良いところ×学校・仕事別)【続き】 

 

 

  

自
分
に
合
っ

た
仕
事
が
あ
る

自
分
の
学
び
た
い
学
校
が
あ
る

ス
ポ
ー

ツ
や
音
楽
な
ど
の
た
め
の

場
所
が
多
い

家
賃
や
地
代
な
ど
生
活
に
か
か
る

費
用
が
安
い

防
災
の
情
報
や
準
備
が
あ
る
の
で

安
心
で
あ
る

そ
の
他

よ
い
と
思
っ

た
と
こ
ろ
は
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 20.2% 19.5% 10.5% 17.7% 15.8% 1.5% 1.2% 3.2%

高校生(n=89) 6.7% 16.9% 7.9% 6.7% 11.2% 0.0% 3.4% 2.2%

大学生(n=201) 7.5% 42.3% 15.9% 20.4% 17.9% 1.5% 1.0% 2.0%

大学院生(n=461) 4.8% 55.7% 11.5% 30.8% 15.8% 1.3% 0.2% 0.4%

日本語学校生(n=594) 10.1% 25.4% 7.2% 13.6% 14.0% 1.0% 1.9% 2.2%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

15.8% 31.8% 7.6% 17.7% 14.7% 1.4% 2.7% 1.4%

研究者(n=103) 48.5% 10.7% 11.7% 30.1% 15.5% 0.0% 1.0% 0.0%

教育機関職員(n=134) 54.5% 3.0% 16.4% 24.6% 21.6% 0.7% 0.0% 0.0%

会社経営者・会社役員(n=71) 35.2% 2.8% 15.5% 18.3% 18.3% 4.2% 1.4% 2.8%

会社員(n=730) 37.5% 2.2% 10.7% 16.2% 15.6% 2.6% 0.7% 0.7%

個人事業主（自営業）(n=59) 20.3% 5.1% 16.9% 10.2% 11.9% 5.1% 3.4% 3.4%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

24.0% 3.5% 10.6% 11.4% 14.6% 0.8% 1.2% 1.6%

家事に専念(n=170) 5.3% 1.8% 11.8% 13.5% 20.0% 1.2% 0.6% 0.0%

その他(n=169) 22.5% 3.6% 14.2% 18.3% 24.3% 2.4% 0.6% 1.8%

無回答(n=97) 4.1% 2.1% 1.0% 2.1% 6.2% 0.0% 0.0% 72.2%

仙台市の良いところ

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 17 仙台市の良いところ) 
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②－２ クロス集計(仙台市の良いところ×日本居住年数別) 

 居住年数が長くなるほど、「家族・友だち・知りあいがいる」が多くなっている。 

 

次ページに続く 

 

 

 

  

家
族
・
友
だ
ち
・
知
り
あ
い
が
い
る

自
然
（

 
や
川
、

山
な
ど
）

が
多
い

通
学
・
通
勤
・
買
い
物
な
ど
生
活
が

便
利

楽
し
く
遊
べ
る
場
所
が
多
い

地
域
の
人
間
関
係
が
よ
い

治
安
が
よ
い
（

安
心
・
安
全
）

医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
よ
い

こ
ど
も
の
教
育
環
境
が
よ
い

全体(n=3,500) 33.6% 58.0% 50.4% 20.1% 18.5% 45.9% 24.2% 14.3%

1年より短い(n=611) 21.4% 57.0% 47.6% 20.5% 19.1% 47.6% 20.9% 12.1%

1年～2年(n=990) 24.4% 57.2% 49.8% 20.7% 14.9% 41.4% 20.9% 12.1%

3年～4年(n=476) 30.3% 62.0% 54.2% 23.9% 19.1% 49.8% 24.6% 11.3%

5年～9年(n=505) 41.4% 60.4% 53.5% 18.0% 24.0% 54.9% 29.7% 16.2%

10年～19年(n=389) 51.7% 62.2% 52.7% 19.8% 21.3% 45.5% 30.6% 21.3%

20年より長い(n=434) 56.9% 62.0% 56.5% 20.7% 20.0% 49.1% 29.0% 20.0%

無回答(n=95) 1.1% 6.3% 2.1% 1.1% 2.1% 3.2% 1.1% 0.0%

日
本
居
住
年
数

仙台市の良いところ

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 17 仙台市の良いところ) 
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②－２ クロス集計(仙台市の良いところ×日本居住年数別)【続き】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自
分
に
合
っ

た
仕
事
が
あ
る

自
分
の
学
び
た
い
学
校
が
あ
る

ス
ポ
ー

ツ
や
音
楽
な
ど
の
た
め
の

場
所
が
多
い

家
賃
や
地
代
な
ど
生
活
に
か
か
る

費
用
が
安
い

防
災
の
情
報
や
準
備
が
あ
る
の
で

安
心
で
あ
る

そ
の
他

よ
い
と
思
っ

た
と
こ
ろ
は
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 20.2% 19.5% 10.5% 17.7% 15.8% 1.5% 1.2% 3.2%

1年より短い(n=611) 11.6% 29.1% 10.6% 20.1% 17.3% 1.5% 1.0% 0.5%

1年～2年(n=990) 16.3% 26.8% 9.5% 19.4% 16.6% 1.2% 1.4% 0.7%

3年～4年(n=476) 20.0% 27.1% 13.2% 20.2% 17.6% 2.1% 1.3% 0.8%

5年～9年(n=505) 30.5% 14.3% 10.9% 20.2% 16.2% 2.0% 1.4% 1.0%

10年～19年(n=389) 27.0% 4.9% 9.0% 13.4% 13.1% 1.3% 0.8% 0.8%

20年より長い(n=434) 27.6% 3.5% 12.9% 12.9% 15.2% 1.8% 1.2% 1.4%

無回答(n=95) 1.1% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 88.4%

日
本
居
住
年
数

仙台市の良いところ

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 17 仙台市の良いところ) 
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問 18 これからも仙台市・日本に住み続けたいですか。（単数回答） 

①単純集計 

 「仙台市内に住み続けたい」が 49.5%で最も多く、次いで「仙台市内かはわからないが、

日本に住み続けたい」が 33.2%、「将来は他の場所に行く」が 6.3%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市内に住み

続けたい

49.5%
仙台市内かは

わからない

が、日本に住

み続けたい

33.2%

将来は他の場所

に行く

6.3%

わからない

5.7%

住み続け

たくない

1.4%

無回答

3.9%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 18 仙台市・日本に住み続けたいか) 
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②－１ クロス集計(仙台市・日本に住み続けたいか×学校・仕事別) 

 高校生、大学生、大学院生は、 「仙台市内に住み続けたい」「仙台市内かはわからないが、

日本に住み続けたい」がそれぞれ同程度であるが、日本語学校生、専門学校生 （日本語

学校生以外）は、「仙台市内かはわからないが、日本に住み続けたい」が多くなってい

る。 

 学生以外は、「仙台市内に住み続けたい」が 50%以上で最多となっている。 

   

 

  

仙
台
市
内
に
住
み
続

け
た
い

仙
台
市
内
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、

日
本
に

住
み
続
け
た
い

将
来
は
他
の
場
所
に

行
く

住
み
続
け
た
く
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 49.5% 33.2% 6.3% 1.4% 5.7% 3.9%

高校生(n=89) 42.7% 42.7% 3.4% 0.0% 5.6% 5.6%

大学生(n=201) 34.8% 37.3% 10.4% 5.0% 7.5% 5.0%

大学院生(n=461) 38.4% 34.3% 15.4% 2.2% 9.1% 0.7%

日本語学校生(n=594) 34.8% 50.3% 3.9% 1.0% 7.2% 2.7%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

38.0% 46.7% 6.3% 1.1% 4.9% 3.0%

研究者(n=103) 58.3% 30.1% 7.8% 0.0% 3.9% 0.0%

教育機関職員(n=134) 65.7% 18.7% 6.7% 1.5% 6.7% 0.7%

会社経営者・会社役員(n=71) 67.6% 19.7% 5.6% 1.4% 2.8% 2.8%

会社員(n=730) 62.9% 27.9% 3.3% 0.7% 3.8% 1.4%

個人事業主（自営業）(n=59) 66.1% 16.9% 1.7% 1.7% 11.9% 1.7%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

66.1% 23.2% 3.5% 0.4% 4.3% 2.4%

家事に専念(n=170) 71.2% 17.1% 4.7% 2.4% 4.7% 0.0%

その他(n=169) 60.9% 24.3% 8.3% 1.8% 4.1% 0.6%

無回答(n=97) 16.5% 6.2% 1.0% 1.0% 2.1% 73.2%

仙台市・日本に住み続けたいか

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 18 仙台市・日本に住み続けたいか) 
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②－２ クロス集計(仙台市・日本に住み続けたいか×日本居住年数別) 

 居住年数３年以上は、年数が長くなるほど 「仙台市内に住み続けたい」が多くなって

おり、「仙台市内かはわからないが、日本に住み続けたい」が少なくなっている。 

  

 

  

仙
台
市
内
に
住
み
続

け
た
い

仙
台
市
内
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、

日
本
に

住
み
続
け
た
い

将
来
は
他
の
場
所
に

行
く

住
み
続
け
た
く
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 49.5% 33.2% 6.3% 1.4% 5.7% 3.9%

1年より短い(n=611) 41.2% 38.8% 8.7% 1.1% 8.8% 1.3%

1年～2年(n=990) 39.7% 42.9% 7.7% 2.0% 5.9% 1.8%

3年～4年(n=476) 47.3% 36.3% 8.8% 2.3% 4.0% 1.3%

5年～9年(n=505) 55.6% 30.3% 6.7% 0.8% 4.8% 1.8%

10年～19年(n=389) 68.9% 22.6% 1.3% 0.5% 4.9% 1.8%

20年より長い(n=434) 71.2% 18.7% 1.8% 0.9% 6.2% 1.2%

無回答(n=95) 6.3% 4.2% 1.1% 0.0% 0.0% 88.4%

仙台市・日本に住み続けたいか

日
本
居
住
年
数

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 18 仙台市・日本に住み続けたいか) 
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②－３ クロス集計(仙台市・日本に住み続けたいか×地域との交流状況別) 

 交流がない人に比べ、交流がある人の方が「仙台市内に住み続けたい」が多くなってい

る。 

   

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仙
台
市
内
に
住
み
続

け
た
い

仙
台
市
内
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、

日
本
に

住
み
続
け
た
い

将
来
は
他
の
場
所
に

行
く

住
み
続
け
た
く
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 49.5% 33.2% 6.3% 1.4% 5.7% 3.9%

ない(n=797) 44.2% 36.3% 6.9% 3.0% 8.0% 1.6%

趣味や地域活動で交流している(n=659) 60.5% 29.7% 5.3% 0.2% 3.8% 0.5%

仕事や学校で交流している(n=1,610) 49.8% 35.6% 6.8% 1.1% 5.4% 1.4%

近所に住んでいる人とあいさつする
(n=1,183)

61.5% 27.3% 5.3% 0.8% 4.1% 0.9%

近所や街中で見かけることがある
(n=518)

64.5% 23.6% 5.8% 0.8% 4.2% 1.2%

その他(n=58) 48.3% 31.0% 5.2% 0.0% 12.1% 3.4%

無回答(n=203) 29.6% 16.7% 2.5% 1.0% 3.9% 46.3%

仙台市・日本に住み続けたいか

地
域
と
の
交
流
状
況

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 18 仙台市・日本に住み続けたいか) 
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問 19 日本に住んでいる人は、外国人でも、住民税等の税金のお知らせが届いた人

は税金を払う必要があります。住民税等の税金を払う必要があることを知っ

ていますか。（単数回答） 

①単純集計 

 「知っている」が 87.1%、「知らない」が 9.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

87.1%

知らない

9.7%

無回答

3.3%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 19 日本のルール(税金)) 



 

80 

 

 

②－１ クロス集計(日本のルール(税金)×学校・仕事別) 

 「知らない」は、大学生が 23.4%で最も多く、次いで大学院生が 16.7%、日本語学校生で

15.3%となっている。 

  

 

 

  

知っている 知らない 無回答

全体(n=3,500) 87.1% 9.7% 3.3%

高校生(n=89) 84.3% 11.2% 4.5%

大学生(n=201) 74.1% 23.4% 2.5%

大学院生(n=461) 83.1% 16.7% 0.2%

日本語学校生(n=594) 82.0% 15.3% 2.7%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

89.7% 9.0% 1.4%

研究者(n=103) 97.1% 1.9% 1.0%

教育機関職員(n=134) 97.0% 3.0% 0.0%

会社経営者・会社役員(n=71) 94.4% 2.8% 2.8%

会社員(n=730) 96.4% 2.9% 0.7%

個人事業主（自営業）(n=59) 98.3% 0.0% 1.7%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

90.2% 8.7% 1.2%

家事に専念(n=170) 91.8% 8.2% 0.0%

その他(n=169) 92.9% 6.5% 0.6%

無回答(n=97) 22.7% 5.2% 72.2%

日本のルール（税金）

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 19 日本のルール(税金)) 
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②－２ クロス集計(日本のルール(税金)×日本語能力別) 

 日本語能力 60%未満は、「知らない」が 10%以上となっている。 

  
※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

  

知っている 知らない 無回答

全体(n=3,500) 87.1% 9.7% 3.3%

20％未満(n=97) 86.6% 13.4% 0.0%

20％以上40％未満(n=276) 83.0% 16.3% 0.7%

40％以上60％未満(n=807) 85.9% 13.4% 0.7%

60％以上80％未満(n=1,137) 89.8% 8.5% 1.7%

80％以上(n=951) 92.7% 6.5% 0.7%

無回答(n=232) 59.5% 6.0% 34.5%

日本のルール（税金）

日
本
語
能
力
（

平
均
）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 19 日本のルール(税金)) 
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問 20 日本に住んでいる人は、外国人でも、安心して医療を受けられるように、ど

この国の人でも何歳の人でも、みんなが医療保険（健康保険）に入ることに

なっています。医療保険に入る必要があることを知っていますか。 （単数回答） 

①単純集計 

 「知っている」が 93.3%、「知らない」が 3.3%となっている。 

 

 

  

知っている

93.3%

知らない

3.3%

無回答

3.3%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 20 日本のルール(医療保険)) 
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②－１ クロス集計(日本のルール(医療保険)×学校・仕事別) 

 高校生、無回答を除く全ての属性は、「知っている」が 90%以上となっている。 

 

 

  

知っている 知らない 無回答

全体(n=3,500) 93.3% 3.3% 3.3%

高校生(n=89) 84.3% 11.2% 4.5%

大学生(n=201) 93.0% 5.0% 2.0%

大学院生(n=461) 99.1% 0.7% 0.2%

日本語学校生(n=594) 91.2% 5.7% 3.0%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

91.8% 6.8% 1.4%

研究者(n=103) 100.0% 0.0% 0.0%

教育機関職員(n=134) 98.5% 1.5% 0.0%

会社経営者・会社役員(n=71) 94.4% 1.4% 4.2%

会社員(n=730) 97.0% 2.1% 1.0%

個人事業主（自営業）(n=59) 96.6% 1.7% 1.7%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

98.0% 1.2% 0.8%

家事に専念(n=170) 93.5% 5.9% 0.6%

その他(n=169) 98.8% 0.6% 0.6%

無回答(n=97) 26.8% 2.1% 71.1%

日本のルール（医療保険）

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 20 日本のルール(医療保険)) 
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②－２ クロス集計(日本のルール(医療保険)×日本語能力別) 

 日本語能力に関わらず、「知っている」が 90%以上となっている。 

  
※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 知らない 無回答

全体(n=3,500) 93.3% 3.3% 3.3%

20％未満(n=97) 95.9% 4.1% 0.0%

20％以上40％未満(n=276) 92.4% 6.9% 0.7%

40％以上60％未満(n=807) 94.1% 4.6% 1.4%

60％以上80％未満(n=1,137) 96.0% 2.6% 1.4%

80％以上(n=951) 97.5% 1.9% 0.6%

無回答(n=232) 60.8% 4.3% 34.9%

日本のルール（医療保険）

日
本
語
能
力
（

平
均
）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 20 日本のルール(医療保険)) 
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問 21 仙台市で生活する中で、困ったことやトラブルはありましたか。また、その

理由はどれですか。（複数回答） 

①単純集計 

 「困ったりトラブルになったことはない」が 35.3%で最も多く、次いで「税金・年金制度

の仕組みや支払い方法がわからなくて困った/トラブルになった」が 24.7%、「自分が住ん

でいる地域の人の言葉がわからなくて困った/トラブルになった」が 20.0%、「文化・習

慣・宗教の違いが原因で困った/トラブルになった」が 18.0%となっている。 

 

 

  

■その他で回答があった主な困ったことやトラブル 

アルバイトが少ない 他 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 21 困ったことやトラブル) 
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②－１ クロス集計(困ったことやトラブル×年齢別) 

 16 歳から 39 歳は、「自分が住んでいる地域の人の言葉がわからなくて困った/トラブル

になった」が 20%以上となっており、40歳以上と比較すると割合が多くなっている。 

 

 

  

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
人
の
言
葉
が
わ

か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

文
化
・
習
慣
・
宗
教
の
違
い
が
原
因
で
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

ご
み
の
分
け
方
や
出
し
方
の
ル
ー

ル
が
わ
か

ら
ず
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

車
や
自
転
車
な
ど
の
交
通
ル
ー

ル
が
わ
か
ら

ず
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

医
療
・
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
手
続
き
が
わ

か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

税
金
・
年
金
制
度
の
仕
組
み
や
支
払
い
方
法

が
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ

た

出
産
・
育
児
の
制
度
や
手
続
き
が
わ
か
ら
な

く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

そ
の
他

困
っ

た
り
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 20.0% 18.0% 11.4% 8.2% 14.9% 24.7% 5.2% 7.3% 35.3% 4.1%

16歳～19歳(n=87) 26.4% 25.3% 11.5% 6.9% 12.6% 19.5% 1.1% 10.3% 33.3% 3.4%

20歳～29歳(n=1,829) 22.0% 19.4% 15.4% 10.1% 15.5% 28.9% 2.8% 6.0% 29.1% 2.1%

30歳～39歳(n=844) 22.5% 19.2% 7.6% 7.9% 18.2% 24.5% 11.1% 8.3% 37.4% 1.3%

40歳～49歳(n=358) 15.4% 15.1% 8.4% 6.1% 15.4% 20.9% 7.3% 8.4% 47.8% 3.1%

50歳～59歳(n=175) 9.1% 13.7% 5.1% 4.0% 8.0% 16.0% 4.6% 12.0% 59.4% 1.7%

60歳～69歳(n=95) 11.6% 12.6% 0.0% 1.1% 3.2% 7.4% 1.1% 12.6% 53.7% 6.3%

70歳～79歳(n=25) 0.0% 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.0% 0.0% 4.0% 84.0% 4.0%

80歳～(n=12) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 8.3% 66.7% 16.7%

無回答(n=75) 2.7% 1.3% 5.3% 1.3% 0.0% 1.3% 0.0% 4.0% 2.7% 88.0%

困ったことやトラブル

年
齢

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 21 困ったことやトラブル) 
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②－２ クロス集計(困ったことやトラブル×学校・仕事別) 

 大学生、大学院生、専門学校生 （日本語学校生以外）は、 「税金・年金制度の仕組みや支払い

方法がわからなくて困った/トラブルになった」が最も多く、30%以上となっている。 

 

 

 

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
人
の
言
葉
が
わ

か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

文
化
・
習
慣
・
宗
教
の
違
い
が
原
因
で
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

ご
み
の
分
け
方
や
出
し
方
の
ル
ー

ル
が
わ
か

ら
ず
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

車
や
自
転
車
な
ど
の
交
通
ル
ー

ル
が
わ
か
ら

ず
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

医
療
・
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
手
続
き
が
わ

か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

税
金
・
年
金
制
度
の
仕
組
み
や
支
払
い
方
法

が
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ

た

出
産
・
育
児
の
制
度
や
手
続
き
が
わ
か
ら
な

く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

そ
の
他

困
っ

た
り
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 20.0% 18.0% 11.4% 8.2% 14.9% 24.7% 5.2% 7.3% 35.3% 4.1%

高校生(n=89) 16.9% 22.5% 16.9% 9.0% 13.5% 14.6% 2.2% 5.6% 39.3% 6.7%

大学生(n=201) 28.9% 22.9% 16.4% 7.5% 20.9% 32.3% 2.0% 5.0% 25.4% 2.0%

大学院生(n=461) 25.8% 18.4% 12.4% 12.1% 21.0% 37.5% 3.5% 4.6% 27.1% 1.1%

日本語学校生(n=594) 23.2% 20.4% 15.7% 10.6% 12.5% 26.3% 2.5% 7.6% 26.6% 3.0%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

23.4% 21.5% 17.9% 9.5% 18.2% 30.4% 3.3% 5.4% 26.4% 0.8%

研究者(n=103) 24.3% 10.7% 7.8% 8.7% 20.4% 29.1% 3.9% 6.8% 38.8% 1.9%

教育機関職員(n=134) 23.1% 23.9% 6.0% 5.2% 17.2% 31.3% 12.7% 17.2% 35.1% 0.7%

会社経営者・会社役員(n=71) 7.0% 16.9% 9.9% 7.0% 11.3% 21.1% 8.5% 7.0% 52.1% 2.8%

会社員(n=730) 16.4% 15.8% 7.9% 7.1% 13.7% 19.0% 7.4% 9.2% 45.6% 1.8%

個人事業主（自営業）(n=59) 5.1% 10.2% 6.8% 8.5% 10.2% 20.3% 5.1% 11.9% 57.6% 3.4%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

15.4% 16.9% 8.3% 5.1% 11.4% 20.1% 7.1% 4.7% 43.7% 3.1%

家事に専念(n=170) 15.3% 15.3% 5.3% 3.5% 13.5% 13.5% 10.6% 7.1% 50.0% 4.1%

その他(n=169) 18.3% 16.0% 7.7% 6.5% 8.3% 18.3% 7.1% 10.7% 43.2% 1.2%

無回答(n=97) 4.1% 7.2% 6.2% 3.1% 5.2% 4.1% 0.0% 4.1% 9.3% 71.1%

困ったことやトラブル

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 21 困ったことやトラブル) 
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②－３ クロス集計(困ったことやトラブル×日本語能力別) 

 日本語能力が低くなるほど、「自分が住んでいる地域の人の言葉がわからなくて困った/

トラブルになった」 「文化・習慣・宗教の違いが原因で困った/トラブルになった」が多

くなっている。 

 

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

  

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
人
の
言
葉
が
わ

か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

文
化
・
習
慣
・
宗
教
の
違
い
が
原
因
で
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

ご
み
の
分
け
方
や
出
し
方
の
ル
ー

ル
が
わ
か

ら
ず
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

車
や
自
転
車
な
ど
の
交
通
ル
ー

ル
が
わ
か
ら

ず
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

医
療
・
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
手
続
き
が
わ

か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

税
金
・
年
金
制
度
の
仕
組
み
や
支
払
い
方
法

が
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ

た

出
産
・
育
児
の
制
度
や
手
続
き
が
わ
か
ら
な

く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

そ
の
他

困
っ

た
り
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 20.0% 18.0% 11.4% 8.2% 14.9% 24.7% 5.2% 7.3% 35.3% 4.1%

20％未満(n=97) 51.5% 23.7% 6.2% 9.3% 23.7% 34.0% 6.2% 5.2% 26.8% 0.0%

20％以上40％未満(n=276) 44.6% 23.2% 11.2% 9.8% 17.4% 25.4% 9.1% 10.1% 23.2% 0.7%

40％以上60％未満(n=807) 29.5% 22.6% 16.2% 9.7% 17.7% 26.1% 4.1% 6.3% 27.3% 1.6%

60％以上80％未満(n=1,137) 17.1% 20.4% 12.1% 9.3% 17.3% 27.1% 5.3% 7.2% 33.9% 2.5%

80％以上(n=951) 6.6% 11.3% 8.0% 5.8% 9.0% 22.0% 4.8% 8.0% 51.0% 1.9%

無回答(n=232) 13.8% 9.5% 6.9% 5.6% 10.3% 15.1% 4.7% 6.0% 23.7% 34.9%

困ったことやトラブル

日
本
語
能
力
（

平
均
）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 21 困ったことやトラブル) 
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②－４ クロス集計(困ったことやトラブル×日本居住年数別) 

 居住年数が短くなるほど、 「自分が住んでいる地域の人の言葉がわからなくて困った/トラ

ブルになった」 「医療・保険制度の仕組みや手続きがわからなくて困った/トラブルになっ

た」が多くなっている。 

 

 

  

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
人
の
言
葉
が
わ

か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

文
化
・
習
慣
・
宗
教
の
違
い
が
原
因
で
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

ご
み
の
分
け
方
や
出
し
方
の
ル
ー

ル
が
わ
か

ら
ず
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

車
や
自
転
車
な
ど
の
交
通
ル
ー

ル
が
わ
か
ら

ず
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

医
療
・
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
手
続
き
が
わ

か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

税
金
・
年
金
制
度
の
仕
組
み
や
支
払
い
方
法

が
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ

た

出
産
・
育
児
の
制
度
や
手
続
き
が
わ
か
ら
な

く
て
困
っ

た
/
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た

そ
の
他

困
っ

た
り
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 20.0% 18.0% 11.4% 8.2% 14.9% 24.7% 5.2% 7.3% 35.3% 4.1%

1年より短い(n=611) 27.2% 20.3% 16.9% 9.8% 20.5% 28.8% 3.3% 7.4% 29.0% 1.0%

1年～2年(n=990) 25.8% 20.5% 16.9% 10.1% 17.9% 28.3% 3.1% 6.0% 27.0% 0.8%

3年～4年(n=476) 25.4% 23.1% 8.8% 8.6% 16.0% 32.1% 5.7% 6.1% 29.8% 0.8%

5年～9年(n=505) 17.6% 18.4% 7.3% 8.7% 15.2% 24.0% 7.7% 8.5% 39.0% 2.4%

10年～19年(n=389) 11.8% 13.6% 8.7% 8.2% 11.8% 22.1% 12.3% 8.5% 44.2% 1.8%

20年より長い(n=434) 5.1% 10.8% 3.0% 2.3% 4.6% 11.3% 3.5% 10.1% 63.4% 5.1%

無回答(n=95) 1.1% 0.0% 2.1% 1.1% 0.0% 1.1% 1.1% 3.2% 5.3% 87.4%

困ったことやトラブル

日
本
居
住
年
数

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 21 困ったことやトラブル) 
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問 22 仙台市で生活する中で困ったときやトラブルがあったとき、だれ（どこ）に

相談しますか。（上位３つ） 

 

①－１ 順位別の単純集計 

 １位は、「同じ国出身の友だち・知りあい」が 36.4%で最も多く、次いで「家族」が 20.9%、

「学校や職場の人」が 18.8%となっている。 

 

 

■その他で回答があった主な相談相手 

インターネット 他 

  

  

1位 2位 ３位

同じ国出身の友だち・知りあい 36.4% 16.1% 7.9%

家族 20.9% 9.9% 4.8%

学校や職場の人 18.8% 25.8% 13.1%

日本人の友だち・知りあい 8.1% 14.5% 14.4%

近所に住んでいる日本人 0.5% 1.9% 3.4%

大使館・領事館 1.1% 2.1% 5.6%

市民団体 0.1% 0.3% 0.9%

市役所・区役所などの役所 3.8% 8.9% 17.0%

仙台多文化共生センター（SenTIA） 0.8% 2.1% 5.4%

その他 1.2% 0.5% 1.0%

相談相手がいなかった 0.9% 0.3% 0.5%

無回答 7.4% 17.5% 26.0%

順位（n = 3,500)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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①－２ 加重平均別の単純集計 

 「同じ国出身の友だち・知りあい」が 51.4%、 「学校や職場の人」が 39.9%、 「家族」が 30.0%

となっている。 

 

※無回答を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(相談相手×学校・仕事別) 

 １位は、高校生、大学生、大学院生、日本語学校生、専門学校生 （日本語学校生以外）で

「同じ国出身の友だち・知りあい」が最も多く、次いで 「学校や職場の人」となっている。 

個人事業主 （自営業）、パートタイム・アルバイト （学生以外）、家事に専念では、 「家族」

が最多となっている。 

  

次ページに続く 

  

同
じ
国
出
身
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

家
族

学
校
や
職
場
の
人

日
本
人
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

近
所
に
住
ん
で
い
る
日
本
人

大
使
館
・
領
事
館

1位 36.4% 20.9% 18.8% 8.1% 0.5% 1.1%

2位 16.1% 9.9% 25.8% 14.5% 1.9% 2.1%

3位 7.9% 4.8% 13.1% 14.4% 3.4% 5.6%

1位 38.2% 15.7% 22.5% 5.6% 0.0% 1.1%

2位 18.0% 15.7% 21.3% 6.7% 0.0% 2.2%

3位 2.2% 10.1% 12.4% 15.7% 1.1% 5.6%

1位 42.3% 10.4% 24.9% 11.9% 0.0% 0.5%

2位 14.9% 14.4% 27.9% 19.4% 1.5% 1.0%

3位 13.4% 5.0% 18.9% 17.4% 3.5% 4.5%

1位 57.9% 5.6% 20.2% 10.0% 0.4% 0.4%

2位 15.8% 6.7% 41.4% 18.0% 0.7% 0.0%

3位 6.7% 5.9% 18.4% 24.7% 2.0% 5.2%

1位 42.9% 12.5% 26.3% 3.2% 0.3% 1.3%

2位 18.0% 15.5% 26.6% 6.4% 1.7% 1.9%

3位 6.4% 8.1% 13.3% 9.9% 5.6% 5.1%

1位 48.6% 10.6% 23.1% 4.1% 0.3% 1.9%

2位 14.4% 13.0% 34.2% 7.3% 1.4% 3.3%

3位 7.1% 5.4% 12.5% 12.5% 1.9% 7.1%

相談相手

学
校
・
仕
事

全体(n=3,500)

高校生(n=89)

大学生(n=201)

大学院生(n=461)

日本語学校生(n=594)

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(相談相手×学校・仕事別)【続き】 

   

次ページに続く 

 

 

 

  

市
民
団
体

市
役
所
・
区
役
所
な
ど
の
役
所

仙
台
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（

S
e
n
T
I
A
）

そ
の
他

相
談
相
手
が
い
な
か
っ

た

無
回
答

1位 0.1% 3.8% 0.8% 1.2% 0.9% 7.4%

2位 0.3% 8.9% 2.1% 0.5% 0.3% 17.5%

3位 0.9% 17.0% 5.4% 1.0% 0.5% 26.0%

1位 1.1% 1.1% 0.0% 1.1% 0.0% 13.5%

2位 0.0% 5.6% 4.5% 1.1% 0.0% 24.7%

3位 1.1% 16.9% 4.5% 0.0% 1.1% 29.2%

1位 0.0% 4.0% 1.0% 1.0% 0.0% 4.0%

2位 0.0% 6.5% 0.5% 1.5% 1.0% 11.4%

3位 1.0% 11.9% 3.0% 0.5% 0.5% 20.4%

1位 0.2% 1.5% 0.4% 2.2% 0.4% 0.7%

2位 0.0% 9.3% 2.0% 0.4% 0.4% 5.2%

3位 0.7% 17.1% 3.7% 0.7% 0.2% 14.8%

1位 0.0% 1.7% 1.3% 0.3% 0.5% 9.6%

2位 0.3% 6.2% 2.7% 0.0% 0.2% 20.5%

3位 0.5% 14.6% 9.1% 0.7% 0.2% 26.6%

1位 0.3% 3.3% 0.8% 0.5% 0.8% 5.7%

2位 0.5% 8.7% 1.9% 0.0% 0.0% 15.2%

3位 1.1% 22.8% 6.0% 0.3% 0.0% 23.4%

相談相手

全体(n=3,500)

高校生(n=89)

大学生(n=201)

大学院生(n=461)

日本語学校生(n=594)

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(相談相手×学校・仕事別)【続き】 

 

次ページに続く 

  

同
じ
国
出
身
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

家
族

学
校
や
職
場
の
人

日
本
人
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

近
所
に
住
ん
で
い
る
日
本
人

大
使
館
・
領
事
館

1位 26.2% 20.4% 34.0% 8.7% 1.0% 1.0%

2位 11.7% 4.9% 35.0% 21.4% 1.9% 0.0%

3位 11.7% 2.9% 7.8% 22.3% 1.0% 7.8%

1位 21.6% 32.1% 20.9% 12.7% 0.0% 0.0%

2位 15.7% 7.5% 33.6% 14.9% 2.2% 0.0%

3位 13.4% 4.5% 12.7% 18.7% 4.5% 4.5%

1位 36.6% 22.5% 4.2% 15.5% 0.0% 1.4%

2位 7.0% 5.6% 18.3% 26.8% 4.2% 0.0%

3位 7.0% 2.8% 12.7% 4.2% 5.6% 4.2%

1位 31.8% 25.9% 16.2% 10.5% 0.4% 0.8%

2位 15.6% 7.9% 24.4% 17.0% 1.8% 3.4%

3位 8.1% 2.5% 14.7% 14.5% 2.3% 5.5%

1位 11.9% 45.8% 0.0% 15.3% 0.0% 1.7%

2位 13.6% 11.9% 5.1% 18.6% 0.0% 1.7%

3位 13.6% 3.4% 5.1% 8.5% 1.7% 6.8%

1位 22.4% 43.3% 9.1% 9.1% 0.4% 1.2%

2位 18.1% 9.4% 15.0% 18.1% 5.5% 1.6%

3位 7.1% 3.1% 13.0% 12.6% 3.9% 5.5%

1位 12.4% 61.8% 3.5% 5.3% 1.2% 0.6%

2位 25.3% 4.1% 5.3% 20.0% 3.5% 3.5%

3位 6.5% 2.4% 4.7% 14.1% 7.1% 5.9%

1位 29.6% 23.1% 17.8% 11.8% 3.6% 2.4%

2位 17.8% 8.9% 16.6% 21.3% 3.0% 4.7%

3位 8.3% 5.9% 7.7% 9.5% 6.5% 8.9%

1位 5.2% 6.2% 11.3% 1.0% 0.0% 1.0%

2位 4.1% 3.1% 4.1% 4.1% 1.0% 1.0%

3位 8.2% 2.1% 3.1% 2.1% 1.0% 1.0%

相談相手

学
校
・
仕
事

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

家事に専念(n=170)

その他(n=169)

無回答(n=97)

研究者(n=103)

教育機関職員(n=134)

会社経営者・会社役員(n=71)

会社員(n=730)

個人事業主（自営業）(n=59)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 



 

95 

 

 

②－１－１ 順位別のクロス集計(相談相手×学校・仕事別)【続き】 

   

 

  

市
民
団
体

市
役
所
・
区
役
所
な
ど
の
役
所

仙
台
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（

S
e
n
T
I
A
）

そ
の
他

相
談
相
手
が
い
な
か
っ

た

無
回
答

1位 0.0% 1.0% 1.0% 1.0% 1.0% 4.9%

2位 0.0% 10.7% 3.9% 0.0% 1.0% 9.7%

3位 0.0% 17.5% 3.9% 1.9% 1.0% 22.3%

1位 0.0% 6.0% 0.0% 3.0% 0.0% 3.7%

2位 0.7% 11.2% 2.2% 0.0% 0.0% 11.9%

3位 1.5% 9.0% 4.5% 3.7% 0.0% 23.1%

1位 0.0% 9.9% 0.0% 0.0% 2.8% 7.0%

2位 0.0% 7.0% 1.4% 2.8% 0.0% 26.8%

3位 1.4% 16.9% 0.0% 1.4% 1.4% 42.3%

1位 0.1% 5.3% 0.7% 1.9% 2.2% 4.1%

2位 0.4% 9.7% 1.8% 0.3% 0.4% 17.3%

3位 0.8% 18.5% 4.9% 1.2% 0.5% 26.4%

1位 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 3.4% 18.6%

2位 0.0% 15.3% 1.7% 1.7% 0.0% 30.5%

3位 1.7% 13.6% 3.4% 0.0% 1.7% 40.7%

1位 0.0% 7.9% 1.2% 0.4% 0.0% 5.1%

2位 0.4% 11.8% 2.8% 1.2% 0.0% 16.1%

3位 0.8% 23.2% 4.7% 0.4% 0.4% 25.2%

1位 0.6% 5.9% 1.2% 2.4% 0.6% 4.7%

2位 0.6% 14.7% 2.4% 0.6% 0.6% 19.4%

3位 2.4% 18.8% 5.3% 2.4% 2.9% 27.6%

1位 0.0% 4.7% 0.6% 0.6% 0.6% 5.3%

2位 1.2% 8.3% 1.2% 0.6% 0.6% 16.0%

3位 0.6% 17.2% 8.9% 1.2% 0.6% 24.9%

1位 0.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 74.2%

2位 0.0% 3.1% 1.0% 0.0% 0.0% 78.4%

3位 0.0% 0.0% 1.0% 1.0% 1.0% 79.4%

無回答(n=97)

相談相手

会社員(n=730)

個人事業主（自営業）(n=59)

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

家事に専念(n=170)

その他(n=169)

学
校
・
仕
事

研究者(n=103)

教育機関職員(n=134)

会社経営者・会社役員(n=71)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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②－１－２ 加重平均別のクロス集計(相談相手×学校・仕事別) 

 大学院生、日本語学校生、専門学校生（日本語学校生以外）は、「同じ国出身の友だち・

知りあい」が 60%以上となっている。 

 個人事業主（自営業）、パートタイム・アルバイト（学生以外）、家事に専念は、「家族」

が 50%以上となっている。 

 研究者は、「学校や職場の人」が 50%以上となっている。 

 

  

同
じ
国
出
身
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

家
族

学
校
や
職
場
の
人

日
本
人
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

近
所
に
住
ん
で
い
る
日
本
人

大
使
館
・
領
事
館

市
民
団
体

市
役
所
・
区
役
所
な
ど
の
役
所

仙
台
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（

S
e
n
T
I
A
）

そ
の
他

相
談
相
手
が
い
な
か
っ

た

全体(n=3,241) 51.4% 30.0% 39.9% 21.3% 2.6% 3.7% 0.6% 13.6% 3.3% 1.8% 1.3%

高校生(n=77) 57.1% 31.4% 43.6% 14.8% 0.3% 4.2% 1.6% 9.1% 4.2% 2.1% 0.3%

大学生(n=193) 56.2% 20.9% 47.3% 28.2% 1.7% 2.1% 0.2% 10.7% 2.0% 2.1% 0.7%

大学院生(n=458) 69.2% 10.9% 49.0% 25.9% 1.2% 1.5% 0.3% 10.6% 2.4% 2.6% 0.7%

日本語学校生(n=537) 60.9% 25.8% 49.6% 10.0% 2.7% 3.8% 0.3% 9.2% 5.3% 0.5% 0.7%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=347)

62.2% 20.7% 48.9% 11.6% 1.6% 5.6% 0.9% 13.8% 3.3% 0.6% 0.9%

研究者(n=98) 37.3% 25.1% 59.4% 27.3% 2.4% 2.7% 0.0% 11.4% 4.3% 1.4% 1.8%

教育機関職員(n=129) 35.0% 38.9% 45.3% 26.4% 2.3% 0.9% 0.8% 15.0% 2.3% 3.9% 0.0%

会社経営者・会社役員(n=66) 45.5% 28.5% 19.1% 34.8% 3.9% 2.4% 0.3% 18.8% 0.9% 2.1% 3.3%

会社員(n=700) 44.6% 32.5% 35.2% 24.7% 2.0% 4.1% 0.6% 15.5% 2.9% 2.4% 2.7%

個人事業主（自営業）(n=48) 27.9% 65.8% 5.0% 34.6% 0.4% 5.0% 0.4% 18.8% 2.1% 1.3% 4.6%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=241)

36.6% 52.3% 21.7% 23.7% 4.7% 3.4% 0.4% 20.7% 4.0% 1.2% 0.1%

家事に専念(n=162) 30.2% 67.9% 8.0% 21.1% 4.9% 4.1% 1.5% 19.4% 3.8% 3.3% 1.6%

その他(n=160) 44.3% 31.3% 30.9% 28.0% 7.0% 7.4% 0.9% 13.9% 3.3% 1.3% 1.1%

無回答(n=25) 36.0% 32.8% 56.0% 15.2% 3.2% 7.2% 0.0% 11.2% 3.2% 0.8% 0.8%

学
校
・
仕
事

相談相手

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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②－２－１ 順位別のクロス集計(相談相手×一緒に住んでいる人の有無別) 

 １位は、一緒に住んでいる人がいない、友だち・知りあいで 「同じ国出身の友だち・知り

あい」が最も多くなっている。 

   
次ページに続く 

 

  

同
じ
国
出
身
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

家
族

学
校
や
職
場
の
人

日
本
人
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

近
所
に
住
ん
で
い
る
日
本
人

大
使
館
・
領
事
館

１位 36.4% 20.9% 18.8% 8.1% 0.5% 1.1%

２位 16.1% 9.9% 25.8% 14.5% 1.9% 2.1%

３位 7.9% 4.8% 13.1% 14.4% 3.4% 5.6%

１位 43.9% 7.9% 25.2% 9.5% 0.6% 1.3%

２位 14.9% 9.4% 29.8% 14.8% 1.8% 2.2%

３位 7.8% 6.2% 13.6% 15.8% 2.9% 6.9%

１位 21.6% 46.9% 8.3% 8.2% 0.5% 0.5%

２位 20.1% 8.4% 18.8% 18.5% 2.7% 1.5%

３位 9.6% 2.2% 14.6% 14.5% 4.6% 4.2%

１位 20.3% 45.5% 8.3% 8.8% 0.6% 0.6%

２位 19.9% 9.2% 17.5% 18.6% 2.4% 1.6%

３位 10.2% 1.5% 12.5% 13.8% 4.2% 3.6%

１位 21.2% 40.7% 8.8% 9.7% 0.0% 0.0%

２位 15.9% 8.0% 14.2% 20.4% 0.9% 2.7%

３位 11.5% 1.8% 15.0% 10.6% 3.5% 4.4%

相談相手

一
緒
に
住
ん
で
い
る
人
の
有
無

全体(n=3,500)

いない(n=1,532)

配偶者(夫・妻)・パートナー
(n=1,028)

17歳以下のこども(n=617)

18歳以上のこども(n=113)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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②－２－１ 順位別のクロス集計(相談相手×一緒に住んでいる人の有無別)【続き】 

    
次ページに続く 

 

  

市
民
団
体

市
役
所
・
区
役
所
な
ど
の
役
所

仙
台
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（

S
e
n
T
I
A
）

そ
の
他

相
談
相
手
が
い
な
か
っ

た

無
回
答

１位 0.1% 3.8% 0.8% 1.2% 0.9% 7.4%

２位 0.3% 8.9% 2.1% 0.5% 0.3% 17.5%

３位 0.9% 17.0% 5.4% 1.0% 0.5% 26.0%

１位 0.2% 2.7% 0.5% 1.4% 0.7% 6.1%

２位 0.3% 9.7% 1.8% 0.4% 0.4% 14.6%

３位 0.8% 16.4% 4.8% 0.7% 0.5% 23.8%

１位 0.1% 5.5% 0.7% 1.8% 1.5% 4.6%

２位 0.4% 9.9% 2.5% 0.8% 0.1% 16.3%

３位 0.6% 18.0% 4.9% 1.8% 0.8% 24.3%

１位 0.0% 7.3% 1.3% 1.0% 1.8% 4.5%

２位 0.5% 9.9% 2.9% 0.6% 0.0% 16.7%

３位 1.0% 18.5% 7.3% 1.1% 1.1% 25.3%

１位 0.0% 11.5% 0.9% 1.8% 0.9% 4.4%

２位 0.0% 12.4% 0.9% 1.8% 0.0% 23.0%

３位 0.0% 13.3% 9.7% 0.9% 0.0% 29.2%

相談相手

配偶者(夫・妻)・パートナー
(n=1,028)

17歳以下のこども(n=617)

18歳以上のこども(n=113)

全体(n=3,500)

いない(n=1,532)
一
緒
に
住
ん
で
い
る
人
の
有
無

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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②－２－１ 順位別のクロス集計(相談相手×一緒に住んでいる人の有無別)【続き】 

  
次ページに続く 

 

 

  

同
じ
国
出
身
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

家
族

学
校
や
職
場
の
人

日
本
人
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

近
所
に
住
ん
で
い
る
日
本
人

大
使
館
・
領
事
館

１位 18.1% 43.1% 9.7% 9.7% 0.0% 0.0%

２位 20.8% 15.3% 15.3% 16.7% 2.8% 1.4%

３位 12.5% 5.6% 11.1% 15.3% 1.4% 2.8%

１位 16.9% 40.7% 11.9% 8.5% 0.0% 1.7%

２位 20.3% 13.6% 25.4% 11.9% 0.0% 0.0%

３位 11.9% 5.1% 13.6% 20.3% 0.0% 1.7%

１位 50.4% 10.2% 23.6% 4.9% 0.2% 1.3%

２位 13.5% 14.7% 32.9% 8.5% 2.0% 3.3%

３位 6.4% 6.4% 14.0% 13.3% 3.5% 5.6%

１位 31.3% 22.4% 16.4% 6.0% 1.5% 4.5%

２位 13.4% 7.5% 34.3% 13.4% 0.0% 1.5%

３位 11.9% 1.5% 3.0% 13.4% 1.5% 11.9%

１位 31.0% 11.2% 16.9% 4.1% 0.8% 0.4%

２位 12.0% 9.1% 17.8% 7.4% 1.7% 1.2%

３位 4.1% 4.5% 7.4% 7.9% 3.3% 3.7%

兄弟姉妹(n=59)

友だち・知りあい(n=550)

その他(n=67)

一
緒
に
住
ん
で
い
る
人
の
有
無

無回答(n=242)

相談相手

親(n=72)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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②－２－１ 順位別のクロス集計(相談相手×一緒に住んでいる人の有無別)【続き】 

    
 

  

市
民
団
体

市
役
所
・
区
役
所
な
ど
の
役
所

仙
台
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（

S
e
n
T
I
A
）

そ
の
他

相
談
相
手
が
い
な
か
っ

た

無
回
答

１位 0.0% 13.9% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6%

２位 0.0% 6.9% 4.2% 2.8% 0.0% 13.9%

３位 2.8% 18.1% 2.8% 1.4% 1.4% 25.0%

１位 0.0% 8.5% 0.0% 1.7% 1.7% 8.5%

２位 0.0% 1.7% 1.7% 3.4% 0.0% 22.0%

３位 0.0% 16.9% 1.7% 1.7% 0.0% 27.1%

１位 0.0% 2.0% 0.7% 0.2% 0.5% 6.0%

２位 0.4% 5.5% 2.0% 0.0% 0.4% 16.9%

３位 0.2% 18.7% 8.0% 0.4% 0.4% 23.3%

１位 1.5% 4.5% 3.0% 1.5% 3.0% 4.5%

２位 0.0% 10.4% 3.0% 0.0% 0.0% 16.4%

３位 4.5% 11.9% 10.4% 0.0% 0.0% 29.9%

１位 0.0% 1.2% 0.4% 0.4% 0.0% 33.5%

２位 0.4% 5.4% 1.7% 0.0% 0.8% 42.6%

３位 1.2% 12.4% 4.1% 0.4% 0.4% 50.4%

相談相手

友だち・知りあい(n=550)

その他(n=67)

無回答(n=242)

親(n=72)

兄弟姉妹(n=59)
一
緒
に
住
ん
で
い
る
人
の
有
無

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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②－２－２ 加重平均別のクロス集計(相談相手×一緒に住んでいる人の有無別) 

 一緒に住んでいる人がいない、友だち・知りあいは、「同じ国出身の友だち・知りあい」

が最も多く、次いで「学校や職場の人」が多くなっている。 

  

次ページに続く 

 

  

同
じ
国
出
身
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

家
族

学
校
や
職
場
の
人

日
本
人
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

近
所
に
住
ん
で
い
る
日
本
人

大
使
館
・
領
事
館

全体(n=3,241) 51.4% 30.0% 39.9% 21.3% 2.6% 3.7%

いない(n=1,439) 58.0% 15.7% 48.8% 22.9% 2.4% 4.2%

配偶者(夫・妻)・パートナー
(n=981)

37.3% 54.9% 23.5% 23.2% 3.2% 2.3%

17歳以下のこども(n=589) 35.9% 53.8% 22.3% 23.8% 3.1% 2.4%

18歳以上のこども(n=108) 34.6% 48.0% 21.3% 25.2% 1.3% 2.6%

親(n=68) 35.0% 56.5% 22.4% 24.1% 2.1% 1.5%

兄弟姉妹(n=54) 34.4% 54.4% 32.6% 21.5% 0.0% 2.2%

友だち・知りあい(n=517) 63.5% 21.6% 49.1% 13.5% 2.2% 4.6%

その他(n=64) 43.8% 28.4% 39.4% 17.5% 1.9% 8.1%

無回答(n=161) 58.6% 26.3% 43.7% 15.3% 3.7% 2.9%

一
緒
に
住
ん
で
い
る
人
の
有
無

相談相手

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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②－２－２ 加重平均別のクロス集計(相談相手×一緒に住んでいる人の有無別)【続き】 

 

 

 

  

市
民
団
体

市
役
所
・
区
役
所
な
ど
の
役
所

仙
台
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（

S
e
n
T
I
A
）

そ
の
他

相
談
相
手
が
い
な
か
っ

た

全体(n=3,241) 0.6% 13.6% 3.3% 1.8% 1.3%

いない(n=1,439) 0.6% 12.6% 2.7% 1.8% 1.1%

配偶者(夫・妻)・パートナー
(n=981)

0.5% 15.8% 3.3% 2.7% 1.8%

17歳以下のこども(n=589) 0.5% 17.7% 4.7% 1.7% 2.1%

18歳以上のこども(n=108) 0.0% 22.6% 3.5% 3.1% 0.9%

親(n=68) 0.6% 22.9% 3.2% 2.1% 0.3%

兄弟姉妹(n=54) 0.0% 14.1% 1.5% 4.4% 1.9%

友だち・知りあい(n=517) 0.3% 9.6% 3.8% 0.3% 0.9%

その他(n=64) 2.5% 13.8% 7.2% 1.6% 3.1%

無回答(n=161) 0.7% 10.4% 3.4% 0.7% 0.9%

一
緒
に
住
ん
で
い
る
人
の
有
無

相談相手

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 22 相談相手) 
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（５）情報 

問 23 生活に必要な情報をどこから得ていますか。（上位３つ） 

①－１ 順位別の単純集計 

 １位は、 「一緒に住んでいる家族」が 24.1%で最も多く、次いで「学校の先生や職場の

同僚」が 17.6%、「日本人の友だち・知りあい、近所の人」が 17.1%となっている。 

    

 

■自分の国の言葉で利用している SNS で回答があった主なもの 

小紅 (RED)、Facebook、TikTok、Instagram、YouTube、Google、Reddit 他 

 

■その他で回答があった主な情報を得る方法 

インターネット 他 

  

1位 2位 3位

一緒に住んでいる家族 24.1% 4.4% 3.6%

日本人の友だち・知りあい、近所の人 17.1% 21.0% 9.2%

日本人以外の友だち・知りあい 14.6% 16.6% 11.7%

学校の先生や職場の同僚 17.6% 18.1% 13.0%

自分の国の言葉で日本の情報をSNSなどで発信してい
る有名人（インフルエンサー、youtuberなど）

4.7% 7.1% 10.3%

自分の国の言葉で利用しているＳＮＳ 3.8% 5.0% 8.9%

日本語教室 0.6% 1.5% 2.6%

市役所の窓口・ホームページ・SNS・市政だより 3.3% 4.3% 6.1%

仙台多文化共生センター（SenTIA）の窓口・ホーム
ページ・SNS

0.9% 2.2% 3.4%

テレビ・新 ・ラジオ・雑誌 4.0% 2.6% 5.3%

その他 1.2% 0.4% 0.5%

無回答 8.0% 16.9% 25.4%

順位（n = 3,500）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 23 情報を得る方法) 
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①－２ 加重平均別の単純集計 

 「日本人の友達・知りあい、近所の人」が 34.3%、「学校の先生や職場の同僚」が 33.7%、

「一緒に住んでいる家族」が 29.9%となっている。 

 
※無回答を除く 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 23 情報を得る方法) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(情報を得る方法×学校・仕事別) 

 １位は、高校生、教育機関職員、会社経営者・会社役員、会社員、個人事業主 （自営業）、

パートタイム・アルバイト （学生以外）、家事に専念で 「一緒に住んでいる家族」が最

も多くなっている。大学生で 「日本人の友だち・知りあい、近所の人」、大学院生で 「日

本人以外の友だち・知りあい」、日本語学校生、専門学校生 （日本語学校生以外）で 「学

校の先生や職場の同僚」が最も多くなっている。研究者では、「日本人以外の友だち・

知りあい」「学校の先生や職場の同僚」が最も多くなっている。 

 

次ページに続く 

 

一
緒
に
住
ん
で
い
る
家
族

日
本
人
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い
、

近
所
の
人

日
本
人
以
外
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

学
校
の
先
生
や
職
場
の
同
僚

自
分
の
国
の
言
葉
で
日
本
の
情
報
を
S
N
S

な
ど
で
発
信
し
て
い
る
有
名
人
（

イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
、

y
o
u
t
u
b
e
r
な
ど
）

自
分
の
国
の
言
葉
で
利
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

１位 24.1% 17.1% 14.6% 17.6% 4.7% 3.8%

２位 4.4% 21.0% 16.6% 18.1% 7.1% 5.0%

３位 3.6% 9.2% 11.7% 13.0% 10.3% 8.9%

１位 21.3% 14.6% 18.0% 20.2% 2.2% 5.6%

２位 4.5% 13.5% 12.4% 25.8% 6.7% 6.7%

３位 4.5% 2.2% 10.1% 12.4% 7.9% 15.7%

１位 14.4% 21.9% 19.4% 21.4% 3.5% 7.0%

２位 4.5% 23.4% 19.4% 21.4% 9.5% 5.5%

３位 5.0% 11.4% 15.4% 17.4% 12.4% 8.0%

１位 9.5% 19.1% 29.3% 12.6% 9.8% 7.8%

２位 2.0% 21.9% 25.4% 20.8% 7.4% 6.7%

３位 1.7% 13.7% 12.1% 20.4% 10.6% 9.8%

１位 18.9% 13.1% 15.8% 33.8% 3.7% 1.7%

２位 3.7% 13.8% 15.3% 25.3% 7.7% 4.9%

３位 3.9% 6.6% 11.6% 10.1% 14.5% 8.2%

１位 15.8% 16.0% 14.7% 34.0% 3.0% 3.3%

２位 2.7% 15.2% 14.7% 26.9% 8.7% 7.6%

３位 4.1% 8.7% 10.9% 10.3% 13.6% 12.8%

大学生(n=201)

大学院生(n=461)

全体(n=3,500)

高校生(n=89)

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

情報を得る方法

学
校
・
仕
事

日本語学校生(n=594)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 23 情報を得る方法) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(情報を得る方法×学校・仕事別)【続き】 

 

                          次ページに続く 

 

  

日
本
語
教
室

市
役
所
の
窓
口
・
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・

S
N
S
・
市
政
だ
よ
り

仙
台
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（

S
e
n
T
I
A
）

の
窓
口
・
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・
S
N
S

テ
レ
ビ
・
新
 
・
ラ
ジ
オ
・
雑
誌

そ
の
他

無
回
答

１位 0.6% 3.3% 0.9% 4.0% 1.2% 8.0%

２位 1.5% 4.3% 2.2% 2.6% 0.4% 16.9%

３位 2.6% 6.1% 3.4% 5.3% 0.5% 25.4%

１位 0.0% 0.0% 1.1% 1.1% 0.0% 15.7%

２位 3.4% 3.4% 3.4% 1.1% 0.0% 19.1%

３位 3.4% 5.6% 2.2% 13.5% 1.1% 21.3%

１位 0.5% 1.5% 1.0% 1.5% 2.0% 6.0%

２位 1.0% 1.5% 0.0% 2.5% 2.5% 9.0%

３位 2.0% 6.0% 1.5% 4.0% 1.0% 15.9%

１位 0.0% 3.5% 2.0% 3.0% 1.5% 2.0%

２位 0.4% 4.6% 2.0% 3.0% 0.4% 5.4%

３位 1.3% 9.1% 3.0% 5.2% 0.7% 12.4%

１位 1.5% 1.2% 0.5% 0.3% 0.0% 9.4%

２位 4.5% 2.5% 2.5% 1.0% 0.2% 18.5%

３位 8.8% 1.5% 4.5% 5.4% 0.5% 24.4%

１位 1.4% 1.6% 0.5% 1.9% 0.0% 7.9%

２位 1.4% 3.3% 1.6% 2.2% 0.0% 15.8%

３位 2.2% 6.8% 3.0% 4.9% 0.3% 22.6%

全体(n=3,500)

高校生(n=89)

大学生(n=201)

大学院生(n=461)

日本語学校生(n=594)

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

情報を得る方法

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 23 情報を得る方法) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(情報を得る方法×学校・仕事別)【続き】 

 

次ページに続く 

  

一
緒
に
住
ん
で
い
る
家
族

日
本
人
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い
、

近
所
の
人

日
本
人
以
外
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

学
校
の
先
生
や
職
場
の
同
僚

自
分
の
国
の
言
葉
で
日
本
の
情
報
を
S
N
S

な
ど
で
発
信
し
て
い
る
有
名
人
（

イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
、

y
o
u
t
u
b
e
r
な
ど
）

自
分
の
国
の
言
葉
で
利
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

１位 17.5% 18.4% 19.4% 19.4% 2.9% 3.9%

２位 4.9% 22.3% 12.6% 29.1% 4.9% 1.9%

３位 4.9% 11.7% 7.8% 20.4% 6.8% 6.8%

１位 36.6% 17.2% 12.7% 12.7% 1.5% 1.5%

２位 3.0% 28.4% 20.9% 14.9% 3.7% 2.2%

３位 0.7% 14.2% 18.7% 24.6% 6.7% 5.2%

１位 32.4% 21.1% 4.2% 5.6% 7.0% 1.4%

２位 2.8% 29.6% 11.3% 4.2% 5.6% 4.2%

３位 8.5% 5.6% 5.6% 7.0% 5.6% 4.2%

１位 28.2% 20.0% 12.6% 10.4% 5.8% 4.1%

２位 5.3% 24.0% 15.1% 16.3% 7.9% 4.7%

３位 3.3% 8.9% 11.8% 13.7% 8.9% 9.5%

１位 37.3% 16.9% 5.1% 0.0% 11.9% 1.7%

２位 16.9% 23.7% 10.2% 1.7% 1.7% 5.1%

３位 5.1% 11.9% 10.2% 5.1% 8.5% 1.7%

１位 46.1% 15.7% 5.5% 7.9% 3.1% 1.6%

２位 7.1% 28.7% 15.0% 7.9% 6.7% 3.9%

３位 4.7% 9.1% 13.4% 11.4% 6.7% 8.7%

１位 57.1% 9.4% 3.5% 1.2% 2.9% 1.2%

２位 8.8% 28.2% 16.5% 2.4% 4.1% 2.9%

３位 6.5% 11.2% 13.5% 5.9% 8.8% 7.1%

１位 27.2% 27.2% 8.9% 11.8% 4.1% 6.5%

２位 3.0% 23.7% 18.3% 11.2% 5.3% 5.3%

３位 1.8% 7.1% 10.1% 7.1% 11.2% 10.1%

１位 5.2% 3.1% 4.1% 12.4% 0.0% 1.0%

２位 2.1% 4.1% 6.2% 5.2% 4.1% 1.0%

３位 0.0% 3.1% 3.1% 4.1% 3.1% 3.1%

その他(n=169)

無回答(n=97)

個人事業主（自営業）(n=59)

会社経営者・会社役員(n=71)

会社員(n=730)

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

家事に専念(n=170)

教育機関職員(n=134)

研究者(n=103)

情報を得る方法

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 23 情報を得る方法) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(情報を得る方法×学校・仕事別)【続き】 

 

 

  

日
本
語
教
室

市
役
所
の
窓
口
・
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・

S
N
S
・
市
政
だ
よ
り

仙
台
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（

S
e
n
T
I
A
）

の
窓
口
・
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・
S
N
S

テ
レ
ビ
・
新
 
・
ラ
ジ
オ
・
雑
誌

そ
の
他

無
回
答

１位 0.0% 5.8% 1.9% 3.9% 1.9% 4.9%

２位 1.0% 5.8% 1.0% 4.9% 0.0% 11.7%

３位 2.9% 9.7% 1.9% 1.9% 0.0% 25.2%

１位 0.7% 5.2% 1.5% 5.2% 0.7% 4.5%

２位 0.0% 7.5% 2.2% 3.0% 0.7% 13.4%

３位 0.0% 3.0% 1.5% 3.7% 0.0% 21.6%

１位 0.0% 7.0% 0.0% 11.3% 5.6% 4.2%

２位 0.0% 8.5% 0.0% 9.9% 0.0% 23.9%

３位 0.0% 8.5% 1.4% 9.9% 0.0% 43.7%

１位 0.3% 4.4% 0.8% 6.3% 2.3% 4.8%

２位 0.5% 3.6% 2.7% 2.6% 0.5% 16.7%

３位 1.1% 6.3% 3.2% 5.5% 0.5% 27.4%

１位 0.0% 5.1% 0.0% 15.3% 0.0% 6.8%

２位 0.0% 11.9% 1.7% 5.1% 0.0% 22.0%

３位 0.0% 10.2% 5.1% 5.1% 0.0% 37.3%

１位 0.4% 5.1% 1.2% 6.3% 0.4% 6.7%

２位 2.0% 7.1% 3.5% 2.8% 0.0% 15.4%

３位 1.2% 7.5% 3.9% 3.9% 0.0% 29.5%

１位 1.2% 7.1% 0.0% 9.4% 2.4% 4.7%

２位 1.2% 8.2% 2.9% 2.9% 0.6% 21.2%

３位 0.6% 7.6% 5.3% 5.9% 0.0% 27.6%

１位 0.0% 3.6% 0.0% 4.1% 0.6% 5.9%

２位 0.6% 5.9% 2.4% 3.6% 0.6% 20.1%

３位 1.8% 8.3% 5.9% 8.3% 1.2% 27.2%

１位 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 73.2%

２位 0.0% 1.0% 0.0% 1.0% 0.0% 75.3%

３位 0.0% 1.0% 1.0% 1.0% 1.0% 79.4%

研究者(n=103)

情報を得る方法

学
校
・
仕
事

家事に専念(n=170)

その他(n=169)

無回答(n=97)

教育機関職員(n=134)

会社経営者・会社役員(n=71)

会社員(n=730)

個人事業主（自営業）(n=59)

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 23 情報を得る方法) 
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②－１－２ 加重平均別のクロス集計(情報を得る方法×学校・仕事別) 

 高校生、日本語学校生、専門学校生 （日本語学校生以外）、研究者は、 「学校の先生や職

場の同僚」が最も多くなっている。 

 大学院生は、「日本人以外の友だち・知りあい」が最も多くなっている。 

 教育機関職員、個人事業主 （自営業）、パートタイム・アルバイト （学生以外）、家事に

専念は、「家族」が最も多くなっている。 

 
                           次ページに続く 

  

一
緒
に
住
ん
で
い
る
家
族

日
本
人
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い
、

近
所
の
人

日
本
人
以
外
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

学
校
の
先
生
や
職
場
の
同
僚

自
分
の
国
の
言
葉
で
日
本
の
情
報
を
S
N
S

な
ど
で
発
信
し
て
い
る
有
名
人
（

イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
、

y
o
u
t
u
b
e
r
な
ど
）

自
分
の
国
の
言
葉
で
利
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

全体(n=3,221) 29.9% 34.3% 29.3% 33.7% 12.0% 9.3%

高校生(n=75) 29.6% 27.5% 32.5% 45.3% 9.3% 15.2%

大学生(n=189) 19.3% 40.6% 36.3% 40.1% 12.4% 12.6%

大学院生(n=452) 11.3% 35.7% 47.9% 29.7% 16.6% 14.1%

日本語学校生(n=538) 24.1% 25.1% 30.2% 56.3% 12.4% 6.9%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=339)

19.8% 29.2% 27.8% 56.6% 11.9% 11.3%

研究者(n=98) 22.4% 35.9% 30.0% 43.1% 7.6% 6.7%

教育機関職員(n=128) 40.3% 38.8% 30.3% 27.8% 5.3% 4.1%

会社経営者・会社役員(n=68) 37.4% 41.8% 12.6% 10.0% 12.1% 5.0%

会社員(n=695) 33.7% 38.0% 25.2% 24.1% 12.9% 9.2%

個人事業主（自営業）(n=55) 52.0% 36.0% 14.2% 2.2% 15.6% 5.5%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=237)

54.9% 37.3% 18.4% 15.9% 9.1% 6.1%

家事に専念(n=162) 66.8% 30.0% 16.9% 4.0% 7.5% 4.6%

その他(n=159) 31.2% 45.5% 23.3% 21.3% 10.2% 12.5%

無回答(n=26) 23.8% 23.1% 31.5% 60.8% 11.5% 8.5%

学
校
・
仕
事

情報を得る方法

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 23 情報を得る方法) 
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②－１－２ 加重平均別のクロス集計(情報を得る方法×学校・仕事別)【続き】 

 
  

日
本
語
教
室

市
役
所
の
窓
口
・
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・

S
N
S
・
市
政
だ
よ
り

仙
台
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（

S
e
n
T
I
A
）

の
窓
口
・
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・
S
N
S

テ
レ
ビ
・
新
 
・
ラ
ジ
オ
・
雑
誌

そ
の
他

全体(n=3,221) 2.2% 7.7% 3.1% 7.2% 1.7%

高校生(n=75) 3.2% 3.7% 4.3% 5.3% 0.3%

大学生(n=189) 1.6% 3.8% 1.4% 4.0% 3.9%

大学院生(n=452) 0.5% 8.2% 3.8% 6.0% 1.9%

日本語学校生(n=538) 6.6% 3.3% 3.2% 2.2% 0.2%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=339)

2.8% 5.4% 2.3% 4.5% 0.1%

研究者(n=98) 1.2% 11.8% 3.1% 7.6% 2.0%

教育機関職員(n=128) 0.8% 10.8% 3.3% 8.1% 1.3%

会社経営者・会社役員(n=68) 0.0% 14.4% 0.3% 20.0% 5.9%

会社員(n=695) 0.9% 8.2% 3.3% 9.4% 2.9%

個人事業主（自営業）(n=55) 0.0% 15.3% 2.2% 20.7% 0.0%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=237)

1.9% 11.6% 4.4% 9.4% 0.4%

家事に専念(n=162) 2.1% 14.2% 3.0% 13.0% 2.8%

その他(n=159) 0.8% 9.3% 2.8% 8.4% 1.3%

無回答(n=26) 0.0% 3.1% 0.8% 6.9% 0.8%

情報を得る方法

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 23 情報を得る方法) 
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②－２－１ 順位別のクロス集計(情報を得る方法×一緒に住んでいる人の有無別) 

 １位は、一緒に住んでいる人がいない、友だち・知りあいで「学校の先生や職場の同

僚」が最も多くなっている。 

   

次ページに続く 

一
緒
に
住
ん
で
い
る
家
族

日
本
人
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い
、

近
所
の
人

日
本
人
以
外
の
友
だ
ち
・
知
り
あ

い 学
校
の
先
生
や
職
場
の
同
僚

自
分
の
国
の
言
葉
で
日
本
の
情
報

を
S
N
S
な
ど
で
発
信
し
て
い
る

有
名
人
（

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
、

y
o
u
t
u
b
e
r
な
ど
）

自
分
の
国
の
言
葉
で
利
用
し
て
い

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

１位 24.1% 17.1% 14.6% 17.6% 4.7% 3.8%

２位 4.4% 21.0% 16.6% 18.1% 7.1% 5.0%

３位 3.6% 9.2% 11.7% 13.0% 10.3% 8.9%

１位 8.2% 21.0% 20.4% 22.3% 6.4% 5.2%

２位 2.1% 19.3% 19.1% 20.8% 8.1% 6.1%

３位 2.1% 9.7% 12.6% 13.8% 11.3% 10.1%

１位 51.7% 12.5% 6.2% 5.8% 3.5% 2.0%

２位 8.4% 29.0% 15.0% 10.5% 5.9% 3.8%

３位 5.0% 11.0% 13.8% 13.8% 7.6% 6.1%

１位 52.0% 14.6% 5.8% 4.7% 2.3% 1.8%

２位 6.8% 29.7% 14.7% 10.5% 6.6% 4.1%

３位 4.5% 11.8% 13.8% 12.0% 8.1% 7.3%

１位 53.1% 8.8% 1.8% 7.1% 3.5% 0.0%

２位 11.5% 28.3% 9.7% 10.6% 2.7% 1.8%

３位 2.7% 9.7% 14.2% 9.7% 3.5% 4.4%

１位 44.4% 15.3% 5.6% 5.6% 4.2% 0.0%

２位 11.1% 26.4% 9.7% 19.4% 2.8% 2.8%

３位 13.9% 8.3% 11.1% 13.9% 6.9% 9.7%

１位 39.0% 13.6% 10.2% 11.9% 3.4% 0.0%

２位 8.5% 23.7% 11.9% 25.4% 5.1% 6.8%

３位 10.2% 6.8% 6.8% 16.9% 8.5% 11.9%

１位 14.9% 18.7% 17.5% 30.2% 4.5% 3.8%

２位 3.1% 14.7% 18.2% 26.0% 7.3% 4.5%

３位 4.5% 7.3% 9.8% 10.0% 15.6% 10.5%

１位 26.9% 19.4% 16.4% 10.4% 3.0% 6.0%

２位 3.0% 20.9% 14.9% 17.9% 4.5% 7.5%

３位 1.5% 4.5% 10.4% 16.4% 7.5% 16.4%

１位 20.2% 9.9% 10.7% 17.8% 1.2% 2.5%

２位 4.5% 10.7% 8.7% 14.9% 6.2% 5.4%

３位 2.9% 2.9% 6.6% 8.7% 7.0% 6.6%

情報を得る方法

無回答(n=242)

一
緒
に
住
ん
で
い
る
人
の
有
無

全体(n=3,500)

いない(n=1,532)

配偶者(夫・妻)・パートナー
(n=1,028)

17歳以下のこども(n=617)

18歳以上のこども(n=113)

親(n=72)

兄弟姉妹(n=59)

友だち・知りあい(n=550)

その他(n=67)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 23 情報を得る方法) 
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②－２－１ 順位別のクロス集計(情報を得る方法×一緒に住んでいる人の有無別)【続き】 

 

  

日
本
語
教
室

市
役
所
の
窓
口
・
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・
S
N
S
・
市
政
だ
よ
り

仙
台
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（

S
e
n
T
I
A
）

の
窓
口
・

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・
S
N
S

テ
レ
ビ
・
新
 
・
ラ
ジ
オ
・
雑
誌

そ
の
他

無
回
答

１位 0.6% 3.3% 0.9% 4.0% 1.2% 8.0%

２位 1.5% 4.3% 2.2% 2.6% 0.4% 16.9%

３位 2.6% 6.1% 3.4% 5.3% 0.5% 25.4%

１位 0.5% 3.3% 1.1% 3.1% 1.3% 7.3%

２位 1.4% 3.1% 2.1% 3.1% 0.5% 14.4%

３位 2.4% 6.9% 2.3% 5.9% 0.4% 22.5%

１位 0.4% 5.2% 0.7% 6.3% 1.5% 4.2%

２位 0.9% 6.5% 2.3% 2.7% 0.4% 14.6%

３位 1.1% 7.2% 4.3% 4.4% 0.6% 25.2%

１位 0.3% 5.8% 0.6% 7.0% 1.8% 3.2%

２位 1.0% 5.7% 2.8% 3.1% 0.2% 14.9%

３位 0.8% 5.5% 5.5% 4.2% 0.3% 26.1%

１位 0.9% 8.0% 1.8% 11.5% 0.0% 3.5%

２位 0.9% 4.4% 2.7% 6.2% 1.8% 19.5%

３位 1.8% 6.2% 5.3% 6.2% 0.0% 36.3%

１位 2.8% 2.8% 1.4% 13.9% 1.4% 2.8%

２位 1.4% 6.9% 0.0% 5.6% 2.8% 11.1%

３位 0.0% 4.2% 0.0% 1.4% 1.4% 29.2%

１位 1.7% 1.7% 1.7% 6.8% 1.7% 8.5%

２位 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 16.9%

３位 3.4% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 28.8%

１位 1.3% 0.9% 0.4% 0.5% 0.4% 6.9%

２位 2.9% 3.5% 2.4% 1.1% 0.2% 16.2%

３位 5.8% 3.8% 4.4% 6.2% 0.7% 21.3%

１位 0.0% 0.0% 1.5% 6.0% 1.5% 9.0%

２位 1.5% 6.0% 0.0% 3.0% 1.5% 19.4%

３位 1.5% 3.0% 11.9% 4.5% 0.0% 22.4%

１位 1.2% 1.2% 0.0% 2.1% 0.0% 33.1%

２位 1.2% 2.1% 2.1% 1.7% 0.0% 42.6%

３位 3.7% 3.7% 2.5% 4.5% 0.0% 50.8%

友だち・知りあい(n=550)

親(n=72)

情報を得る方法

兄弟姉妹(n=59)

いない(n=1,532)

配偶者(夫・妻)・パートナー
(n=1,028)

17歳以下のこども(n=617)

18歳以上のこども(n=113)

一
緒
に
住
ん
で
い
る
人
の
有
無

全体(n=3,500)

その他(n=67)

無回答(n=242)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 23 情報を得る方法) 
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②－２－２ 加重平均別のクロス集計(情報を得る方法×一緒に住んでいる人の有無別) 

 一緒に住んでいる人がいない、友だち・知りあいは、「学校の先生や職場の同僚」が最も多

くなっている。 

 

  

一
緒
に
住
ん
で
い
る
家
族

日
本
人
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い
、

近
所
の
人

日
本
人
以
外
の
友
だ
ち
・
知
り
あ
い

学
校
の
先
生
や
職
場
の
同
僚

自
分
の
国
の
言
葉
で
日
本
の
情
報
を
S
N
S

な
ど
で
発
信
し
て
い
る
有
名
人
（

イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
、

y
o
u
t
u
b
e
r
な
ど
）

自
分
の
国
の
言
葉
で
利
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

日
本
語
教
室

市
役
所
の
窓
口
・
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・

S
N
S
・
市
政
だ
よ
り

仙
台
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（

S
e
n
T
I
A
）

の
窓
口
・
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・
S
N
S

テ
レ
ビ
・
新
 
・
ラ
ジ
オ
・
雑
誌

そ
の
他

全体(n=3,221) 29.9% 34.3% 29.3% 33.7% 12.0% 9.3% 2.2% 7.7% 3.1% 7.2% 1.7%

いない(n=1,420) 10.6% 37.2% 37.1% 40.5% 14.6% 11.7% 2.0% 7.0% 3.0% 6.6% 1.8%

配偶者(夫・妻)・パートナー
(n=985)

60.2% 33.5% 18.8% 15.6% 9.0% 5.8% 1.2% 11.0% 3.1% 9.2% 1.9%

17歳以下のこども(n=597) 58.9% 35.9% 18.0% 13.9% 8.1% 5.9% 1.1% 10.7% 3.5% 10.0% 2.0%

18歳以上のこども(n=109) 62.8% 28.8% 10.8% 16.0% 6.1% 2.0% 1.8% 12.3% 4.6% 17.1% 1.1%

親(n=70) 55.4% 33.7% 14.0% 20.6% 7.4% 3.7% 3.7% 8.0% 1.4% 18.0% 3.4%

兄弟姉妹(n=54) 50.4% 31.9% 20.4% 33.3% 8.9% 7.0% 2.6% 3.3% 2.2% 7.8% 2.2%

友だち・知りあい(n=512) 19.0% 31.2% 32.6% 51.3% 12.9% 9.3% 4.5% 4.0% 2.9% 2.6% 0.7%

その他(n=61) 31.8% 36.1% 30.2% 26.9% 7.9% 15.1% 1.3% 4.6% 4.3% 9.5% 2.6%

無回答(n=162) 35.2% 25.3% 25.8% 42.5% 9.5% 10.5% 4.1% 4.8% 2.6% 5.9% 0.0%

情報を得る方法

一
緒
に
住
ん
で
い
る
人
の
有
無

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 23 情報を得る方法) 
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問 24 生活に必要な情報を得ようとしたときに支援してほしいことはありますか。

（上位３つ） 

①－１ 順位別の単純集計 

 １位は、「やさしい日本語で情報がある」が 37.3%で最も多く、次いで「英語で情報があ

る」が 20.6%、「自分の国の言葉で情報がある」が 17.1%となっている。 

 ２位は、「英語で情報がある」が 21.3%で最も多く、次いで「やさしい日本語で情報があ

る」「自分の国の言葉で情報がある」が 16.0%となっている。 

  

  

■インターネット電話で回答があった主なもの 

LINE、WeChat、WhatsApp 他 

 

■メールや SNS で回答があった主なもの 

Facebook、Instagram、E-mail 他 

 

  

１位 ２位 ３位

やさしい日本語で情報がある 37.3% 16.0% 8.2%

英語で情報がある 20.6% 21.3% 8.6%

自分の国の言葉で情報がある 17.1% 16.0% 15.2%

電話番号がいらないインターネット電話で くことが
できる

4.3% 8.1% 9.9%

メールやSNSで くことができる 1.9% 6.4% 11.7%

その他 0.4% 0.4% 0.9%

ない 7.4% 0.9% 3.4%

無回答 10.9% 30.8% 42.1%

順位（n = 3,500）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 24 情報を得るために支援してほしいこと) 
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①－２ 加重平均別の単純集計 

 「やさしい日本語で情報がある」が 54.6%で最も多く、次いで「英語で情報がある」が

39.4%、「自分の国の言葉で情報がある」が 33.4%となっている。 

 

 

※無回答を除く 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 24 情報を得るために支援してほしいこと) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(情報を得るために支援してほしいこと×年齢別) 

 １位は、10 代で「自分の国の言葉で情報がある」が最も多く、20 代～60 代で「やさし

い日本語で情報がある」、70 代で「英語で情報がある」が最も多くなっている。 

 

  

や
さ
し
い
日
本
語
で
情
報
が
あ
る

英
語
で
情
報
が
あ
る

自
分
の
国
の
言
葉
で
情
報
が
あ
る

電
話
番
号
が
い
ら
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
電
話
で
 
く
こ
と
が
で
き

る メ
ー

ル
や
S
N
S
で
 
く
こ
と
が

で
き
る

そ
の
他

な
い

無
回
答

１位 37.3% 20.6% 17.1% 4.3% 1.9% 0.4% 7.4% 10.9%

２位 16.0% 21.3% 16.0% 8.1% 6.4% 0.4% 0.9% 30.8%

３位 8.2% 8.6% 15.2% 9.9% 11.7% 0.9% 3.4% 42.1%

１位 29.9% 14.9% 32.2% 4.6% 0.0% 0.0% 4.6% 13.8%

２位 20.7% 24.1% 12.6% 8.0% 2.3% 1.1% 0.0% 31.0%

３位 12.6% 10.3% 14.9% 10.3% 10.3% 0.0% 1.1% 40.2%

１位 43.9% 18.8% 18.5% 3.7% 1.4% 0.2% 3.9% 9.7%

２位 16.1% 26.5% 16.8% 8.1% 6.2% 0.3% 0.6% 25.4%

３位 8.3% 10.5% 20.6% 9.6% 12.1% 0.8% 3.2% 35.0%

１位 32.7% 26.3% 17.1% 5.1% 3.3% 0.4% 7.3% 7.8%

２位 16.4% 18.8% 18.4% 8.3% 8.3% 0.4% 1.1% 28.4%

３位 9.8% 8.5% 11.7% 11.1% 12.8% 0.9% 3.9% 41.1%

１位 31.8% 22.6% 12.8% 5.9% 1.7% 0.8% 16.2% 8.1%

２位 14.8% 14.8% 13.1% 10.1% 8.1% 1.1% 0.8% 37.2%

３位 7.8% 5.0% 8.1% 9.8% 11.5% 1.1% 5.0% 51.7%

１位 26.9% 16.6% 16.0% 7.4% 2.9% 1.7% 20.6% 8.0%

２位 19.4% 9.7% 9.7% 6.9% 3.4% 1.1% 1.7% 48.0%

３位 4.6% 2.3% 4.6% 10.9% 10.3% 1.1% 2.3% 64.0%

１位 32.6% 20.0% 10.5% 2.1% 3.2% 0.0% 17.9% 13.7%

２位 15.8% 6.3% 21.1% 5.3% 5.3% 0.0% 2.1% 44.2%

３位 3.2% 5.3% 2.1% 12.6% 8.4% 2.1% 6.3% 60.0%

１位 20.0% 36.0% 0.0% 0.0% 4.0% 0.0% 20.0% 20.0%

２位 20.0% 0.0% 4.0% 16.0% 0.0% 0.0% 4.0% 56.0%

３位 4.0% 0.0% 4.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 72.0%

１位 16.7% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 8.3% 50.0% 8.3%

２位 0.0% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 75.0%

３位 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 91.7%

１位 4.0% 2.7% 6.7% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 85.3%

２位 4.0% 8.0% 0.0% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 86.7%

３位 4.0% 1.3% 2.7% 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 88.0%

情報を得るために支援してほしいこと

年
齢

全体(n=3,500)

16歳～19歳(n=87)

20歳～29歳(n=1,829)

30歳～39歳(n=844)

40歳～49歳(n=358)

50歳～59歳(n=175)

60歳～69歳(n=95)

70歳～79歳(n=25)

80歳～(n=12)

無回答(n=75)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 24 情報を得るために支援してほしいこと) 
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②－１－２ 加重平均別のクロス集計(情報を得るために支援してほしいこと×年齢別) 

 10 代～60 代は、「やさしい日本語で情報がある」が最も多くなっている。 

  

 

 

  

や
さ
し
い
日
本
語
で
情
報
が
あ
る

英
語
で
情
報
が
あ
る

自
分
の
国
の
言
葉
で
情
報
が
あ
る

電
話
番
号
が
い
ら
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
電
話
で
 
く
こ
と
が
で
き

る メ
ー

ル
や
S
N
S
で
 
く
こ
と
が

で
き
る

そ
の
他

な
い

全体(n=3,118) 54.6% 39.4% 33.4% 12.5% 9.1% 0.9% 9.7%

16歳～19歳(n=75) 52.0% 36.5% 49.6% 13.3% 4.0% 0.8% 5.6%

20歳～29歳(n=1,651) 61.2% 40.8% 36.2% 11.6% 8.3% 0.5% 5.4%

30歳～39歳(n=778) 48.3% 42.6% 33.0% 13.3% 11.8% 0.8% 9.5%

40歳～49歳(n=329) 46.0% 35.4% 24.3% 15.1% 9.6% 1.9% 19.3%

50歳～59歳(n=161) 42.9% 24.8% 24.7% 14.9% 7.6% 2.9% 24.0%

60歳～69歳(n=82) 49.5% 28.8% 27.3% 9.0% 9.3% 0.5% 23.7%

70歳～79歳(n=20) 41.0% 45.0% 4.0% 12.0% 10.0% 0.0% 28.0%

80歳～(n=11) 18.2% 14.5% 16.4% 0.0% 0.0% 9.1% 60.0%

無回答(n=11) 49.1% 52.7% 49.1% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年
齢

情報を得るために支援してほしいこと

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 24 情報を得るために支援してほしいこと) 
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②－２－１ 順位別のクロス集計(情報を得るために支援してほしいこと×学校・仕事別) 

 １位は、研究者、教育機関職員、個人事業主 （自営業）、無回答を除く属性で 「やさしい

日本語で情報がある」が最も多く、研究者、教育機関職員、個人事業主 （自営業）で 「英

語で情報がある」が最も多くなっている。 

 

次ページに続く 

 

  

や
さ
し
い
日
本
語
で
情
報
が
あ
る

英
語
で
情
報
が
あ
る

自
分
の
国
の
言
葉
で
情
報
が
あ
る

電
話
番
号
が
い
ら
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
電
話
で
 
く
こ
と
が
で
き

る メ
ー

ル
や
S
N
S
で
 
く
こ
と
が

で
き
る

そ
の
他

な
い

無
回
答

１位 37.3% 20.6% 17.1% 4.3% 1.9% 0.4% 7.4% 10.9%

２位 16.0% 21.3% 16.0% 8.1% 6.4% 0.4% 0.9% 30.8%

３位 8.2% 8.6% 15.2% 9.9% 11.7% 0.9% 3.4% 42.1%

１位 48.3% 14.6% 12.4% 0.0% 1.1% 0.0% 2.2% 21.3%

２位 11.2% 24.7% 21.3% 10.1% 1.1% 1.1% 0.0% 30.3%

３位 4.5% 15.7% 20.2% 13.5% 10.1% 0.0% 0.0% 36.0%

１位 38.8% 30.8% 10.0% 3.0% 1.5% 0.0% 7.5% 8.5%

２位 15.4% 21.4% 16.4% 10.4% 9.0% 0.5% 0.0% 26.9%

３位 7.5% 7.0% 20.9% 7.0% 14.9% 1.0% 4.5% 37.3%

１位 33.0% 28.2% 20.8% 4.3% 2.8% 0.4% 6.3% 4.1%

２位 20.6% 20.2% 19.1% 9.1% 10.0% 0.2% 2.0% 18.9%

３位 10.8% 15.2% 16.1% 9.8% 14.1% 0.9% 3.7% 29.5%

１位 45.5% 16.8% 19.4% 3.7% 1.0% 0.0% 1.2% 12.5%

２位 14.8% 30.5% 19.0% 4.2% 4.2% 0.2% 0.3% 26.8%

３位 9.4% 11.3% 23.7% 8.2% 8.8% 0.8% 1.9% 35.9%

１位 51.4% 16.0% 17.9% 2.7% 0.8% 0.0% 1.6% 9.5%

２位 16.6% 33.7% 14.7% 6.8% 5.4% 0.0% 0.5% 22.3%

３位 7.6% 8.4% 23.9% 10.9% 12.2% 0.5% 3.3% 33.2%

学
校
・
仕
事

情報を得るために支援してほしいこと

全体(n=3,500)

高校生(n=89)

大学生(n=201)

大学院生(n=461)

日本語学校生(n=594)

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 24 情報を得るために支援してほしいこと) 
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②－２－１ 順位別のクロス集計(情報を得るために支援してほしいこと×学校・仕事別) 【続き】 

 
 

 

 

や
さ
し
い
日
本
語
で
情
報
が
あ
る

英
語
で
情
報
が
あ
る

自
分
の
国
の
言
葉
で
情
報
が
あ
る

電
話
番
号
が
い
ら
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
電
話
で
 
く
こ
と
が
で
き

る メ
ー

ル
や
S
N
S
で
 
く
こ
と
が

で
き
る

そ
の
他

な
い

無
回
答

１位 19.4% 35.0% 15.5% 2.9% 8.7% 1.0% 11.7% 5.8%

２位 20.4% 21.4% 10.7% 2.9% 10.7% 1.0% 1.0% 32.0%

３位 14.6% 7.8% 14.6% 9.7% 4.9% 1.0% 4.9% 42.7%

１位 22.4% 41.0% 9.7% 3.0% 1.5% 0.0% 14.2% 8.2%

２位 20.9% 14.9% 5.2% 10.4% 6.7% 3.0% 1.5% 37.3%

３位 7.5% 4.5% 6.0% 10.4% 12.7% 0.0% 6.0% 53.0%

１位 35.2% 12.7% 9.9% 2.8% 2.8% 1.4% 19.7% 15.5%

２位 8.5% 16.9% 12.7% 0.0% 2.8% 0.0% 2.8% 56.3%

３位 5.6% 2.8% 11.3% 7.0% 4.2% 1.4% 2.8% 64.8%

１位 34.7% 19.0% 17.4% 6.6% 2.3% 0.5% 11.6% 7.8%

２位 15.9% 15.8% 15.8% 10.4% 7.1% 0.5% 0.7% 33.8%

３位 7.5% 6.6% 8.9% 10.7% 13.3% 1.0% 3.7% 48.4%

１位 18.6% 20.3% 13.6% 8.5% 3.4% 3.4% 16.9% 15.3%

２位 13.6% 10.2% 10.2% 6.8% 10.2% 0.0% 1.7% 47.5%

３位 8.5% 1.7% 5.1% 3.4% 3.4% 3.4% 3.4% 71.2%

１位 38.2% 15.4% 18.9% 5.1% 1.6% 0.8% 9.4% 10.6%

２位 15.0% 18.1% 16.9% 8.7% 5.1% 0.4% 0.4% 35.4%

３位 9.1% 5.9% 8.3% 13.0% 11.8% 0.4% 2.8% 48.8%

１位 40.0% 11.2% 21.8% 4.7% 1.8% 0.0% 14.1% 6.5%

２位 14.7% 17.1% 22.9% 8.8% 4.7% 0.6% 1.8% 29.4%

３位 6.5% 8.8% 10.0% 11.2% 11.8% 1.8% 7.6% 42.4%

１位 33.7% 25.4% 17.2% 5.3% 1.2% 0.6% 7.1% 9.5%

２位 17.2% 15.4% 10.7% 15.4% 8.3% 0.0% 1.2% 32.0%

３位 4.7% 4.7% 17.2% 13.0% 18.9% 1.8% 3.0% 36.7%

１位 14.4% 4.1% 7.2% 1.0% 1.0% 0.0% 0.0% 72.2%

２位 5.2% 8.2% 5.2% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 79.4%

３位 4.1% 2.1% 2.1% 4.1% 3.1% 0.0% 2.1% 82.5%

会社員(n=730)

個人事業主（自営業）(n=59)

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

情報を得るために支援してほしいこと

家事に専念(n=170)

その他(n=169)

無回答(n=97)

研究者(n=103)

教育機関職員(n=134)

会社経営者・会社役員(n=71)

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 24 情報を得るために支援してほしいこと) 
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②－２－２ 加重平均別のクロス集計(情報を得るために支援してほしいこと×学校・仕事別) 

 研究者と教育機関職員を除く属性では、「やさしい日本語で情報がある」が最も多くな

っている。 

 研究者と教育機関職員は、「英語で情報がある」が最も多くなっている。 

  

   

や
さ
し
い
日
本
語
で
情
報
が
あ
る

英
語
で
情
報
が
あ
る

自
分
の
国
の
言
葉
で
情
報
が
あ
る

電
話
番
号
が
い
ら
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
電
話
で
 
く
こ
と
が
で
き

る メ
ー

ル
や
S
N
S
で
 
く
こ
と
が

で
き
る

そ
の
他

な
い

全体(n=3,118) 54.6% 39.4% 33.4% 12.5% 9.1% 0.9% 9.7%

高校生(n=70) 71.1% 41.4% 37.1% 11.1% 4.9% 0.9% 2.9%

大学生(n=184) 54.1% 49.2% 26.2% 11.6% 10.8% 0.5% 9.1%

大学院生(n=442) 49.5% 45.2% 37.0% 12.3% 12.1% 0.8% 8.6%

日本語学校生(n=520) 64.2% 42.7% 40.6% 9.0% 6.0% 0.3% 2.0%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=333)

69.4% 41.9% 34.8% 9.9% 7.2% 0.1% 2.9%

研究者(n=97) 36.7% 52.4% 26.4% 7.0% 17.1% 1.9% 14.0%

教育機関職員(n=123) 39.7% 55.4% 15.3% 12.4% 8.8% 2.0% 17.7%

会社経営者・会社役員(n=60) 49.0% 27.7% 23.3% 5.0% 6.3% 2.0% 26.0%

会社員(n=673) 49.6% 32.3% 31.1% 16.2% 10.0% 1.2% 13.9%

個人事業主（自営業）(n=50) 33.6% 31.6% 24.4% 15.6% 12.0% 4.8% 22.0%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=227)

54.8% 30.7% 34.4% 14.4% 7.8% 1.2% 11.5%

家事に専念(n=159) 53.6% 24.8% 40.1% 13.1% 7.4% 0.8% 17.9%

その他(n=153) 49.7% 39.3% 29.8% 19.0% 11.0% 1.0% 9.3%

無回答(n=27) 65.9% 34.1% 38.5% 11.1% 5.9% 0.0% 1.5%

学
校
・
仕
事

情報を得るために支援してほしいこと

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 24 情報を得るために支援してほしいこと) 
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②－３－１ 順位別のクロス集計(情報を得るために支援してほしいこと×日本語能力別) 

 １位は、日本語能力 40%以上で 「やさしい日本語で情報がある」が最も多く、日本語能力

40%未満で「英語で情報がある」が最も多くなっている。 

 

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

  

や
さ
し
い
日
本
語
で
情
報
が
あ
る

英
語
で
情
報
が
あ
る

自
分
の
国
の
言
葉
で
情
報
が
あ
る

電
話
番
号
が
い
ら
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
電
話
で
 
く
こ
と
が
で
き
る

メ
ー

ル
や
S
N
S
で
 
く
こ
と
が
で
き

る そ
の
他

な
い

無
回
答

１位 37.3% 20.6% 17.1% 4.3% 1.9% 0.4% 7.4% 10.9%

２位 16.0% 21.3% 16.0% 8.1% 6.4% 0.4% 0.9% 30.8%

３位 8.2% 8.6% 15.2% 9.9% 11.7% 0.9% 3.4% 42.1%

１位 10.3% 67.0% 15.5% 4.1% 0.0% 0.0% 2.1% 1.0%

２位 8.2% 18.6% 19.6% 17.5% 9.3% 1.0% 3.1% 22.7%

３位 12.4% 2.1% 11.3% 14.4% 20.6% 2.1% 6.2% 30.9%

１位 26.1% 43.8% 17.8% 2.2% 0.7% 0.4% 0.0% 9.1%

２位 16.3% 15.9% 16.3% 15.2% 12.0% 0.4% 0.4% 23.6%

３位 11.6% 4.7% 13.8% 12.7% 17.0% 1.8% 3.3% 35.1%

１位 40.4% 24.7% 21.3% 3.1% 1.1% 0.2% 1.4% 7.8%

２位 15.1% 26.3% 18.8% 9.7% 6.6% 0.7% 0.2% 22.6%

３位 10.9% 8.9% 16.6% 13.9% 13.4% 0.7% 2.7% 32.8%

１位 44.8% 19.2% 19.1% 4.0% 2.5% 0.3% 2.9% 7.3%

２位 20.5% 25.5% 16.4% 8.3% 6.0% 0.4% 0.8% 22.3%

３位 8.7% 10.8% 18.9% 9.4% 13.5% 0.7% 3.6% 34.4%

１位 34.5% 10.0% 12.6% 6.7% 2.6% 0.5% 21.8% 11.3%

２位 13.5% 15.0% 14.9% 4.5% 5.5% 0.3% 1.5% 44.8%

３位 4.8% 8.5% 10.9% 6.8% 7.5% 0.8% 3.8% 56.8%

１位 26.7% 9.5% 11.6% 2.6% 1.7% 0.9% 2.6% 44.4%

２位 10.8% 17.2% 6.9% 4.3% 4.3% 0.0% 0.4% 56.0%

３位 4.7% 4.3% 12.5% 6.0% 4.7% 0.9% 2.6% 64.2%

無回答(n=232)

情報を得るために支援してほしいこと

日
本
語
能
力
（

平
均
）

全体(n=3,500)

20％未満(n=97)

20％以上40％未満(n=276)

40％以上60％未満(n=807)

60％以上80％未満(n=1,137)

80％以上(n=951)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 24 情報を得るために支援してほしいこと) 
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②－３－２ 加重平均別のクロス集計(情報を得るために支援してほしいこと×日本語能力別) 

 日本語能力 40%以上は、「やさしい日本語で情報がある」が最も多くなっている。 

 日本語能力 40%未満は、「英語で情報がある」が最も多くなっている。 

  

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

 

 

 

 

 

  

や
さ
し
い
日
本
語
で
情
報
が
あ
る

英
語
で
情
報
が
あ
る

自
分
の
国
の
言
葉
で
情
報
が
あ
る

電
話
番
号
が
い
ら
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
電
話
で
 
く
こ
と
が
で
き
る

メ
ー

ル
や
S
N
S
で
 
く
こ
と
が
で
き

る そ
の
他

な
い

全体(n=3,118) 54.6% 39.4% 33.4% 12.5% 9.1% 0.9% 9.7%

20％未満(n=96) 17.9% 79.4% 29.8% 17.7% 9.8% 1.0% 5.2%

20％以上40％未満(n=251) 42.0% 59.8% 33.3% 15.2% 12.4% 1.0% 1.0%

40％以上60％未満(n=744) 56.0% 45.8% 39.0% 12.7% 8.4% 0.9% 2.2%

60％以上80％未満(n=1,054) 63.4% 39.5% 35.3% 11.7% 9.4% 0.7% 4.4%

80％以上(n=844) 49.1% 23.3% 26.8% 12.2% 8.3% 1.0% 26.4%

無回答（n=129） 61.4% 37.2% 32.9% 11.5% 9.5% 1.9% 6.0%

日
本
語
能
力
（

平
均
）

情報を得るために支援してほしいこと

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 24 情報を得るために支援してほしいこと) 
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（６）福祉・医療 

問 25 あなたや家族が病気やけがをして、病院に行く必要がある時どうしますか。

（単数回答） 

①単純集計 

 「ひとりで病院に行く」が 46.5%で最も多く、次いで「家族と一緒に病院に行く」が 25.3%、

「家族以外の人と一緒に病院に行く」が 7.5%となっている。 

 

 

  

ひとりで病院

に行く

46.5%

家族と一緒に

病院に行く

25.3%

家族以外の人

と一緒に病院

に行く

7.5%

病院に行きたいが

行き方がわからな

いので困っている

7.4%

病院には行かず

薬を飲む

3.7%

わからない

3.1%
何もしない

0.6%

無回答

5.9%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 25 病気・けがをしたときにすること) 
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②－１ クロス集計(病気・けがをしたときにすること×学校・仕事別) 

 高校生、日本語学校生、家事に専念、無回答を除く属性では、「ひとりで病院に行く」

が最も多くなっている。 

 高校生、日本語学校生、家事に専念は、「家族と一緒に病院に行く」が最も多くなって

いる。 

 

ひ
と
り
で
病
院
に
行
く

家
族
と
一
緒
に
病
院
に
行
く

家
族
以
外
の
人
と
一
緒
に
病
院
に

行
く

病
院
に
行
き
た
い
が
行
き
方
が
わ

か
ら
な
い
の
で
困
っ

て
い
る

病
院
に
は
行
か
ず
薬
を
飲
む

何
も
し
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 46.5% 25.3% 7.5% 7.4% 3.7% 0.6% 3.1% 5.9%

高校生(n=89) 28.1% 32.6% 10.1% 10.1% 3.4% 1.1% 6.7% 7.9%

大学生(n=201) 43.8% 15.9% 14.9% 9.0% 4.5% 1.5% 5.0% 5.5%

大学院生(n=461) 62.9% 8.5% 8.9% 8.5% 6.3% 0.7% 2.6% 1.7%

日本語学校生(n=594) 28.8% 30.3% 6.9% 12.6% 5.9% 1.0% 6.7% 7.7%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

42.4% 22.8% 8.2% 10.9% 3.8% 1.1% 5.4% 5.4%

研究者(n=103) 61.2% 29.1% 3.9% 1.9% 3.9% 0.0% 0.0% 0.0%

教育機関職員(n=134) 61.2% 29.9% 2.2% 2.2% 3.0% 0.0% 0.0% 1.5%

会社経営者・会社役員(n=71) 67.6% 21.1% 5.6% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2%

会社員(n=730) 55.8% 24.2% 7.3% 5.6% 2.7% 0.4% 1.4% 2.6%

個人事業主（自営業）(n=59) 52.5% 32.2% 0.0% 0.0% 5.1% 0.0% 1.7% 8.5%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

43.3% 40.6% 6.3% 4.3% 1.6% 0.4% 0.0% 3.5%

家事に専念(n=170) 44.1% 48.8% 0.6% 3.5% 0.6% 0.0% 0.0% 2.4%

その他(n=169) 41.4% 27.2% 14.8% 7.1% 2.4% 0.6% 3.6% 3.0%

無回答(n=97) 11.3% 9.3% 5.2% 1.0% 1.0% 0.0% 2.1% 70.1%

病気・けがをしたときにすること

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 25 病気・けがをしたときにすること) 
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②－２ クロス集計(病気・けがをしたときにすること×一緒に住んでいる人の有無別)  

 一緒に住んでいる人がいない、配偶者（夫・妻）・パートナー、17 歳以下のこども、

18 歳以上のこどもは、「ひとりで病院に行く」が最も多くなっている。 

  

    

 

 

  

ひ
と
り
で
病
院
に
行
く

家
族
と
一
緒
に
病
院
に
行
く

家
族
以
外
の
人
と
一
緒
に
病
院
に

行
く

病
院
に
行
き
た
い
が
行
き
方
が
わ

か
ら
な
い
の
で
困
っ

て
い
る

病
院
に
は
行
か
ず
薬
を
飲
む

何
も
し
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 46.5% 25.3% 7.5% 7.4% 3.7% 0.6% 3.1% 5.9%

いない(n=1,532) 56.5% 10.6% 8.7% 9.2% 5.2% 1.0% 3.7% 5.0%

配偶者(夫・妻)・パートナー
(n=1,028)

47.4% 43.6% 1.8% 2.7% 1.3% 0.1% 0.7% 2.5%

17歳以下のこども(n=617) 47.6% 42.3% 2.8% 2.8% 1.0% 0.0% 1.3% 2.3%

18歳以上のこども(n=113) 54.9% 35.4% 2.7% 0.9% 0.0% 0.0% 2.7% 3.5%

親(n=72) 44.4% 45.8% 2.8% 2.8% 0.0% 0.0% 2.8% 1.4%

兄弟姉妹(n=59) 45.8% 45.8% 3.4% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 3.4%

友だち・知りあい(n=550) 27.3% 29.1% 14.0% 13.5% 5.6% 0.7% 4.5% 5.3%

その他(n=67) 29.9% 20.9% 31.3% 4.5% 0.0% 0.0% 7.5% 6.0%

無回答(n=242) 23.1% 24.4% 7.4% 5.4% 3.3% 0.8% 5.8% 29.8%

病気・けがをしたときにすること

一
緒
に
住
ん
で
い
る
人
の
有
無

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 25 病気・けがをしたときにすること) 
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②－３ クロス集計(病気・けがをしたときにすること×日本語能力別) 

 日本語能力 60%以上は、「ひとりで病院に行く」が 50%以上となっている。 

 日本語能力が低くなるほど、「家族と一緒に病院に行く」「家族以外の人と一緒に病

院に行く」が多くなっている。 

 

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひ
と
り
で
病
院
に
行
く

家
族
と
一
緒
に
病
院
に
行
く

家
族
以
外
の
人
と
一
緒
に
病
院
に

行
く

病
院
に
行
き
た
い
が
行
き
方
が
わ

か
ら
な
い
の
で
困
っ

て
い
る

病
院
に
は
行
か
ず
薬
を
飲
む

何
も
し
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 46.5% 25.3% 7.5% 7.4% 3.7% 0.6% 3.1% 5.9%

20％未満(n=97) 24.7% 43.3% 15.5% 10.3% 3.1% 0.0% 3.1% 0.0%

20％以上40％未満(n=276) 29.7% 34.1% 13.8% 12.0% 3.6% 0.4% 2.5% 4.0%

40％以上60％未満(n=807) 28.9% 30.1% 13.0% 13.4% 5.1% 0.9% 4.1% 4.6%

60％以上80％未満(n=1,137) 50.5% 24.2% 5.6% 7.2% 4.3% 1.0% 3.6% 3.6%

80％以上(n=951) 69.9% 18.2% 2.7% 1.4% 2.7% 0.2% 1.6% 3.3%

無回答(n=232) 21.1% 25.4% 6.0% 5.2% 0.9% 0.4% 3.4% 37.5%

病気・けがをしたときにすること

日
本
語
能
力
（

平
均
）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 25 病気・けがをしたときにすること) 
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問 26 自分や家族が病気やけがをしたときに困ることはどれですか。（上位３つ） 

 ①－１ 順位別の単純集計 

 1 位は、 「病院の種類がたくさんあり、探し方がわからない」が 30.2%で最も多く、次

いで「日本語が話せないので、病院の予約や受診ができない」が 21.0%、「困らない」

が 18.3%となっている。 

  

 

 

  

１位 ２位 ３位

日本語が話せないので、病院の予約や受診ができない 21.0% 4.8% 3.3%

病院の種類がたくさんあり、探し方がわからない 30.2% 15.5% 5.5%

日本語の読み きができないので、病院の 類の手続
きができない

4.7% 10.9% 9.7%

もらった薬の使い方がわからない 1.0% 3.0% 3.2%

病院のお金が高すぎる 7.2% 10.7% 8.1%

自分の国とちがう医療を受けることに不安がある 4.3% 7.9% 10.7%

その他 1.7% 1.2% 1.3%

困らない 18.3% 0.0% 0.0%

無回答 11.6% 46.0% 58.1%

順位（n = 3,500）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 26 病気・けがをしたときに困ること) 
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①－２ 加重平均別の単純集計 

 「病院の種類がたくさんあり、探し方がわからない」が 46.0%、 「日本語が話せないので、

病院の予約や受診ができない」が 27.8%、 「病院のお金が高すぎる」が 17.2%となってい

る。 

 

※無回答を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 26 病気・けがをしたときに困ること) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(病気・けがをしたときに困ること×学校・仕事別) 

 １位は、会社経営者・会社役員、個人事業主（自営業）、家事に専念、無回答を除く属

性で「病院の種類がたくさんあり、探し方がわからない」が最も多くなっている。 

 

次ページに続く 

 

 

  

日
本
語
が
話
せ
な
い
の
で
、

病
院

の
予
約
や
受
診
が
で
き
な
い

病
院
の
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

探
し
方
が
わ
か
ら
な
い

日
本
語
の
読
み
 
き
が
で
き
な
い

の
で
、

病
院
の
 
類
の
手
続
き
が

で
き
な
い

も
ら
っ

た
薬
の
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い

病
院
の
お
金
が
高
す
ぎ
る

自
分
の
国
と
ち
が
う
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
不
安
が
あ
る

そ
の
他

困
ら
な
い

無
回
答

１位 21.0% 30.2% 4.7% 1.0% 7.2% 4.3% 1.7% 18.3% 11.6%

２位 4.8% 15.5% 10.9% 3.0% 10.7% 7.9% 1.2% 0.0% 46.0%

３位 3.3% 5.5% 9.7% 3.2% 8.1% 10.7% 1.3% 0.0% 58.1%

１位 27.0% 28.1% 4.5% 1.1% 6.7% 4.5% 0.0% 10.1% 18.0%

２位 5.6% 21.3% 9.0% 7.9% 10.1% 9.0% 0.0% 0.0% 37.1%

３位 4.5% 4.5% 14.6% 5.6% 12.4% 11.2% 0.0% 0.0% 47.2%

１位 26.4% 35.8% 2.0% 0.5% 6.5% 5.5% 3.0% 10.4% 10.0%

２位 8.5% 15.4% 15.9% 3.0% 9.5% 9.0% 2.5% 0.0% 36.3%

３位 2.5% 7.0% 11.9% 6.0% 10.4% 11.9% 2.0% 0.0% 48.3%

１位 29.7% 33.2% 2.6% 0.2% 5.2% 8.7% 3.9% 12.4% 4.1%

２位 5.6% 18.9% 14.3% 2.8% 10.6% 10.2% 2.8% 0.0% 34.7%

３位 3.7% 8.5% 11.5% 2.6% 9.8% 10.2% 1.5% 0.0% 52.3%

１位 26.3% 30.0% 3.9% 2.9% 10.6% 4.0% 0.2% 6.6% 15.7%

２位 6.6% 20.0% 10.9% 6.6% 14.3% 7.4% 0.3% 0.0% 33.8%

３位 3.5% 3.9% 10.1% 5.6% 12.5% 18.7% 1.2% 0.0% 44.6%

１位 14.4% 41.8% 7.3% 2.7% 10.3% 3.0% 0.8% 6.8% 12.8%

２位 2.7% 16.3% 9.2% 5.2% 19.8% 10.1% 0.0% 0.0% 36.7%

３位 5.7% 4.9% 10.6% 4.6% 9.5% 16.3% 0.5% 0.0% 47.8%

病気・けがをしたときに困ること

全体(n=3,500)

高校生(n=89)

大学生(n=201)学
校
・
仕
事 大学院生(n=461)

日本語学校生(n=594)

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 26 病気・けがをしたときに困ること) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(病気・けがをしたときに困ること×学校・仕事別)【続き】  

 

 

 

 

  

日
本
語
が
話
せ
な
い
の
で
、

病
院

の
予
約
や
受
診
が
で
き
な
い

病
院
の
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

探
し
方
が
わ
か
ら
な
い

日
本
語
の
読
み
 
き
が
で
き
な
い

の
で
、

病
院
の
 
類
の
手
続
き
が

で
き
な
い

も
ら
っ

た
薬
の
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い

病
院
の
お
金
が
高
す
ぎ
る

自
分
の
国
と
ち
が
う
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
不
安
が
あ
る

そ
の
他

困
ら
な
い

無
回
答

１位 26.2% 29.1% 6.8% 1.0% 1.9% 2.9% 1.9% 27.2% 2.9%

２位 6.8% 17.5% 7.8% 0.0% 3.9% 8.7% 1.0% 0.0% 54.4%

３位 1.9% 10.7% 9.7% 1.9% 4.9% 6.8% 1.9% 0.0% 62.1%

１位 21.6% 29.1% 5.2% 0.0% 3.0% 3.0% 3.0% 29.1% 6.0%

２位 4.5% 15.7% 9.7% 1.5% 5.2% 11.2% 2.2% 0.0% 50.0%

３位 3.0% 7.5% 6.0% 1.5% 4.5% 7.5% 4.5% 0.0% 65.7%

１位 11.3% 21.1% 5.6% 0.0% 8.5% 2.8% 2.8% 38.0% 9.9%

２位 2.8% 2.8% 7.0% 4.2% 5.6% 0.0% 2.8% 0.0% 74.6%

３位 0.0% 5.6% 4.2% 0.0% 4.2% 5.6% 1.4% 0.0% 78.9%

１位 16.2% 29.5% 4.1% 0.3% 6.6% 4.5% 2.5% 28.5% 7.9%

２位 3.8% 12.7% 9.2% 1.2% 8.2% 7.7% 1.1% 0.0% 56.0%

３位 2.5% 5.2% 7.9% 2.1% 4.7% 7.9% 1.5% 0.0% 68.2%

１位 6.8% 20.3% 3.4% 1.7% 5.1% 3.4% 1.7% 42.4% 15.3%

２位 1.7% 5.1% 8.5% 0.0% 3.4% 5.1% 1.7% 0.0% 74.6%

３位 1.7% 5.1% 1.7% 1.7% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 86.4%

１位 20.5% 27.2% 7.1% 0.4% 8.7% 2.4% 0.4% 24.8% 8.7%

２位 3.1% 14.2% 13.4% 1.2% 12.2% 6.3% 1.6% 0.0% 48.0%

３位 2.4% 4.3% 11.0% 3.5% 8.7% 5.9% 0.8% 0.0% 63.4%

１位 14.1% 26.5% 8.2% 0.0% 5.9% 1.8% 1.8% 36.5% 5.3%

２位 6.5% 13.5% 8.2% 1.2% 7.1% 4.7% 0.6% 0.0% 58.2%

３位 4.7% 4.1% 8.2% 1.8% 5.3% 6.5% 0.6% 0.0% 68.8%

１位 25.4% 26.0% 6.5% 0.0% 7.7% 3.0% 0.6% 18.3% 12.4%

２位 3.6% 15.4% 15.4% 1.8% 8.3% 8.3% 1.8% 0.0% 45.6%

３位 4.1% 3.6% 13.6% 0.0% 10.1% 8.9% 2.4% 0.0% 57.4%

１位 8.2% 7.2% 1.0% 0.0% 1.0% 1.0% 1.0% 5.2% 75.3%

２位 3.1% 6.2% 3.1% 0.0% 4.1% 1.0% 0.0% 0.0% 82.5%

３位 2.1% 4.1% 4.1% 1.0% 2.1% 2.1% 0.0% 0.0% 84.5%

病気・けがをしたときに困ること

会社員(n=730)

個人事業主（自営業）(n=59)

学
校
・
仕
事

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

家事に専念(n=170)

その他(n=169)

無回答(n=97)

研究者(n=103)

教育機関職員(n=134)

会社経営者・会社役員(n=71)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 26 病気・けがをしたときに困ること) 
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②－１―２ 加重平均別のクロス集計(病気・けがをしたときに困ること×学校・仕事別) 

 会社経営者・会社役員、個人事業主 （自営業）、家事に専念を除く属性では、 「病院の種類

がたくさんあり、探し方がわからない」が最も多く、特に高校生、大学生、日本語学校生、

専門学校生（日本語学校生以外）は、50%以上となっている。 

 

  

日
本
語
が
話
せ
な
い
の
で
、

病
院

の
予
約
や
受
診
が
で
き
な
い

病
院
の
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

探
し
方
が
わ
か
ら
な
い

日
本
語
の
読
み
 
き
が
で
き
な
い

の
で
、

病
院
の
 
類
の
手
続
き
が

で
き
な
い

も
ら
っ

た
薬
の
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い

病
院
の
お
金
が
高
す
ぎ
る

自
分
の
国
と
ち
が
う
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
不
安
が
あ
る

そ
の
他

困
ら
な
い

全体(n=3,095) 27.8% 46.0% 14.8% 3.9% 17.2% 12.6% 3.1% 20.6%

高校生(n=73) 38.1% 51.0% 15.6% 8.5% 18.6% 14.8% 0.0% 12.3%

大学生(n=181) 35.5% 51.6% 15.5% 3.9% 15.8% 14.7% 5.4% 11.6%

大学院生(n=442) 35.3% 48.2% 14.1% 2.5% 14.1% 17.6% 6.2% 12.9%

日本語学校生(n=501) 36.6% 50.7% 14.8% 9.4% 25.7% 14.5% 0.7% 7.8%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=321)

19.7% 60.3% 17.2% 7.7% 27.7% 14.1% 1.1% 7.8%

研究者(n=100) 31.6% 43.0% 13.8% 1.4% 5.4% 9.8% 3.0% 28.0%

教育機関職員(n=126) 26.5% 42.5% 13.0% 1.3% 7.5% 11.9% 5.6% 31.0%

会社経営者・会社役員(n=64) 14.4% 26.6% 11.9% 2.8% 14.1% 4.4% 5.3% 42.2%

会社員(n=672) 20.6% 41.4% 12.2% 1.5% 13.5% 11.6% 3.7% 31.0%

個人事業主（自営業）(n=50) 9.6% 28.8% 10.4% 2.4% 8.4% 8.4% 3.2% 50.0%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=232)

25.0% 40.0% 19.0% 2.0% 19.4% 8.0% 1.6% 27.2%

家事に専念(n=161) 20.0% 37.4% 15.7% 1.1% 11.8% 6.2% 2.4% 38.5%

その他(n=148) 32.4% 41.1% 21.1% 1.2% 16.8% 11.1% 2.4% 20.9%

無回答(n=24) 42.5% 47.5% 15.0% 0.8% 15.8% 8.3% 4.2% 20.8%

学
校
・
仕
事

病気・けがをしたときに困ること

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 26 病気・けがをしたときに困ること) 
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②－２―１ 順位別のクロス集計(病気・けがをしたときに困ること×日本語能力別) 

 １位は、日本語能力 60％未満で 「日本語が話せないので、病院の予約や受診ができな

い」が最も多く、日本語能力 60％以上 80%未満で 「病院の種類がたくさんあり、探し

方がわからない」が最も多くなっている。 

 

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

  

日
本
語
が
話
せ
な
い
の
で
、

病
院

の
予
約
や
受
診
が
で
き
な
い

病
院
の
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

探
し
方
が
わ
か
ら
な
い

日
本
語
の
読
み
 
き
が
で
き
な
い

の
で
、

病
院
の
 
類
の
手
続
き
が

で
き
な
い

も
ら
っ

た
薬
の
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い

病
院
の
お
金
が
高
す
ぎ
る

自
分
の
国
と
ち
が
う
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
不
安
が
あ
る

そ
の
他

困
ら
な
い

無
回
答

１位 21.0% 30.2% 4.7% 1.0% 7.2% 4.3% 1.7% 18.3% 11.6%

２位 4.8% 15.5% 10.9% 3.0% 10.7% 7.9% 1.2% 0.0% 46.0%

３位 3.3% 5.5% 9.7% 3.2% 8.1% 10.7% 1.3% 0.0% 58.1%

１位 69.1% 14.4% 5.2% 1.0% 3.1% 0.0% 1.0% 3.1% 3.1%

２位 10.3% 32.0% 37.1% 0.0% 2.1% 5.2% 1.0% 0.0% 12.4%

３位 2.1% 15.5% 28.9% 2.1% 11.3% 11.3% 1.0% 0.0% 27.8%

１位 55.8% 18.8% 7.6% 1.4% 2.9% 1.4% 0.7% 3.3% 8.0%

２位 7.6% 25.4% 26.1% 2.5% 6.2% 8.0% 0.4% 0.0% 23.9%

３位 4.3% 14.9% 21.0% 1.4% 11.2% 11.2% 0.7% 0.0% 35.1%

１位 32.2% 28.3% 8.4% 1.9% 7.3% 3.6% 1.2% 7.1% 10.0%

２位 7.6% 23.4% 16.4% 4.5% 11.3% 7.3% 0.5% 0.0% 29.1%

３位 4.2% 7.1% 13.8% 4.3% 11.8% 17.5% 1.4% 0.0% 40.0%

１位 15.6% 38.3% 4.1% 0.8% 8.7% 5.4% 2.6% 15.0% 9.5%

２位 4.7% 15.5% 9.1% 3.4% 13.8% 9.6% 1.7% 0.0% 42.2%

３位 4.5% 3.9% 8.8% 4.5% 8.7% 11.6% 1.8% 0.0% 56.3%

１位 4.6% 29.8% 1.5% 0.4% 6.8% 5.5% 1.9% 40.1% 9.5%

２位 1.8% 6.2% 2.1% 1.7% 9.3% 7.7% 1.7% 0.0% 69.6%

３位 1.2% 2.7% 3.2% 1.4% 3.9% 4.4% 1.2% 0.0% 82.1%

１位 14.7% 19.4% 3.9% 0.9% 8.2% 1.3% 0.4% 7.8% 43.5%

２位 2.6% 8.2% 7.3% 3.4% 7.8% 3.4% 0.9% 0.0% 66.4%

３位 2.6% 3.9% 4.7% 3.0% 4.7% 8.2% 0.9% 0.0% 72.0%

病気・けがをしたときに困ること

日
本
語
能
力
（

平
均
）

全体(n=3,500)

20％未満(n=97)

20％以上40％未満(n=276)

40％以上60％未満(n=807)

60％以上80％未満(n=1,137)

80％以上(n=951)

無回答(n=232)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 26 病気・けがをしたときに困ること) 
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②－２―２ 加重平均別のクロス集計(病気・けがをしたときに困ること×日本語能力別) 

 日本語能力が下がるにつれて、 「日本語が話せないので、病院の予約や受診ができない」 「日

本語の読み きができないので、病院の 類の手続きができない」が多くなっている。 

 日本語能力に関わらず、 「病院の種類がたくさんあり、探し方がわからない」が 30%以上と

なっている。 

 

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

 

 

  

日
本
語
が
話
せ
な
い
の
で
、

病
院

の
予
約
や
受
診
が
で
き
な
い

病
院
の
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

探
し
方
が
わ
か
ら
な
い

日
本
語
の
読
み
 
き
が
で
き
な
い

の
で
、

病
院
の
 
類
の
手
続
き
が

で
き
な
い

も
ら
っ

た
薬
の
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い

病
院
の
お
金
が
高
す
ぎ
る

自
分
の
国
と
ち
が
う
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
不
安
が
あ
る

そ
の
他

困
ら
な
い

全体(n=3,095) 27.8% 46.0% 14.8% 3.9% 17.2% 12.6% 3.1% 20.6%

20％未満(n=94) 78.1% 37.9% 34.3% 1.5% 6.8% 5.5% 1.9% 3.2%

20％以上40％未満(n=254) 66.5% 40.2% 29.8% 3.5% 9.6% 9.2% 1.2% 3.5%

40％以上60％未満(n=726) 41.8% 48.6% 23.3% 6.0% 18.3% 12.8% 2.0% 7.9%

60％以上80％未満(n=1,029) 21.3% 53.5% 12.5% 4.1% 20.7% 14.8% 4.3% 16.6%

80％以上(n=861) 6.6% 37.6% 3.7% 1.9% 14.5% 12.1% 3.5% 44.3%

無回答(n=131) 29.6% 44.4% 16.3% 6.3% 24.4% 8.9% 2.0% 13.7%

日
本
語
能
力
（

平
均
）

病気・けがをしたときに困ること

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 26 病気・けがをしたときに困ること) 
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（７）子育て・教育 

問 27 一緒に住んでいる 17 歳以下のこどもはいますか。（単数回答） 

 「いる」が 16.8%、「いない」が 77.2%となっている。 

  

 

 

問 28 こどもは、どのような保育所、幼稚園、学校に行っていますか。（複数回答） 

(問 27 でこどもが「いる」と回答した方のみが回答する設問) 

 「小学校」が 39.6%で最も多く、次いで「保育所」が 22.4%、「幼稚園」が 18.7%となって

いる。 

 

いる(588人)

16.8%

いない

77.2%

無回答

6.0%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 27 こどもの有無、問 28 こどもの通園・通学先) 
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問 29 子育てやこどもの教育で困りごとや心配ごとはありますか。（複数回答・３つ

まで） 

(問 27 でこどもが「いる」と回答した方が回答する設問) 

①単純集計 

 「ない」が 43.7%で最も多く、次いで「子育てや教育にお金がかかる」が 25.3%、「日本

の育児・教育制度がわからない」が 14.5%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 29 育児・教育の困り事) 



 

136 

 

 

②－１ クロス集計(育児・教育の困り事×学校・仕事別) 

 全ての属性で「ない」が 30%以上となっている。 

 大学生と大学院生は、 「日本語ができないので、先生やこどもと上手く話せない」、研

究者は、「相談できる人や場所がない」が 30%以上となっている。 

 

 

 

  

相
談
で
き
る
人
や
場
所
が
な
い

日
本
語
が
で
き
な
い
の
で
、

先
生

や
こ
ど
も
と
上
手
く
話
せ
な
い

日
本
語
が
で
き
な
い
の
で
、

保
育

所
・
幼
稚
園
・
学
校
と
の
連
絡
が

で
き
な
い

日
本
の
育
児
・
教
育
制
度
が
わ
か

ら
な
い

母
子
健
康
手
帳
や
予
防
接
種
の
し

く
み
が
わ
か
ら
な
い

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
に
入
る

た
め
の
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い

働
き
た
い
が
、

こ
ど
も
を
預
け
ら

れ
な
い

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
る

そ
の
他

な
い

無
回
答

全体(n=588) 13.1% 13.8% 8.3% 14.5% 3.6% 5.6% 7.3% 25.3% 7.5% 43.7% 2.0%

高校生(n=8) 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 12.5% 12.5% 25.0% 12.5% 0.0% 37.5% 25.0%

大学生(n=10) 10.0% 40.0% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 20.0% 0.0% 40.0% 10.0%

大学院生(n=29) 13.8% 37.9% 20.7% 10.3% 3.4% 6.9% 10.3% 3.4% 3.4% 37.9% 3.4%

日本語学校生(n=10) 10.0% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0% 30.0% 20.0% 0.0% 0.0% 30.0% 0.0%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=5)

0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 80.0% 0.0%

研究者(n=22) 36.4% 22.7% 22.7% 22.7% 9.1% 0.0% 4.5% 27.3% 0.0% 36.4% 0.0%

教育機関職員(n=45) 20.0% 17.8% 11.1% 20.0% 4.4% 6.7% 6.7% 28.9% 17.8% 33.3% 0.0%

会社経営者・会社役員(n=29) 10.3% 3.4% 3.4% 6.9% 0.0% 3.4% 3.4% 13.8% 6.9% 69.0% 0.0%

会社員(n=192) 12.0% 8.3% 4.2% 17.7% 4.7% 5.2% 5.2% 31.3% 5.7% 40.1% 3.1%

個人事業主（自営業）(n=21) 14.3% 14.3% 9.5% 4.8% 0.0% 0.0% 4.8% 23.8% 14.3% 57.1% 0.0%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=98)

8.2% 11.2% 7.1% 8.2% 2.0% 3.1% 2.0% 23.5% 9.2% 52.0% 1.0%

家事に専念(n=83) 16.9% 13.3% 8.4% 16.9% 2.4% 4.8% 18.1% 30.1% 8.4% 39.8% 1.2%

その他(n=33) 6.1% 21.2% 12.1% 15.2% 3.0% 15.2% 6.1% 21.2% 9.1% 45.5% 0.0%

無回答(n=3) 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0%

育児・教育の困り事

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 29 育児・教育の困り事) 
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②－２ クロス集計(育児・教育の困り事×日本語能力別)  

 全ての属性で「ない」が 30%以上となっている。 

 日本語能力 40％未満は、「日本語ができないので、先生やこどもと上手く話せない」

「日本語ができないので、保育所・幼稚園・学校との連絡ができない」が多くなって

いる。 

 

                      ※日本語能力のクロス集計方法は32ページ参照。 

 

 

 

  

相
談
で
き
る
人
や
場
所
が
な
い

日
本
語
が
で
き
な
い
の
で
、

先
生

や
こ
ど
も
と
上
手
く
話
せ
な
い

日
本
語
が
で
き
な
い
の
で
、

保
育

所
・
幼
稚
園
・
学
校
と
の
連
絡
が

で
き
な
い

日
本
の
育
児
・
教
育
制
度
が
わ
か

ら
な
い

母
子
健
康
手
帳
や
予
防
接
種
の
し

く
み
が
わ
か
ら
な
い

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
に
入
る

た
め
の
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い

働
き
た
い
が
、

こ
ど
も
を
預
け
ら

れ
な
い

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
る

そ
の
他

な
い

無
回
答

全体(n=588) 13.1% 13.8% 8.3% 14.5% 3.6% 5.6% 7.3% 25.3% 7.5% 43.7% 2.0%

20％未満(n=32) 21.9% 37.5% 28.1% 0.0% 6.3% 0.0% 9.4% 25.0% 3.1% 31.3% 3.1%

20％以上40％未満(n=57) 19.3% 50.9% 31.6% 8.8% 5.3% 12.3% 14.0% 12.3% 7.0% 31.6% 1.8%

40％以上60％未満(n=89) 20.2% 28.1% 14.6% 18.0% 7.9% 12.4% 9.0% 21.3% 11.2% 33.7% 0.0%

60％以上80％未満(n=169) 14.2% 5.9% 4.1% 17.8% 3.6% 4.1% 3.0% 30.2% 4.7% 44.4% 4.1%

80％以上(n=210) 7.1% 0.0% 0.5% 13.3% 1.4% 2.4% 8.6% 26.2% 9.0% 52.9% 1.0%

無回答(n=31) 6.5% 16.1% 3.2% 19.4% 0.0% 9.7% 3.2% 29.0% 6.5% 41.9% 3.2%

育児・教育の困り事

日
本
語
能
力
（

平
均
）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 29 育児・教育の困り事) 
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②－３ クロス集計(育児・教育の困り事×日本居住年数別) 

 無回答を除く全ての属性で「ない」が 30%以上となっている。 

 居住年数４年までは、「日本語ができないので、先生やこどもと上手く話せない」「日

本語ができないので、保育所・幼稚園・学校との連絡ができない」が多い傾向となっ

ている。 

 

 

 

  

相
談
で
き
る
人
や
場
所
が
な
い

日
本
語
が
で
き
な
い
の
で
、

先
生

や
こ
ど
も
と
上
手
く
話
せ
な
い

日
本
語
が
で
き
な
い
の
で
、

保
育

所
・
幼
稚
園
・
学
校
と
の
連
絡
が

で
き
な
い

日
本
の
育
児
・
教
育
制
度
が
わ
か

ら
な
い

母
子
健
康
手
帳
や
予
防
接
種
の
し

く
み
が
わ
か
ら
な
い

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
に
入
る

た
め
の
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い

働
き
た
い
が
、

こ
ど
も
を
預
け
ら

れ
な
い

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
る

そ
の
他

な
い

無
回
答

全体(n=588) 13.1% 13.8% 8.3% 14.5% 3.6% 5.6% 7.3% 25.3% 7.5% 43.7% 2.0%

1年より短い(n=41) 12.2% 31.7% 26.8% 17.1% 12.2% 14.6% 4.9% 9.8% 7.3% 34.1% 2.4%

1年～2年(n=53) 18.9% 34.0% 20.8% 15.1% 3.8% 5.7% 17.0% 13.2% 5.7% 43.4% 0.0%

3年～4年(n=40) 12.5% 27.5% 20.0% 10.0% 5.0% 10.0% 7.5% 17.5% 7.5% 40.0% 0.0%

5年～9年(n=133) 15.8% 13.5% 5.3% 18.8% 3.8% 8.3% 7.5% 26.3% 10.5% 38.3% 0.8%

10年～19年(n=198) 13.6% 8.6% 4.5% 16.7% 2.5% 4.0% 6.6% 35.4% 6.1% 41.9% 2.5%

20年より長い(n=122) 7.4% 3.3% 2.5% 6.6% 1.6% 0.0% 4.9% 21.3% 7.4% 57.4% 4.1%

無回答(n=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

育児・教育の困り事

日
本
居
住
年
数

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 29 育児・教育の困り事) 
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問 30 外国人のこどもが安心して学校に通えるようにするためには、今後どのよう

な助けが必要だと思いますか。（複数回答・３つまで） 

(問 27 でこどもが「いる」と回答した方のみが回答する設問) 

①単純集計 

 「日本語ができない保護者への支援 （日本語教育など）」が 36.1%で最も多く、次いで「多

言語で学習や生活について教える」が 35.0%、「こどもの一人ずつに学校の勉強や日本語

を教える」が 34.0%となっている。 

 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 30 安心して学校に通えるために必要な支援) 
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②クロス集計(安心して学校に通えるために必要な支援×日本語能力別) 

 日本語能力 20％未満は、「こどもの一人ずつに学校の勉強や日本語を教える」「多言語

で学習や生活について教える」がともに最も多くなっている。 

 日本語能力 20%以上 60%未満は、 「日本語ができない保護者への支援（日本語教育など）」

が最も多くなっている。 

 

※日本語能力のクロス集計方法は32ページ参照。 

 

  

こ
ど
も
の
一
人
ず
つ
に
学
校
の
勉
強
や
日
本
語
を
教
え

る 多
言
語
で
学
習
や
生
活
に
つ
い
て
教
え
る

ハ
ラ
ル
対
応
給
食
や
ビ
ー

ガ
ン
対
応
給
食
な
ど
が
あ
る

学
校
の
お
金
を
安
く
す
る
（

学
習
用
品
を
貸
し
た
り
、

給
食
費
を
無
料
に
し
た
り
す
る
）

先
生
と
会
話
す
る
と
き
の
サ
ポ
ー

ト
（

通
訳
な
ど
）

日
本
語
が
で
き
な
い
保
護
者
へ
の
支
援
（

日
本
語
教
育

な
ど
）

イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー

ル
を
増
や
す

そ
の
他

な
い

無
回
答

全体(n=588) 34.0% 35.0% 10.0% 25.2% 20.2% 36.1% 20.6% 3.2% 16.0% 2.7%

20％未満(n=32) 46.9% 46.9% 37.5% 12.5% 15.6% 37.5% 25.0% 12.5% 9.4% 0.0%

20％以上40％未満(n=57) 40.4% 40.4% 21.1% 21.1% 29.8% 56.1% 21.1% 0.0% 10.5% 0.0%

40％以上60％未満(n=89) 42.7% 43.8% 7.9% 32.6% 23.6% 48.3% 21.3% 1.1% 10.1% 1.1%

60％以上80％未満(n=169) 36.7% 33.1% 9.5% 26.0% 22.5% 34.3% 16.6% 3.0% 11.8% 5.3%

80％以上(n=210) 24.3% 29.5% 5.7% 23.8% 15.7% 28.6% 22.9% 4.3% 22.9% 2.4%

無回答(n=31) 35.5% 35.5% 0.0% 29.0% 16.1% 22.6% 19.4% 0.0% 25.8% 3.2%

安心して学校に通えるために必要な支援

日
本
語
能
力
（

平
均
）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 30 安心して学校に通えるために必要な支援) 



 

141 

 

 

（８）仕事 

問 31 いまの仕事をどのようにみつけましたか。（単数回答） 

①単純集計 

 「同じ国の友人・知人の紹介」が 21.3%で最も多く、次いで「仕事をしていない」が 20.7%、

「新 、求人誌、チラシ、ホームページから応募」が 16.5%となっている。 

 

 

 

 

  

同じ国の友人・

知人の紹介

21.3%

新 、求人誌、

チラシ、ホーム

ページから応募

16.5%

学校の紹介

12.3%
仕事を紹介す

る会社の紹介

6.0%

日本人の友人・

知人の紹介

5.2%

家族の紹介

3.1%

職業安定所の紹介

2.5%

自分で会社を

つくった

2.5%

その他

4.4%

仕事をしていない

20.7%

無回答

5.5%

n = 3,500

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 31 今の仕事の見つけ方) 
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②クロス集計(今の仕事の見つけ方×日本語能力別) 

 日本語能力 40%未満と 80%以上は、「仕事をしていない」が最も多くなっている。 

 日本語能力 40%以上 80%未満は、「同じ国の友人・知人の紹介」が最も多くなっている。 

 

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

  

家
族
の
紹
介
（

親
の
仕
事
を
し
て

い
た
り
、

家
族
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
る
場
合
も
含
む
）

新
 
、

求
人
誌
、

チ
ラ
シ
、

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
か
ら
応
募

学
校
の
紹
介

同
じ
国
の
友
人
・
知
人
の
紹
介

日
本
人
の
友
人
・
知
人
の
紹
介

職
業
安
定
所
（

ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク
）

の
紹
介

仕
事
を
紹
介
す
る
会
社
の
紹
介

自
分
で
会
社
を
つ
く
っ

た

そ
の
他

仕
事
を
し
て
い
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 3.1% 16.5% 12.3% 21.3% 5.2% 2.5% 6.0% 2.5% 4.4% 20.7% 5.5%

20％未満(n=97) 1.0% 11.3% 7.2% 15.5% 5.2% 1.0% 0.0% 3.1% 8.2% 46.4% 1.0%

20％以上40％未満(n=276) 5.8% 11.6% 9.1% 25.0% 4.3% 1.8% 6.5% 3.3% 3.6% 26.8% 2.2%

40％以上60％未満(n=807) 2.2% 8.9% 16.5% 31.6% 4.3% 2.0% 8.9% 1.1% 4.7% 15.5% 4.2%

60％以上80％未満(n=1,137) 2.6% 17.9% 13.2% 23.5% 4.8% 3.1% 5.4% 1.7% 4.7% 19.6% 3.4%

80％以上(n=951) 3.7% 25.0% 8.0% 10.3% 7.5% 2.6% 5.9% 4.4% 4.0% 25.6% 3.0%

無回答(n=232) 4.3% 9.1% 17.2% 17.2% 2.2% 2.6% 1.7% 1.7% 2.6% 6.0% 35.3%

今の仕事の見つけ方

日
本
語
能
力
（

平
均
）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 31 今の仕事の見つけ方) 
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問 32 仕事のことで困っていることや不満はどれですか。（複数回答・３つまで） 

①単純集計 

 「ない」が 36.7%で最も多く、次いで「給料が安い」が 27.8%、「日本語が話せないので職

場の人とうまくコミュニケーションがとれない」が 11.8%となっている。 

 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 32 仕事の困り事・不満) 
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②－１ クロス集計(仕事の困り事・不満×学校・仕事別) 

 属性に関わらず、「ない」「給料が安い」が多い傾向となっている。 

   

次ページに続く 

 

 

  

日
本
語
が
話
せ
な
い
の
で
職
場
の
人
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と
れ
な
い

給
料
が
安
い

働
く
期
間
が
短
い

働
く
時
間
が
長
い

い
つ
辞
め
さ
せ
ら
れ
る
か
不
安
が
あ
る

正
社
員
に
な
れ
な
い
、

ま
た
は
課
長
や
部

長
な
ど
に
な
れ
な
い

日
本
人
と
お
互
い
の
考
え
を
理
解
で
き
な

い

全体(n=3,500) 11.8% 27.8% 8.3% 4.5% 6.0% 7.7% 9.9%

高校生(n=89) 13.5% 30.3% 7.9% 3.4% 7.9% 5.6% 2.2%

大学生(n=201) 10.4% 17.4% 5.0% 2.5% 4.0% 3.0% 6.0%

大学院生(n=461) 9.8% 10.0% 2.2% 2.0% 1.5% 3.0% 8.0%

日本語学校生(n=594) 17.2% 31.8% 16.8% 1.3% 10.6% 6.2% 10.6%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

8.4% 37.5% 14.7% 0.8% 7.1% 6.0% 9.0%

研究者(n=103) 22.3% 28.2% 16.5% 10.7% 7.8% 26.2% 10.7%

教育機関職員(n=134) 11.9% 34.3% 12.7% 7.5% 13.4% 24.6% 16.4%

会社経営者・会社役員(n=71) 2.8% 18.3% 1.4% 7.0% 0.0% 4.2% 11.3%

会社員(n=730) 10.1% 36.3% 4.1% 11.5% 4.5% 7.7% 12.2%

個人事業主（自営業）(n=59) 3.4% 13.6% 0.0% 6.8% 3.4% 3.4% 5.1%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

15.4% 34.6% 9.1% 3.1% 9.8% 13.8% 10.2%

家事に専念(n=170) 12.9% 14.7% 2.9% 1.2% 2.9% 8.2% 10.0%

その他(n=169) 12.4% 30.2% 7.1% 3.0% 3.6% 8.9% 12.4%

無回答(n=97) 2.1% 13.4% 5.2% 1.0% 2.1% 1.0% 1.0%

学
校
・
仕
事

仕事の困り事・不満

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 32 仕事の困り事・不満) 
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②－１ クロス集計(仕事の困り事・不満×学校・仕事別)【続き】 

   

 

  

上
司
や
同
僚
と
の
人
間
関
係
が
う
ま
く

い
っ

て
い
な
い

外
国
人
と
し
て
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る

希
望
す
る
職
種
、

業
種
で
は
な
い

自
分
の
国
の
言
葉
が
使
え
る
仕
事
が
少
な

い そ
の
他

な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 2.4% 10.6% 4.8% 6.0% 2.9% 36.7% 9.0%

高校生(n=89) 0.0% 11.2% 3.4% 3.4% 2.2% 36.0% 9.0%

大学生(n=201) 2.0% 6.0% 2.5% 0.5% 2.5% 51.2% 12.4%

大学院生(n=461) 1.1% 7.4% 2.6% 5.9% 2.0% 57.3% 13.7%

日本語学校生(n=594) 1.2% 8.8% 5.2% 5.2% 2.7% 26.1% 6.9%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

2.4% 17.9% 5.2% 4.3% 2.7% 31.3% 4.6%

研究者(n=103) 4.9% 11.7% 1.0% 3.9% 1.9% 30.1% 2.9%

教育機関職員(n=134) 3.7% 12.7% 6.7% 12.7% 7.5% 21.6% 1.5%

会社経営者・会社役員(n=71) 2.8% 16.9% 5.6% 2.8% 5.6% 50.7% 5.6%

会社員(n=730) 4.4% 9.5% 5.9% 7.4% 4.0% 35.6% 4.1%

個人事業主（自営業）(n=59) 1.7% 20.3% 5.1% 8.5% 3.4% 49.2% 8.5%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

2.0% 10.2% 7.9% 10.2% 1.6% 33.1% 4.3%

家事に専念(n=170) 1.8% 14.7% 6.5% 9.4% 2.4% 45.3% 12.9%

その他(n=169) 3.0% 11.8% 3.6% 4.1% 3.6% 34.9% 9.5%

無回答(n=97) 0.0% 3.1% 2.1% 2.1% 0.0% 10.3% 71.1%

学
校
・
仕
事

仕事の困り事・不満

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 32 仕事の困り事・不満) 
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②－２ クロス集計(仕事の困り事・不満×日本語能力別)  

 日本語能力に関わらず、「ない」「給料が安い」が多い傾向となっている。 

 日本語能力が低くなるほど、「日本語が話せないので職場の人とうまくコミュニケーシ

ョンがとれない」が多くなっている。 

 

次ページに続く 

 

  

日
本
語
が
話
せ
な
い
の
で
職
場
の
人
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と
れ
な
い

給
料
が
安
い

働
く
期
間
が
短
い

働
く
時
間
が
長
い

い
つ
辞
め
さ
せ
ら
れ
る
か
不
安
が
あ
る

正
社
員
に
な
れ
な
い
、

ま
た
は
課
長
や
部

長
な
ど
に
な
れ
な
い

日
本
人
と
お
互
い
の
考
え
を
理
解
で
き
な

い

全体(n=3,500) 11.8% 27.8% 8.3% 4.5% 6.0% 7.7% 9.9%

20％未満(n=97) 30.9% 19.6% 3.1% 10.3% 1.0% 6.2% 12.4%

20％以上40％未満(n=276) 29.7% 25.4% 9.1% 5.4% 7.2% 12.0% 12.7%

40％以上60％未満(n=807) 20.4% 31.5% 12.8% 3.3% 8.3% 6.4% 12.9%

60％以上80％未満(n=1,137) 8.3% 31.1% 8.6% 3.7% 6.2% 8.2% 10.1%

80％以上(n=951) 2.1% 23.6% 5.7% 5.7% 4.4% 7.9% 6.4%

無回答(n=232) 9.1% 22.4% 3.4% 4.3% 3.9% 4.7% 7.8%

日
本
語
能
力
（

平
均
）

仕事の困り事・不満

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 32 仕事の困り事・不満) 
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②－２ クロス集計(仕事の困り事・不満×日本語能力別) 【続き】 

 

                   ※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

  

上
司
や
同
僚
と
の
人
間
関
係
が
う
ま
く

い
っ

て
い
な
い

外
国
人
と
し
て
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る

希
望
す
る
職
種
、

業
種
で
は
な
い

自
分
の
国
の
言
葉
が
使
え
る
仕
事
が
少
な

い そ
の
他

な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 2.4% 10.6% 4.8% 6.0% 2.9% 36.7% 9.0%

20％未満(n=97) 0.0% 6.2% 4.1% 6.2% 3.1% 37.1% 12.4%

20％以上40％未満(n=276) 1.1% 9.8% 6.5% 8.0% 4.7% 27.5% 5.8%

40％以上60％未満(n=807) 2.1% 11.2% 5.3% 5.1% 2.7% 31.0% 5.9%

60％以上80％未満(n=1,137) 2.8% 11.3% 5.4% 6.5% 2.6% 37.0% 7.6%

80％以上(n=951) 3.3% 10.5% 4.0% 6.1% 3.2% 47.2% 7.2%

無回答(n=232) 0.0% 8.2% 2.2% 4.3% 2.6% 22.4% 37.1%

日
本
語
能
力
（

平
均
）

仕事の困り事・不満

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 32 仕事の困り事・不満) 
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（９）防災・危機管理 

問 33 地震、台風、大雨などの災害に対して、どんなことが心配ですか。（複数回答・

３つまで） 

①単純集計 

 「不安はない」が 35.5%で最も多く、次いで「災害が起きた時に何をしたらよいかわから

ない」が 23.9%、「逃げる場所や安全のために何をするかわからない」が 22.3%となって

いる。 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 33 災害に対する心配) 
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②－１ クロス集計(災害に対する心配×国籍・地域別) 

 韓国、米国は、「不安はない」が 50%以上となっている。 

 

 

  

災
害
が
起
き
た
時
に
何
を
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
な
い

日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、

災

害
の
と
き
の
警
報
や
お
知
ら
せ
が

わ
か
ら
な
い

ど
こ
で
外
国
語
の
情
報
が
得
ら
れ

る
か
わ
か
ら
な
い

逃
げ
る
場
所
や
安
全
の
た
め
に
何

を
す
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
の
と
き
に
助
け
て
く
れ
る
人

が
近
く
に
い
な
い

防
災
の
た
め
（

災
害
が
起
き
た
時

の
た
め
）

に
何
を
準
備
し
て
お
い

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

不
安
は
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 23.9% 13.4% 14.5% 22.3% 17.1% 17.2% 1.5% 35.5% 9.2%

中国(n=640) 34.7% 10.3% 12.7% 25.9% 28.8% 23.0% 1.1% 37.3% 2.8%

ネパール(n=773) 14.7% 12.2% 17.5% 20.3% 15.8% 15.1% 0.9% 24.5% 21.3%

ベトナム(n=259) 33.6% 11.2% 9.7% 32.4% 12.4% 30.9% 0.4% 34.4% 3.9%

韓国(n=230) 23.0% 3.9% 3.9% 19.6% 13.5% 10.9% 3.5% 54.3% 3.5%

ミャンマー(n=170) 31.2% 11.8% 15.3% 31.8% 16.5% 25.9% 1.2% 17.1% 9.4%

フィリピン(n=147) 24.5% 22.4% 18.4% 27.9% 10.9% 7.5% 0.7% 41.5% 4.1%

インドネシア(n=174) 25.3% 23.0% 20.7% 26.4% 18.4% 20.1% 0.0% 31.6% 0.0%

スリランカ(n=153) 24.2% 10.5% 14.4% 10.5% 8.5% 10.5% 2.0% 43.1% 7.2%

米国(n=126) 11.9% 15.1% 11.1% 11.1% 8.7% 6.3% 2.4% 63.5% 2.4%

バングラデシュ(n=117) 24.8% 25.6% 17.9% 14.5% 8.5% 16.2% 5.1% 27.4% 7.7%

台湾(n=98) 20.4% 8.2% 10.2% 28.6% 31.6% 17.3% 1.0% 43.9% 2.0%

タイ(n=51) 33.3% 25.5% 21.6% 35.3% 25.5% 13.7% 0.0% 31.4% 3.9%

インド(n=37) 21.6% 24.3% 24.3% 21.6% 8.1% 18.9% 0.0% 35.1% 5.4%

朝鮮(n=14) 21.4% 0.0% 0.0% 21.4% 21.4% 0.0% 7.1% 42.9% 21.4%

モンゴル(n=28) 28.6% 21.4% 21.4% 28.6% 17.9% 21.4% 0.0% 25.0% 0.0%

その他(n=415) 21.0% 17.8% 17.3% 18.1% 15.2% 14.7% 3.1% 46.0% 1.9%

無回答(n=68) 5.9% 2.9% 7.4% 2.9% 1.5% 1.5% 0.0% 4.4% 85.3%

災害に対する心配

国
籍
・
地
域

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 33 災害に対する心配) 
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②－２ クロス集計(災害に対する心配×日本居住年数別) 

 居住年数が短くなるほど、「日本語がわからないので、災害のときの警報やお知らせ

がわからない」が多くなっている。  

 

 

  

災
害
が
起
き
た
時
に
何
を
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
な
い

日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、

災

害
の
と
き
の
警
報
や
お
知
ら
せ
が

わ
か
ら
な
い

ど
こ
で
外
国
語
の
情
報
が
得
ら
れ

る
か
わ
か
ら
な
い

逃
げ
る
場
所
や
安
全
の
た
め
に
何

を
す
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
の
と
き
に
助
け
て
く
れ
る
人

が
近
く
に
い
な
い

防
災
の
た
め
（

災
害
が
起
き
た
時

の
た
め
）

に
何
を
準
備
し
て
お
い

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

不
安
は
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 23.9% 13.4% 14.5% 22.3% 17.1% 17.2% 1.5% 35.5% 9.2%

1年より短い(n=611) 30.9% 21.9% 16.9% 25.9% 17.0% 23.2% 1.3% 27.8% 7.2%

1年～2年(n=990) 24.2% 17.1% 17.2% 22.5% 18.7% 18.4% 1.0% 30.5% 9.0%

3年～4年(n=476) 25.2% 16.2% 18.1% 22.3% 16.6% 20.2% 2.1% 33.4% 7.8%

5年～9年(n=505) 24.8% 10.7% 14.7% 30.5% 22.2% 16.0% 1.6% 36.6% 5.3%

10年～19年(n=389) 21.1% 5.9% 11.1% 18.5% 16.2% 15.9% 1.3% 45.0% 6.4%

20年より長い(n=434) 17.7% 1.8% 6.7% 15.7% 12.0% 8.8% 2.8% 57.4% 4.1%

無回答(n=95) 4.2% 3.2% 4.2% 1.1% 3.2% 0.0% 0.0% 4.2% 85.3%

災害に対する心配

日
本
居
住
年
数

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 33 災害に対する心配) 
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問 34 災害に対してどのような準備をしていますか。（複数回答） 

①単純集計 

 「災害について知っている」が 45.0%で最も多く、次いで「災害の時に使うものや食べ物

を準備している」が 37.9%、「逃げる場所や逃げる道を知っている」が 29.3%となっている。 

 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 34 災害への準備) 
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②－１ クロス集計(災害への準備×国籍・地域別) 

 ベトナム、米国、台湾は、 「災害について知っている」「災害の時に使うものや食べ物を

準備している」がともに 50%以上となっている。 

 

  

し
て
い
な
い

災
害
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る

災
害
の
時
に
使
う
も
の
や
食
べ

物
を
準
備
し
て
い
る

逃
げ
る
場
所
や
逃
げ
る
道
を

知
っ

て
い
る

自
分
の
国
の
言
葉
で
情
報
が
得

ら
れ
る
と
こ
ろ
を
知
っ

て
い
る

近
所
の
人
と
交
流
し
て
い
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

日
本
語
を
学
ん
で
い
る

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 18.8% 45.0% 37.9% 29.3% 17.0% 8.8% 13.6% 20.7% 0.5% 5.5%

中国(n=640) 19.7% 45.5% 47.2% 40.0% 15.0% 8.0% 22.8% 17.7% 0.9% 3.0%

ネパール(n=773) 25.5% 39.8% 22.0% 19.5% 15.8% 7.9% 5.4% 20.4% 0.3% 6.3%

ベトナム(n=259) 19.3% 54.4% 52.1% 37.1% 31.7% 6.2% 20.8% 27.8% 0.4% 3.5%

韓国(n=230) 25.7% 32.2% 47.0% 27.4% 4.8% 8.7% 10.0% 4.8% 0.0% 2.2%

ミャンマー(n=170) 12.9% 31.8% 31.2% 16.5% 17.1% 5.9% 7.1% 21.2% 1.8% 8.2%

フィリピン(n=147) 8.8% 46.3% 49.0% 29.9% 34.0% 10.2% 15.6% 17.7% 1.4% 3.4%

インドネシア(n=174) 14.9% 55.2% 39.1% 35.1% 25.3% 9.2% 15.5% 25.3% 0.0% 1.1%

スリランカ(n=153) 17.6% 34.6% 23.5% 17.6% 13.1% 8.5% 11.1% 20.9% 0.0% 7.8%

米国(n=126) 9.5% 61.9% 67.5% 38.9% 26.2% 18.3% 12.7% 27.8% 1.6% 0.0%

バングラデシュ(n=117) 18.8% 44.4% 16.2% 7.7% 13.7% 7.7% 5.1% 23.9% 0.9% 8.5%

台湾(n=98) 17.3% 50.0% 52.0% 45.9% 8.2% 12.2% 18.4% 21.4% 0.0% 0.0%

タイ(n=51) 11.8% 54.9% 41.2% 33.3% 31.4% 15.7% 19.6% 31.4% 0.0% 3.9%

インド(n=37) 5.4% 56.8% 37.8% 51.4% 24.3% 16.2% 32.4% 35.1% 0.0% 2.7%

朝鮮(n=14) 14.3% 35.7% 35.7% 50.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 7.1%

モンゴル(n=28) 42.9% 39.3% 17.9% 7.1% 3.6% 0.0% 7.1% 7.1% 0.0% 0.0%

その他(n=415) 15.4% 58.3% 42.7% 35.7% 13.7% 11.1% 16.4% 28.2% 0.5% 1.2%

無回答(n=68) 2.9% 4.4% 7.4% 2.9% 1.5% 4.4% 0.0% 0.0% 0.0% 83.8%

災害への準備

国
籍
・
地
域

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 34 災害への準備) 
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②－２ クロス集計(災害への準備×日本居住年数別) 

 居住年数が長くなるほど、「災害の時に使うものや食べ物を準備している」が多くなっ

ている。 

 

 

  

し
て
い
な
い

災
害
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る

災
害
の
時
に
使
う
も
の
や
食
べ

物
を
準
備
し
て
い
る

逃
げ
る
場
所
や
逃
げ
る
道
を

知
っ

て
い
る

自
分
の
国
の
言
葉
で
情
報
が
得

ら
れ
る
と
こ
ろ
を
知
っ

て
い
る

近
所
の
人
と
交
流
し
て
い
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

日
本
語
を
学
ん
で
い
る

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 18.8% 45.0% 37.9% 29.3% 17.0% 8.8% 13.6% 20.7% 0.5% 5.5%

1年より短い(n=611) 20.0% 48.3% 26.7% 23.9% 17.3% 8.7% 11.6% 33.2% 0.3% 3.9%

1年～2年(n=990) 19.7% 45.8% 32.2% 26.9% 20.7% 6.3% 13.4% 26.0% 0.1% 3.5%

3年～4年(n=476) 22.5% 45.8% 38.2% 27.9% 21.4% 7.1% 12.8% 22.1% 0.4% 2.3%

5年～9年(n=505) 16.8% 49.7% 46.9% 37.6% 20.0% 9.3% 14.3% 18.4% 1.0% 3.6%

10年～19年(n=389) 19.0% 44.0% 48.1% 33.7% 10.3% 11.6% 16.2% 10.8% 1.3% 3.3%

20年より長い(n=434) 16.6% 41.9% 53.9% 35.7% 9.0% 14.7% 17.7% 5.1% 0.9% 2.1%

無回答(n=95) 4.2% 4.2% 4.2% 3.2% 2.1% 4.2% 0.0% 2.1% 0.0% 85.3%

災害への準備

日
本
居
住
年
数

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 34 災害への準備) 
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（10）地域との交流 

問 35 地域に住んでいる日本人と日頃どのように交流していますか。（複数回答） 

①単純集計 

 「仕事や学校で交流している」が 46.0%で最も多く、次いで「近所に住んでいる人とあい

さつする」が 33.8%、「ない」が 22.8%となっている。 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 35 地域との交流状況) 
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②－１ クロス集計(地域との交流状況×学校・仕事別) 

 大学生、大学院生、研究者、教育機関職員は、「仕事や学校で交流している」が 50%以上

で最も多くなっている。 

 会社経営者・会社役員、個人事業主 （自営業）、家事に専念は、 「近所に住んでいる人とあ

いさつする」が 50%以上で最も多くなっている。 

  

 

  

な
い

趣
味
や
地
域
活
動
で

交
流
し
て
い
る

仕
事
や
学
校
で
交
流

し
て
い
る

近
所
に
住
ん
で
い
る

人
と
あ
い
さ
つ
す
る

近
所
や
街
中
で
見
か

け
る
こ
と
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 22.8% 18.8% 46.0% 33.8% 14.8% 1.7% 5.8%

高校生(n=89) 27.0% 19.1% 38.2% 27.0% 14.6% 0.0% 5.6%

大学生(n=201) 22.9% 22.4% 52.7% 22.9% 12.4% 2.5% 5.5%

大学院生(n=461) 19.3% 20.6% 65.1% 27.1% 12.8% 1.1% 1.1%

日本語学校生(n=594) 28.3% 14.0% 43.1% 19.9% 10.4% 0.8% 7.1%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

24.7% 12.8% 45.7% 26.9% 8.2% 1.6% 5.4%

研究者(n=103) 19.4% 25.2% 67.0% 38.8% 19.4% 1.0% 1.0%

教育機関職員(n=134) 14.9% 32.8% 64.2% 53.7% 35.8% 0.0% 1.5%

会社経営者・会社役員(n=71) 15.5% 25.4% 46.5% 53.5% 26.8% 4.2% 2.8%

会社員(n=730) 24.1% 19.6% 47.3% 39.2% 15.9% 2.1% 3.7%

個人事業主（自営業）(n=59) 20.3% 33.9% 30.5% 52.5% 18.6% 3.4% 3.4%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

19.3% 18.1% 39.8% 48.8% 18.5% 0.0% 4.3%

家事に専念(n=170) 24.7% 24.7% 14.7% 54.7% 15.9% 4.7% 3.5%

その他(n=169) 22.5% 18.3% 32.5% 46.7% 22.5% 4.7% 1.8%

無回答(n=97) 11.3% 2.1% 14.4% 8.2% 3.1% 0.0% 68.0%

地域との交流状況

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 35 地域との交流状況) 
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②－２ クロス集計(地域との交流状況×日本居住年数別) 

 居住年数５年以上は、「近所に住んでいる人とあいさつする」が多くなっている。 

 

 

 

 

  

な
い

趣
味
や
地
域
活
動
で

交
流
し
て
い
る

仕
事
や
学
校
で
交
流

し
て
い
る

近
所
に
住
ん
で
い
る

人
と
あ
い
さ
つ
す
る

近
所
や
街
中
で
見
か

け
る
こ
と
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 22.8% 18.8% 46.0% 33.8% 14.8% 1.7% 5.8%

1年より短い(n=611) 22.9% 16.0% 53.4% 28.5% 17.0% 1.3% 3.6%

1年～2年(n=990) 26.3% 15.6% 47.3% 26.0% 11.0% 1.1% 4.1%

3年～4年(n=476) 29.2% 20.0% 45.0% 29.8% 9.9% 0.8% 2.9%

5年～9年(n=505) 24.6% 19.4% 46.3% 36.2% 16.4% 2.4% 4.4%

10年～19年(n=389) 18.8% 23.1% 44.5% 45.0% 22.1% 3.6% 2.3%

20年より長い(n=434) 12.9% 28.1% 44.2% 56.9% 19.8% 2.1% 3.0%

無回答(n=95) 5.3% 2.1% 3.2% 5.3% 3.2% 0.0% 86.3%

地域との交流状況

日
本
居
住
年
数

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 35 地域との交流状況) 
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②－３ クロス集計(地域との交流状況×日本語能力別) 

 日本語能力が高くなるほど、「仕事や学校で交流している」が多くなっている。 

  

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

な
い

趣
味
や
地
域
活
動
で

交
流
し
て
い
る

仕
事
や
学
校
で
交
流

し
て
い
る

近
所
に
住
ん
で
い
る

人
と
あ
い
さ
つ
す
る

近
所
や
街
中
で
見
か

け
る
こ
と
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3,500) 22.8% 18.8% 46.0% 33.8% 14.8% 1.7% 5.8%

20％未満(n=97) 30.9% 6.2% 35.1% 37.1% 20.6% 3.1% 2.1%

20％以上40％未満(n=276) 26.1% 15.9% 39.1% 38.0% 19.2% 0.7% 3.3%

40％以上60％未満(n=807) 29.9% 14.7% 40.0% 30.5% 14.5% 2.0% 4.1%

60％以上80％未満(n=1,137) 22.3% 19.6% 48.4% 32.6% 14.1% 1.5% 3.5%

80％以上(n=951) 16.4% 26.1% 55.7% 40.6% 15.2% 1.7% 3.5%

無回答(n=232) 19.0% 8.2% 28.0% 16.8% 9.9% 1.7% 37.1%

地域との交流状況

日
本
語
能
力
（

平
均
）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 35 地域との交流状況) 
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問 36 地域の学校や団体とどのような交流をしてみたいですか。（複数回答・３つま

で） 

①単純集計 

 「日本の文化や習慣を学びたい」が 50.7%で最も多く、次いで「お祭りや防災訓練など住

んでいる地域のイベントに一緒に参加したい」が 38.9%、「母国の文化や言葉、料理など

を地域の学校や団体に紹介したい」が 29.5%となっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 36 希望する交流内容) 
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②－１ クロス集計(希望する交流内容×学校・仕事別) 

 高校生、大学生、大学院生、日本語学校生、専門学校生 （日本語学校生以外）は、 「日本

の文化や習慣を学びたい」が 50%以上で最も多くなっている。 

 

 

 

  

日
本
の
文
化
や
習
慣
を
学
び
た
い

母
国
の
文
化
や
言
葉
、

料
理
な
ど
を
地
域
の

学
校
や
団
体
に
紹
介
し
た
い

お
祭
り
や
防
災
訓
練
な
ど
住
ん
で
い
る
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
一
緒
に
参
加
し
た
い

取
り
組
ん
で
い
る
研
究
な
ど
の
知
識
を
地
域

の
人
た
ち
に
発
表
し
て
、

地
域
の
た
め
に
役

に
立
つ
活
動
を
し
て
み
た
い

通
訳
・
翻
訳
な
ど
自
分
の
力
が
役
に
立
つ
活

動
を
し
て
み
た
い

そ
の
他

交
流
し
た
く
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 50.7% 29.5% 38.9% 14.7% 26.1% 1.6% 13.1% 7.0%

高校生(n=89) 53.9% 28.1% 28.1% 10.1% 19.1% 0.0% 13.5% 6.7%

大学生(n=201) 59.2% 37.8% 49.3% 18.4% 31.3% 1.0% 7.0% 5.5%

大学院生(n=461) 57.0% 31.2% 39.7% 29.5% 36.0% 1.1% 10.6% 1.5%

日本語学校生(n=594) 64.8% 36.4% 32.2% 9.9% 17.0% 1.9% 7.2% 6.9%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

60.9% 36.7% 39.9% 13.9% 22.3% 0.8% 10.9% 6.5%

研究者(n=103) 38.8% 25.2% 49.5% 41.7% 31.1% 1.0% 13.6% 0.0%

教育機関職員(n=134) 35.8% 19.4% 47.0% 24.6% 34.3% 2.2% 19.4% 3.0%

会社経営者・会社役員(n=71) 32.4% 33.8% 40.8% 12.7% 23.9% 7.0% 9.9% 7.0%

会社員(n=730) 44.9% 23.7% 42.3% 9.9% 28.5% 1.4% 17.4% 4.9%

個人事業主（自営業）(n=59) 32.2% 20.3% 23.7% 13.6% 32.2% 1.7% 25.4% 10.2%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

37.8% 29.5% 37.8% 9.8% 29.9% 1.6% 17.7% 7.5%

家事に専念(n=170) 45.3% 23.5% 37.6% 7.1% 26.5% 2.4% 20.6% 7.6%

その他(n=169) 50.3% 29.0% 45.6% 10.7% 20.7% 2.4% 15.4% 4.7%

無回答(n=97) 20.6% 10.3% 12.4% 4.1% 6.2% 2.1% 5.2% 68.0%

希望する交流内容

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 36 希望する交流内容) 
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②－２ クロス集計(希望する交流内容×日本居住年数別) 

 居住年数が短くなるほど、「日本の文化や習慣を学びたい」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

  

日
本
の
文
化
や
習
慣
を
学
び
た
い

母
国
の
文
化
や
言
葉
、

料
理
な
ど
を
地
域
の

学
校
や
団
体
に
紹
介
し
た
い

お
祭
り
や
防
災
訓
練
な
ど
住
ん
で
い
る
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
一
緒
に
参
加
し
た
い

取
り
組
ん
で
い
る
研
究
な
ど
の
知
識
を
地
域

の
人
た
ち
に
発
表
し
て
、

地
域
の
た
め
に
役

に
立
つ
活
動
を
し
て
み
た
い

通
訳
・
翻
訳
な
ど
自
分
の
力
が
役
に
立
つ
活

動
を
し
て
み
た
い

そ
の
他

交
流
し
た
く
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 50.7% 29.5% 38.9% 14.7% 26.1% 1.6% 13.1% 7.0%

1年より短い(n=611) 69.2% 31.3% 45.8% 17.3% 25.5% 1.3% 6.4% 3.9%

1年～2年(n=990) 60.9% 36.1% 40.1% 14.3% 22.9% 1.4% 11.2% 4.6%

3年～4年(n=476) 55.0% 34.2% 42.6% 16.6% 28.4% 1.3% 11.3% 3.4%

5年～9年(n=505) 50.9% 31.3% 44.4% 15.8% 30.1% 0.8% 12.7% 4.2%

10年～19年(n=389) 36.0% 25.7% 34.7% 15.4% 28.5% 2.1% 18.0% 5.4%

20年より長い(n=434) 18.9% 13.4% 27.4% 10.8% 30.0% 3.5% 27.0% 8.5%

無回答(n=95) 8.4% 4.2% 2.1% 2.1% 2.1% 0.0% 3.2% 85.3%

希望する交流内容

日
本
居
住
年
数

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 36 希望する交流内容) 
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②－３ クロス集計(希望する交流内容×日本語能力別) 

 日本語能力が低くなるほど、「お祭りや防災訓練など住んでいる地域のイベントに一緒

に参加したい」が多くなっている。 

 日本語能力が高くなるほど、「通訳・翻訳など自分の力が役に立つ活動をしてみたい」

が多くなる傾向がある。 

 

※日本語能力のクロス集計方法は32ページ参照。 

 

 

  

日
本
の
文
化
や
習
慣
を
学
び
た
い

母
国
の
文
化
や
言
葉
、

料
理
な
ど
を
地
域
の

学
校
や
団
体
に
紹
介
し
た
い

お
祭
り
や
防
災
訓
練
な
ど
住
ん
で
い
る
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
一
緒
に
参
加
し
た
い

取
り
組
ん
で
い
る
研
究
な
ど
の
知
識
を
地
域

の
人
た
ち
に
発
表
し
て
、

地
域
の
た
め
に
役

に
立
つ
活
動
を
し
て
み
た
い

通
訳
・
翻
訳
な
ど
自
分
の
力
が
役
に
立
つ
活

動
を
し
て
み
た
い

そ
の
他

交
流
し
た
く
な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 50.7% 29.5% 38.9% 14.7% 26.1% 1.6% 13.1% 7.0%

20％未満(n=97) 63.9% 36.1% 49.5% 22.7% 12.4% 0.0% 15.5% 1.0%

20％以上40％未満(n=276) 61.2% 30.4% 44.2% 14.1% 18.8% 1.8% 13.0% 4.0%

40％以上60％未満(n=807) 61.7% 37.3% 44.1% 11.6% 17.6% 1.1% 12.1% 4.6%

60％以上80％未満(n=1,137) 57.2% 30.6% 40.9% 15.0% 28.1% 1.9% 11.1% 4.6%

80％以上(n=951) 33.4% 23.7% 33.9% 18.0% 36.9% 1.5% 17.5% 5.6%

無回答(n=232) 33.6% 16.4% 20.3% 8.6% 15.5% 2.2% 7.3% 39.7%

希望する交流内容

日
本
語
能
力
（

平
均
）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 36 希望する交流内容) 
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問 37 地域の学校や団体と交流していない理由や困っていることはありますか。（複

数回答・３つまで） 

①単純集計 

 「どのような機会があるのか知らない」が 39.9%で最も多く、次いで「言葉が通じるか不

安がある」が 27.0%、「時間がなく交流できない」が 24.4%となっている。 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 37 交流していない理由・困っていること) 
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②－１ クロス集計(交流していない理由・困っていること×学校・仕事別) 

 個人事業主 （自営業）、家事に専念、無回答を除く全ての属性で 「どのような機会がある

のか知らない」が最も多くなっている。 

 

 

  

ど
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
の
か
知

ら
な
い

言
葉
が
通
じ
る
か
不
安
が
あ
る

時
間
が
な
く
交
流
で
き
な
い

知
っ

て
い
る
人
が
い
な
い
の
で
不

安
が
あ
る

地
域
の
人
た
ち
が
自
分
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
か
不
安
が
あ
る

参
加
す
る
と
き
の
お
金
（

交
通
費

な
ど
）

そ
の
他

な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 39.9% 27.0% 24.4% 23.5% 18.7% 11.0% 1.3% 22.4% 7.4%

高校生(n=89) 33.7% 21.3% 25.8% 21.3% 20.2% 11.2% 0.0% 21.3% 9.0%

大学生(n=201) 41.8% 33.3% 26.9% 25.9% 22.9% 12.9% 1.0% 19.9% 5.0%

大学院生(n=461) 45.3% 39.0% 31.7% 34.5% 26.7% 13.9% 1.7% 14.1% 1.5%

日本語学校生(n=594) 37.2% 30.8% 14.5% 22.9% 18.5% 11.4% 1.0% 20.5% 9.9%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

40.2% 25.3% 18.8% 25.0% 19.6% 16.0% 0.8% 21.2% 6.8%

研究者(n=103) 48.5% 33.0% 44.7% 24.3% 10.7% 3.9% 1.0% 23.3% 1.9%

教育機関職員(n=134) 48.5% 24.6% 35.8% 15.7% 19.4% 6.0% 0.7% 29.1% 3.0%

会社経営者・会社役員(n=71) 36.6% 14.1% 35.2% 11.3% 14.1% 7.0% 2.8% 28.2% 5.6%

会社員(n=730) 42.1% 20.0% 30.5% 23.2% 17.3% 9.0% 1.5% 24.5% 5.2%

個人事業主（自営業）(n=59) 32.2% 15.3% 23.7% 10.2% 5.1% 3.4% 1.7% 39.0% 10.2%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

35.8% 24.4% 23.2% 23.6% 18.1% 11.8% 1.6% 24.4% 5.9%

家事に専念(n=170) 35.3% 29.4% 13.5% 23.5% 14.1% 11.2% 1.8% 37.6% 4.1%

その他(n=169) 45.0% 31.4% 18.9% 18.3% 21.3% 12.4% 1.2% 22.5% 4.7%

無回答(n=97) 9.3% 5.2% 6.2% 6.2% 4.1% 4.1% 1.0% 12.4% 69.1%

交流していない理由・困っていること

学
校
・
仕
事

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 37 交流していない理由・困っていること) 
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②－２ クロス集計(交流していない理由・困っていること×日本居住年数別) 

 居住年数が短くなるほど、「言葉が通じるか不安がある」「知っている人がいないので

不安がある」「参加するときのお金（交通費など）」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ど
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
の
か
知

ら
な
い

言
葉
が
通
じ
る
か
不
安
が
あ
る

時
間
が
な
く
交
流
で
き
な
い

知
っ

て
い
る
人
が
い
な
い
の
で
不

安
が
あ
る

地
域
の
人
た
ち
が
自
分
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
か
不
安
が
あ
る

参
加
す
る
と
き
の
お
金
（

交
通
費

な
ど
）

そ
の
他

な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 39.9% 27.0% 24.4% 23.5% 18.7% 11.0% 1.3% 22.4% 7.4%

1年より短い(n=611) 41.6% 40.1% 20.8% 28.6% 23.6% 13.6% 0.8% 16.9% 5.6%

1年～2年(n=990) 42.6% 34.8% 21.4% 28.2% 21.7% 12.7% 1.1% 18.8% 5.7%

3年～4年(n=476) 46.2% 31.5% 28.2% 27.3% 20.4% 12.4% 1.5% 17.9% 3.4%

5年～9年(n=505) 49.1% 25.0% 29.1% 25.0% 21.2% 10.1% 1.6% 19.0% 5.3%

10年～19年(n=389) 39.1% 13.1% 33.2% 16.7% 16.2% 10.0% 2.3% 25.4% 4.9%

20年より長い(n=434) 21.7% 5.5% 23.0% 10.6% 6.5% 6.0% 0.9% 49.1% 6.5%

無回答(n=95) 5.3% 3.2% 5.3% 3.2% 1.1% 2.1% 1.1% 3.2% 84.2%

交流していない理由・困っていること

日
本
居
住
年
数

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 37 交流していない理由・困っていること) 
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②－３ クロス集計(交流していない理由・困っていること×日本語能力別)  

 日本語能力が低くなるほど、「言葉が通じるか不安がある」が多くなっている。 

 

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

  

ど
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
の
か
知

ら
な
い

言
葉
が
通
じ
る
か
不
安
が
あ
る

時
間
が
な
く
交
流
で
き
な
い

知
っ

て
い
る
人
が
い
な
い
の
で
不

安
が
あ
る

地
域
の
人
た
ち
が
自
分
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
か
不
安
が
あ
る

参
加
す
る
と
き
の
お
金
（

交
通
費

な
ど
）

そ
の
他

な
い

無
回
答

全体(n=3,500) 39.9% 27.0% 24.4% 23.5% 18.7% 11.0% 1.3% 22.4% 7.4%

20％未満(n=97) 46.4% 55.7% 25.8% 23.7% 10.3% 8.2% 1.0% 22.7% 3.1%

20％以上40％未満(n=276) 43.8% 49.6% 26.4% 27.9% 18.1% 16.3% 0.4% 13.8% 4.7%

40％以上60％未満(n=807) 40.1% 42.1% 19.3% 28.1% 22.4% 11.0% 1.7% 18.0% 6.8%

60％以上80％未満(n=1,137) 44.4% 27.0% 28.0% 26.3% 20.4% 12.0% 1.2% 20.0% 4.6%

80％以上(n=951) 36.4% 7.9% 26.8% 18.1% 16.2% 9.4% 1.2% 33.0% 4.9%

無回答(n=232) 23.3% 13.4% 11.6% 11.2% 12.1% 7.8% 1.7% 16.8% 38.8%

交流していない理由・困っていること

日
本
語
能
力
（

平
均
）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 37 交流していない理由・困っていること) 
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（11）行政サービス 

問 38 市役所の窓口に行こうとしたときに困ったことはありますか。（上位３つ） 

①－１ 順位別の単純集計 

 １位は、 「ない」が 36.9%で最も多く、次いで「 類がやさしい日本語や多言語で いてい

ないので困った」が 23.9%、「言葉がわからなくて職員とうまくコミュニケーションがとれ

なくて困った」が 10.8%となっている。 

   

 

  

１位 ２位 ３位

 類がやさしい日本語や多言語で いていないので困った 23.9% 6.2% 5.8%

窓口の名前が外国語で いていないので、どの窓口に行けば
よいかわからなくて困った

7.6% 12.2% 5.2%

言葉がわからなくて職員とうまくコミュニケーションがとれ
なくて困った

10.8% 12.1% 8.9%

職員が話す言葉に専門用語が多くて困った 7.1% 7.3% 8.7%

その他 2.2% 0.7% 1.2%

ない 36.9% 1.0% 2.2%

無回答 11.5% 60.6% 68.0%

順位（n = 3,500）

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 38 市役所の窓口に行こうとして困ったこと) 
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①－２ 加重平均別の単純集計 

 「ない」が 42.9%で最も多く、次いで「 類がやさしい日本語や多言語で いていないの

で困った」が 32.4%、「言葉がわからなくて職員とうまくコミュニケーションがとれなく

て困った」が 22.5％となっている。 

 

 ※無回答を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 38 市役所の窓口に行こうとして困ったこと) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(市役所の窓口に行こうとして困ったこと×学校・仕事別) 

 １位は、属性に関わらず、「ない」「 類がやさしい日本語や多言語で いていないの

で困った」が多い傾向となっている。 

   

次ページに続く 

 

 

 

 

  

 
類
が
や
さ
し
い
日
本
語
や
多
言

語
で
 
い
て
い
な
い
の
で
困
っ

た

窓
口
の
名
前
が
外
国
語
で
 
い
て

い
な
い
の
で
、

ど
の
窓
口
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

た

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
職
員
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と

れ
な
く
て
困
っ

た

職
員
が
話
す
言
葉
に
専
門
用
語
が

多
く
て
困
っ

た

そ
の
他

な
い

無
回
答

１位 23.9% 7.6% 10.8% 7.1% 2.2% 36.9% 11.5%

２位 6.2% 12.2% 12.1% 7.3% 0.7% 1.0% 60.6%

３位 5.8% 5.2% 8.9% 8.7% 1.2% 2.2% 68.0%

１位 39.3% 12.4% 6.7% 1.1% 1.1% 23.6% 15.7%

２位 3.4% 16.9% 19.1% 12.4% 0.0% 1.1% 47.2%

３位 4.5% 11.2% 16.9% 13.5% 1.1% 2.2% 50.6%

１位 24.9% 9.0% 10.4% 7.0% 1.0% 38.3% 9.5%

２位 9.5% 9.0% 12.4% 9.0% 0.5% 2.0% 57.7%

３位 4.5% 7.0% 9.5% 9.5% 1.5% 3.0% 65.2%

１位 19.5% 6.1% 14.8% 10.0% 2.6% 42.1% 5.0%

２位 6.9% 13.0% 11.9% 8.0% 0.2% 2.6% 57.3%

３位 8.0% 4.3% 8.7% 7.6% 0.4% 3.0% 67.9%

１位 32.3% 10.9% 15.2% 5.4% 0.3% 19.5% 16.3%

２位 6.6% 17.0% 18.5% 8.4% 0.2% 0.7% 48.7%

３位 8.4% 7.2% 12.1% 12.8% 0.8% 2.7% 55.9%

１位 32.1% 11.4% 11.1% 4.9% 0.5% 28.0% 12.0%

２位 7.1% 13.9% 13.3% 7.6% 0.8% 0.5% 56.8%

３位 6.5% 6.0% 10.6% 11.4% 2.2% 2.4% 60.9%

市役所の窓口に行こうとして困ったこと

学
校
・
仕
事

全体(n=3,500)

高校生(n=89)

大学生(n=201)

大学院生(n=461)

日本語学校生(n=594)

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=368)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 38 市役所の窓口に行こうとして困ったこと) 
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②－１－１ 順位別のクロス集計(市役所の窓口に行こうとして困ったこと×学校・仕事別)【続き】 

 

 

  

 
類
が
や
さ
し
い
日
本
語
や
多
言

語
で
 
い
て
い
な
い
の
で
困
っ

た

窓
口
の
名
前
が
外
国
語
で
 
い
て

い
な
い
の
で
、

ど
の
窓
口
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

た

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
職
員
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と

れ
な
く
て
困
っ

た

職
員
が
話
す
言
葉
に
専
門
用
語
が

多
く
て
困
っ

た

そ
の
他

な
い

無
回
答

１位 17.5% 1.0% 10.7% 8.7% 4.9% 52.4% 4.9%

２位 4.9% 11.7% 10.7% 3.9% 0.0% 0.0% 68.9%

３位 4.9% 5.8% 7.8% 3.9% 0.0% 2.9% 74.8%

１位 18.7% 3.7% 10.4% 8.2% 5.2% 47.0% 6.7%

２位 6.0% 7.5% 11.2% 9.0% 1.5% 0.7% 64.2%

３位 7.5% 4.5% 3.7% 5.2% 1.5% 2.2% 75.4%

１位 16.9% 5.6% 5.6% 1.4% 4.2% 57.7% 8.5%

２位 4.2% 9.9% 4.2% 2.8% 1.4% 0.0% 77.5%

３位 1.4% 1.4% 4.2% 5.6% 4.2% 1.4% 81.7%

１位 16.4% 5.8% 8.2% 9.6% 4.0% 46.8% 9.2%

２位 5.6% 9.0% 8.2% 7.4% 0.8% 0.8% 68.1%

３位 3.8% 3.8% 6.6% 5.9% 1.4% 1.8% 76.7%

１位 11.9% 1.7% 6.8% 10.2% 5.1% 57.6% 6.8%

２位 3.4% 8.5% 6.8% 1.7% 1.7% 0.0% 78.0%

３位 6.8% 3.4% 3.4% 1.7% 0.0% 0.0% 84.7%

１位 28.0% 6.3% 8.3% 5.9% 2.0% 41.7% 7.9%

２位 3.5% 11.8% 12.2% 7.5% 2.0% 0.4% 62.6%

３位 4.7% 3.5% 7.9% 11.8% 0.8% 1.2% 70.1%

１位 22.9% 9.4% 8.2% 7.6% 1.2% 45.9% 4.7%

２位 8.2% 10.0% 10.0% 5.9% 0.6% 0.6% 64.7%

３位 2.9% 6.5% 9.4% 8.8% 0.6% 1.2% 70.6%

１位 28.4% 8.9% 12.4% 6.5% 2.4% 34.9% 6.5%

２位 8.3% 16.0% 12.4% 4.1% 0.6% 1.2% 57.4%

３位 4.7% 5.3% 13.0% 6.5% 1.8% 3.0% 65.7%

１位 10.3% 3.1% 4.1% 2.1% 0.0% 4.1% 76.3%

２位 1.0% 7.2% 7.2% 2.1% 0.0% 0.0% 82.5%

３位 5.2% 1.0% 4.1% 4.1% 2.1% 1.0% 82.5%

その他(n=169)

無回答(n=97)

市役所の窓口に行こうとして困ったこと

学
校
・
仕
事

研究者(n=103)

教育機関職員(n=134)

会社経営者・会社役員(n=71)

会社員(n=730)

個人事業主（自営業）(n=59)

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=254)

家事に専念(n=170)

Ⅳ 調査分析結果の詳細(問 38 市役所の窓口に行こうとして困ったこと) 
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②－１－２ 加重平均別のクロス集計(市役所の窓口に行こうとして困ったこと×学校・仕事別) 

 １位は、属性に関わらず、「ない」「 類がやさしい日本語や多言語で いていないの

で困った」が多い傾向となっている。 

     

  

 
類
が
や
さ
し
い
日
本
語
や
多
言

語
で
 
い
て
い
な
い
の
で
困
っ

た

窓
口
の
名
前
が
外
国
語
で
 
い
て

い
な
い
の
で
、

ど
の
窓
口
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

た

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
職
員
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と

れ
な
く
て
困
っ

た

職
員
が
話
す
言
葉
に
専
門
用
語
が

多
く
て
困
っ

た

そ
の
他

な
い

全体(n=3,099) 32.4% 18.0% 22.5% 14.9% 3.2% 42.9%

高校生(n=75) 50.1% 29.3% 25.6% 13.3% 1.6% 29.3%

大学生(n=182) 34.7% 17.4% 21.9% 15.7% 1.8% 44.3%

大学院生(n=438) 26.6% 15.5% 24.9% 17.2% 3.0% 46.6%

日本語学校生(n=497) 45.4% 27.0% 34.3% 15.5% 0.7% 24.5%

専門学校生
(日本語学校生以外)(n=324)

42.7% 23.8% 24.1% 13.3% 1.7% 32.7%

研究者(n=98) 22.4% 9.6% 19.6% 12.4% 5.1% 55.7%

教育機関職員(n=125) 25.4% 9.8% 19.2% 15.7% 6.9% 51.4%

会社経営者・会社役員(n=65) 21.5% 12.9% 9.8% 4.6% 6.5% 63.4%

会社員(n=663) 22.7% 13.2% 15.9% 16.7% 5.2% 52.5%

個人事業主（自営業）(n=55) 16.4% 8.0% 12.4% 12.4% 6.5% 61.8%

パートタイム・アルバイト
（学生以外）(n=234)

33.7% 15.3% 18.6% 13.8% 3.6% 45.8%

家事に専念(n=162) 29.9% 17.5% 16.9% 13.6% 1.7% 48.8%

その他(n=158) 36.7% 20.9% 24.1% 11.0% 3.3% 38.7%

無回答(n=23) 50.4% 32.2% 39.1% 17.4% 1.7% 18.3%

市役所の窓口に行こうとして困ったこと

学
校
・
仕
事
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②－２－１ 順位別のクロス集計(市役所の窓口に行こうとして困ったこと×日本居住年数別)  

 １位は、居住年数に関わらず、「ない」「 類がやさしい日本語や多言語で いていな

いので困った」が多い傾向となっている。 

 １位は、居住年数が短くなるほど、「言葉がわからなくて職員とうまくコミュニケーシ

ョンがとれなくて困った」が多くなっている。 

 

 

 

 
類
が
や
さ
し
い
日
本
語
や
多
言

語
で
 
い
て
い
な
い
の
で
困
っ

た

窓
口
の
名
前
が
外
国
語
で
 
い
て

い
な
い
の
で
、

ど
の
窓
口
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

た

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
職
員
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と

れ
な
く
て
困
っ

た

職
員
が
話
す
言
葉
に
専
門
用
語
が

多
く
て
困
っ

た

そ
の
他

な
い

無
回
答

１位 23.9% 7.6% 10.8% 7.1% 2.2% 36.9% 11.5%

２位 6.2% 12.2% 12.1% 7.3% 0.7% 1.0% 60.6%

３位 5.8% 5.2% 8.9% 8.7% 1.2% 2.2% 68.0%

１位 26.7% 8.8% 18.2% 8.2% 1.1% 27.3% 9.7%

２位 7.5% 17.7% 15.9% 7.7% 0.3% 0.5% 50.4%

３位 8.5% 6.7% 11.0% 10.8% 1.6% 2.9% 58.4%

１位 30.1% 9.7% 14.8% 6.1% 0.9% 28.2% 10.2%

２位 6.8% 15.5% 16.9% 8.9% 0.7% 1.4% 49.9%

３位 7.7% 7.4% 11.5% 11.7% 1.0% 3.0% 57.7%

１位 26.9% 9.7% 10.3% 8.2% 1.7% 35.1% 8.2%

２位 7.8% 10.7% 14.1% 8.0% 1.1% 2.3% 56.1%

３位 5.9% 6.5% 10.1% 8.4% 1.9% 2.1% 65.1%

１位 22.8% 4.8% 9.1% 10.9% 3.0% 40.2% 9.3%

２位 6.9% 9.7% 10.1% 7.5% 0.8% 0.4% 64.6%

３位 4.2% 4.2% 7.7% 8.3% 1.2% 2.6% 71.9%

１位 19.5% 7.5% 3.6% 7.7% 4.4% 50.4% 6.9%

２位 3.6% 11.1% 5.7% 7.2% 0.8% 0.8% 71.0%

３位 3.3% 2.1% 7.7% 5.4% 0.5% 1.0% 79.9%

１位 12.0% 3.7% 2.1% 3.2% 4.8% 63.4% 10.8%

２位 3.5% 4.8% 4.6% 3.2% 0.5% 0.2% 83.2%

３位 2.1% 1.8% 3.2% 3.9% 1.2% 0.7% 87.1%

１位 3.2% 2.1% 3.2% 1.1% 0.0% 5.3% 85.3%

２位 2.1% 1.1% 1.1% 2.1% 0.0% 0.0% 93.7%

３位 3.2% 0.0% 1.1% 1.1% 0.0% 0.0% 94.7%

無回答(n=95)

市役所の窓口に行こうとして困ったこと

日
本
居
住
年
数

全体(n=3,500)

1年より短い(n=611)

1年～2年(n=990)

3年～4年(n=476)

5年～9年(n=505)

10年～19年(n=389)

20年より長い(n=434)
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②－２－２ 加重平均別のクロス集計(市役所の窓口に行こうとして困ったこと×日本居住年数別) 

 居住年数に関わらず、「ない」「 類がやさしい日本語や多言語で いていないので困

った」が多い傾向となっている。 

 居住年数が短くなるほど、「言葉がわからなくて職員とうまくコミュニケーションがと

れなくて困った」が多くなっている。 

 

 

 

 

  

 
類
が
や
さ
し
い
日
本
語
や
多
言

語
で
 
い
て
い
な
い
の
で
困
っ

た

窓
口
の
名
前
が
外
国
語
で
 
い
て

い
な
い
の
で
、

ど
の
窓
口
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

た

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
職
員
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と

れ
な
く
て
困
っ

た

職
員
が
話
す
言
葉
に
専
門
用
語
が

多
く
て
困
っ

た

そ
の
他

な
い

全体(n=3,099) 32.4% 18.0% 22.5% 14.9% 3.2% 42.9%

1年より短い(n=552) 36.4% 23.0% 33.1% 16.6% 1.8% 31.2%

1年～2年(n=889) 39.8% 22.8% 30.4% 15.3% 1.7% 33.0%

3年～4年(n=437) 35.7% 18.9% 22.6% 16.0% 2.9% 40.2%

5年～9年(n=458) 30.6% 12.6% 18.4% 18.8% 4.1% 45.2%

10年～19年(n=362) 24.0% 15.6% 9.2% 14.1% 5.3% 54.9%

20年より長い(n=387) 16.2% 7.8% 6.1% 6.7% 6.0% 71.4%

無回答(n=14) 34.3% 18.6% 27.1% 17.1% 0.0% 35.7%

日
本
居
住
年
数

市役所の窓口に行こうとして困ったこと
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②－３－１ 順位別のクロス集計(市役所の窓口に行こうとして困ったこと×日本語能力別) 

 １位は、日本語能力が低くなるほど、「 類がやさしい日本語や多言語で いていない

ので困った」「言葉がわからなくて職員とうまくコミュニケーションがとれなくて困っ

た」が多くなっている。 

   

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

  

 
類
が
や
さ
し
い
日
本
語
や
多
言

語
で
 
い
て
い
な
い
の
で
困
っ

た

窓
口
の
名
前
が
外
国
語
で
 
い
て

い
な
い
の
で
、

ど
の
窓
口
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

た

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
職
員
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と

れ
な
く
て
困
っ

た

職
員
が
話
す
言
葉
に
専
門
用
語
が

多
く
て
困
っ

た

そ
の
他

な
い

無
回
答

１位 23.9% 7.6% 10.8% 7.1% 2.2% 36.9% 11.5%

２位 6.2% 12.2% 12.1% 7.3% 0.7% 1.0% 60.6%

３位 5.8% 5.2% 8.9% 8.7% 1.2% 2.2% 68.0%

１位 37.1% 7.2% 32.0% 3.1% 2.1% 17.5% 1.0%

２位 15.5% 18.6% 27.8% 5.2% 0.0% 1.0% 32.0%

３位 8.2% 14.4% 12.4% 7.2% 2.1% 2.1% 53.6%

１位 34.4% 9.8% 22.5% 1.4% 2.5% 21.0% 8.3%

２位 9.8% 20.7% 19.9% 5.4% 0.7% 1.1% 42.4%

３位 8.0% 8.0% 13.4% 14.9% 2.2% 1.4% 52.2%

１位 32.8% 10.5% 16.4% 6.6% 1.2% 21.6% 10.9%

２位 7.6% 17.7% 19.5% 9.8% 0.7% 0.9% 43.9%

３位 8.6% 8.2% 13.4% 14.1% 1.1% 3.1% 51.5%

１位 26.5% 8.3% 10.0% 9.5% 1.7% 34.9% 9.1%

２位 6.5% 11.7% 12.5% 9.1% 0.7% 0.9% 58.7%

３位 6.2% 4.7% 9.1% 9.0% 1.1% 2.8% 67.0%

１位 10.5% 3.9% 2.4% 7.6% 3.6% 63.5% 8.5%

２位 2.9% 5.7% 2.8% 4.3% 0.5% 1.2% 82.5%

３位 2.2% 2.1% 3.5% 2.8% 0.6% 1.4% 87.4%

１位 16.4% 7.3% 7.3% 3.9% 2.2% 18.1% 44.8%

２位 4.7% 9.1% 7.3% 5.2% 0.9% 0.9% 72.0%

３位 4.7% 2.6% 8.2% 5.2% 3.0% 0.9% 75.4%

市役所の窓口に行こうとして困ったこと

日
本
語
能
力
（

平
均
）

全体(n=3500)

20％未満(n=97)

20％以上40％未満(n=276)

40％以上60％未満(n=807)

60％以上80％未満(n=1137)

80％以上(n=951)

無回答(n=232)
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②－３－２ 加重平均別のクロス集計(市役所の窓口に行こうとして困ったこと×日本語能力別) 

 日本語能力が低くなるほど、「 類がやさしい日本語や多言語で いていないので困っ

た」「言葉がわからなくて職員とうまくコミュニケーションがとれなくて困った」が多

くなっている。 

   

※日本語能力のクロス集計方法は 32 ページ参照。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
類
が
や
さ
し
い
日
本
語
や
多
言

語
で
 
い
て
い
な
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で
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窓
口
の
名
前
が
外
国
語
で
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い
な
い
の
で
、

ど
の
窓
口
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

た

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
職
員
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と

れ
な
く
て
困
っ

た

職
員
が
話
す
言
葉
に
専
門
用
語
が

多
く
て
困
っ

た

そ
の
他

な
い

全体(n=3,099) 32.4% 18.0% 22.5% 14.9% 3.2% 42.9%

20％未満(n=96) 48.5% 21.5% 51.7% 7.7% 2.5% 18.8%

20％以上40％未満(n=253) 45.7% 25.9% 40.5% 8.4% 3.7% 24.0%

40％以上60％未満(n=719) 43.9% 25.6% 34.5% 17.1% 2.1% 25.5%

60％以上80％未満(n=1,033) 34.8% 17.9% 21.3% 18.4% 2.5% 39.6%

80％以上(n=870) 13.9% 8.4% 5.3% 11.7% 4.4% 70.5%

無回答(n=128) 36.6% 24.1% 24.2% 14.5% 5.9% 34.1%

日
本
語
能
力
（

平
均
）

市役所の窓口に行こうとして困ったこと
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３．自由意見 

問 39 最後に、これから仙台市にぜひ取り組んでほしいこと、アンケート項目以外

で困っていることなど、自由に いてください。 

 自由意見は調査項目の大分類ごとに分け、さらに小分類に細分化して集計した。 

 意見の件数は小分類単位で複数回答の取り扱いとしている。 

 回答延べ件数は 2,062 件であった。 

 

大分類 件数 小分類 件数 

言語 62 日本語学習 43 

    日本語能力 13 

    その他 6 

居住 57 賃貸契約・家賃 25 

    住居探し 24 

    その他 8 

生活 856 住みやすさ全般 235 

    物価・生活費 155 

    多文化理解 101 

    公共交通 93 

    税金・医療保険・年金 84 

    自動車・自転車・交通事情 45 

  遊び・スポーツ・文化芸術 35 

  安全・安心 25 

  食事・買い物 24 

  観光 22 

    ゴミ出しルール 17 

    環境保全 11 

    その他 9 

情報 96 多言語対応 76 

    情報発信 15 

    その他 5 

福祉・医療 37 病院探し 18 

    多言語対応 10 

    その他 9 

次ページに続く 
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  【続き】 

大分類 件数 小分類 件数 

子育て・教育 75 子育て支援 28 

    こどもの遊び場 21 

    学校 20 

    その他 6 

仕事 294 就学・就労機会 170 

    給与・職場環境 116 

    その他 8 

防災・危機管理 26 防災・減災対策 17 

    情報発信 9 

地域との交流 98 地域交流全般 56 

    交流イベント 24 

    情報発信 11 

    その他 7 

行政サービス 151 多言語対応 57 

    相談窓口・生活支援 45 

    手続き全般 25 

    デジタル化・オンライン化 15 

    その他 9 

その他 310 意見なし（困っていない含む） 205 

  意見を聞く機会（本調査への意見含む） 33 

  謝辞・応援コメント 25 

  在留管理制度 21 

  その他 26 
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   ① 大分類 

 『その他』を除き、最も多かったのは『生活』で 856 件であった。次いで『仕事』の

294 件、『行政サービス』の 151 件となっている。 

 

   ② 小分類 

 『言語』については、「日本語学習」(43 件)に分類される意見が多く、時間や場所、オン 

ラインの活用など参加しやすい日本語学習機会に関する意見が寄せられている。 

 『居住』については、「賃貸契約・家賃」(25 件)、「住居探し」(24 件)に分類される意見

が多く、家賃・賃貸契約や住居探しの難しさに関する意見が寄せられている。 

 『生活』については、「住みやすさ全般」(235 件)に分類されるものが最も多く、仙台の

良さなどについて具体的な声が多数寄せられている。「物価・生活費」(155 件)や「税金 ・

医療保険・年金」 （84 件）に分類されるものも多く、昨今の物価高騰の影響等を受け生活

費や税・社会保険料等の支払いに関する意見が多い。「多文化理解」(101 件)に分類され

る意見からは文化のちがいによる苦労が寄せられている。「公共交通」(93 件)に分類され

る意見では、バスに関する意見が多かった。 

 『情報』については、「多言語対応」(76 件)に分類される意見が多く、多言語表示の充実

に関する意見が寄せられている。 

 『福祉・医療』については、「病院探し」(18 件)に分類される意見が多く、医療機関を探

しやすくする仕組みづくりに関する意見が寄せられている。 

 『子育て・教育』については、「子育て支援」(28 件)や「こどもの遊び場」(21 件)に分類

される意見が多く、子育て制度の充実やこどもの遊び場の整備に関する意見が寄せられ

ている。 

 『仕事』については、「就学・就労機会」(170 件)や「給与・職場環境」(116 件)に分類さ

れる意見が多く、アルバイト探しや給与水準などに関する意見が寄せられている。 

 『防災 ・危機管理』については、「防災・減災対策」(17 件)に分類される意見が多く、災

害時の対応に関する意見が寄せられている。 

 『地域との交流』については、「地域交流全般」(56 件)に分類される意見が多く、地域の

人と知り合う機会や自分の経験などを活かした交流等、地域交流に関して幅広い意見が

寄せられている。 

 『行政サービス』については、「多言語対応」(57 件)に分類される意見が多く、手続き時

の言語サポートや 類の多言語化に関する意見が寄せられている。 

 『その他』については、「意見なし（困っていない含む）」(205 件)の意見が多く、そのほ

か本調査に関する意見等が寄せられている。 
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Ⅴ 外部有識者のコメント 
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Ⅴ 外部有識者のコメント 

 

本調査の実施にあたり設置した「令和７年度仙台市外国人住民実態調査検討会」の外部有識

者からの調査結果等に関するコメントを掲載する。 

 

宮城教育大学教育学部国際教育領域教授 市瀬智紀 

 本調査は、仙台市の外国人住民の実態を把握し、将来にわたって多様な機関が連携しながら

外国人住民への施策を実現するにあたっての重要な情報提供となっている。回答者は、「学都」

仙台としての特徴として、来日期間の浅い（２年以内が 45.8％）「学生」の回答が多い(48.9％)

結果となった。回答者の特徴として、英語の能力が「読む」「 く」において日本語を上回って

おり、結果を踏まえて、行政 類については、英語や「やさしい日本語」での多言語化を進め

る必要があると考える。また、回答者の特性から希望する日本語の学習方法として、教室学習

よりも、 「日本人と会話をしながら学ぶ」（35.9％）ことが最も多いことがわかった。「日本の文

化や習慣を学びたい」(50.7％) 「お祭りや防災訓練など住んでいる地域のイベントに一緒に参

加したい」(38.9％)という結果も示された。外国人のために日本の伝統的な文化や習慣を伝え

るイベントを新たに創出するよりも、習慣的な違いから生じる矛盾や摩擦を解決する視点から

の学習機会の提供も必要であろう。また、地域のボランティア活動に参加してもらうなど、外

国人住民が地域に貢献する形での活動もありうる。現在、宮城県では、外国人県民の社会参画

を促すための情報発信アプリ（仮）の検討を進めているが、外国人住民と地域住民とが共に過

ごす時間を創出し、お互いに協働することで相互理解が深まるような機会が多くなることを期

待したい。 

 

東北大学高度教養教育・学生支援機構グローバルラーニングセンター准教授 渡部留美 

 本調査は、様々な属性の方から回答があり、仙台市に住む外国人住民の声を幅広く くこと

ができたといえます。回答率 21.5%というのは決して低い数値ではなく、仙台市による外国人

住民へのサービスや支援の向上に対する期待の表れであると捉えられます。生活面については、

仙台市が住みやすいと回答した人は 87.6%に上り、豊かな自然、治安の良さ、便利さに魅力を

感じ、将来も住み続けたいと考えていることは喜ばしいことです。一方で、病院の利用に困難

を感じる、家を探すときに外国人という理由で断られるなど、基本的な生活を送るうえで壁が

存在することも分かりました。これらについては仙台市が喫緊に取り組むべき課題でしょう。 

やさしい日本語が外国人住民に有効であることも明らかになりました。日本人との交流を希

望している外国人も多いことから、やさしい日本語を使って一緒に活動するなど、日本人が気

軽に取り組めることは多くあります。本調査は、単に外国人住民の生活実態やニーズが明らか

になっただけでなく、多文化共生社会の実現に向けたヒントを見出すことができたと思います。

仙台市の今後の取り組みに大いに期待します。 
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仙台国際日本語学校校長 今江寿史 

 本調査は、24 年ぶりとなる市内の外国人住民の実態や意識を把握する大規模な試みであり、

留学生から就業者、定住者まで幅広い層から回答を得た点で、今後の施策の検討・立案のため

の基礎資料として意義深いものになりました。回答からは、医療や住居での困り事、就労、防

災での不安等が明らかとなり、具体的な支援策を検討する上で貴重な示唆を得ることができま

した。一方で、87.6%が「仙台は住みやすい」と回答し、約半数が「仙台市内に住み続けたい」

と答えたことは、本市が外国人に魅力的な都市として認識されていることを示すもので、私も

一市民として嬉しく思います。仙台市のポテンシャルを感じさせる結果となったのではないで

しょうか。外国人住民からは日本文化を学ぶ機会や地域イベントへの参加を望む声も多く、交

流の機会を提供することによって、さらなる共生が進む可能性があることも分かりました。 

最後に、本調査を契機に多様な背景を持つ市民が安心して暮らせる環境づくりが構築されるこ

とを期待します。 
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Ⅵ 参考資料 

１．在留資格一覧（調査実施時点） 

※出典：https://www.moj.go.jp/isa/applications/status/qaq5.html 

法務省出入国在留管理庁ホームページ 

在留資格 該当例 

外交 外国政府の大使、公使、総領事、代表団構成員等及びその

家族 

公用 外国政府の大使館・領事館の職員、国際機関等から公の用

務で派遣される者等及びその家族 

教授 大学教授等 

芸術 作曲家、画家、著述家等 

宗教 外国の宗教団体から派遣される宣教師等 

報道 外国の報道機関の記者、カメラマン 

高度専門職 １号 ポイント制による高度人材 

２号 

経営・管理 企業等の経営者・管理者 

法律・会計業務 弁護士、公認会計士等 

医療 医師、歯科医師、看護師 

研究 政府関係機関や私企業等の研究者 

教育 中学校・高等学校等の語学教師等 

技術・人文知識・国際業務 機械工学等の技術者、通訳、デザイナー、私企業の語学教

師、マーケティング業務従事者等 

企業内転勤 外国の事業所からの転勤者 

介護 介護福祉士 

興行 俳優、歌手、ダンサー、プロスポーツ選手等 

技能 外国料理の調理師、スポーツ指導者、航空機の操縦者、貴

金属等の加工職人等 

特定技能 １号 特定産業分野に属する相当程度の知識又は経験を要する技

能を要する業務に従事する外国人 

２号 特定産業分野に属する熟練した技能を要する業務に従事す

る外国人 

                                    次ページに続く 

  

Ⅵ 参考資料（在留資格一覧） 

https://www.moj.go.jp/isa/applications/status/qaq5.html
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【続き】 

在留資格 該当例 

技能実習 １号 技能実習生 

２号 

３号 

文化活動 日本文化の研究者等 

短期滞在 観光客、会議参加者等 

留学 大学、短期大学、高等専門学校、高等学校、中学校及び小

学校等の学生・生徒 

研修 研修生 

家族滞在 在留外国人が扶養する配偶者・子 

特定活動 外交官等の家事使用人、ワーキング・ホリデー、経済連携

協定に基づく外国人看護師・介護福祉士候補者等 

永住者 法務大臣から永住の許可を受けた者（入管特例法の「特別

永住者」を除く。） 

日本人の配偶者等 日本人の配偶者・子・特別養子 

永住者の配偶者等 永住者・特別永住者の配偶者及び本邦で出生し引き続き在

留している子 

定住者 第三国定住難民、日系３世、中国残留邦人等 
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２．発送用封筒 

 

  

Ⅵ 参考資料(発送用封筒) 
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３．調査協力依頼状 

【表】 

 

  

Ⅵ 参考資料(調査協力依頼状) 
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【裏】 

 

  

Ⅵ 参考資料(調査協力依頼状) 
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４．調査設問(やさしい日本語) 

１.あなたについて 

問１ 国籍や地域はどれですか。その他の場合は名前を いてください。（ひとつだけ選ぶ） 

1.中国 2.ネパール 3.ベトナム 4.韓国 5.ミャンマー6.フィリピン 7.インドネシア 

8.スリランカ 9.米国 10.バングラデシュ 11.台湾 12.タイ 13.インド 14.朝鮮 

15.モンゴル 16.その他（国名：        ） 

 

問２ 性別はどれですか。（ひとつだけ選ぶ） 

1.男 

2.女 

3.答えない 

 

問３ 何歳ですか。（ひとつだけ選ぶ） 

1.16 歳～19 歳 

2.20 歳～29 歳 

3.30 歳～39 歳 

4.40 歳～49 歳 

5.50 歳～59 歳 

6.60 歳～69 歳 

7.70 歳～79 歳 

8.80 歳～ 

 

問４ 一緒に住んでいる人はいますか。人数も いてください。（住んでいる人を全部選ぶ） 

1.いない 

2.配偶者(夫・妻)・パートナー（ 人） 

3.17 歳以下のこども（ 人） 

4.18 歳以上のこども（ 人） 

5.親（ 人） 

6.兄弟姉妹（ 人） 

7.友だち・知りあい（ 人） 

8.その他（だれですか：    人） 

 

問５ 在留資格はどれですか。（ひとつだけ選ぶ） 

1.留学 2.永住者 3.技術・人文知識・国際業務 4.技能実習 5.家族滞在 6.特別永住者 

7.特定技能 8.日本人の配偶者（夫・妻）など 9.教授 10.特定活動 11.定住者 

12.技能 13.教育 14.経営・管理 15.高度専門職 16.その他（何ですか：       ） 

Ⅵ 参考資料(調査設問) 
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問６ 現在していること(学生・社会人など)に最も近いものを選んでください。（ひとつだけ

選ぶ） 

1.高校生 2.大学生 3.大学院生 4.日本語学校生 5.専門学校生(日本語学校生以外) 

6.研究者 7.教育機関職員 8.会社経営者・会社役員 9.会社員 10.個人事業主（自営業） 

11.パートタイム・アルバイト（学生以外）12.家事に専念 13.その他 （何ですか：   ） 

 

２.言葉 

問７ 日本語はどのくらいできますか。（それぞれひとつだけ選ぶ） 

▼話す 1.不自由なく話せる 

2.生活に困らないくらい話せる 

3.ゆっくり短い会話が話せる 

4.単語が話せる 

5.話せない 

▼ く 1.不自由なく ける 

2.生活に困らないくらい ける 

3.相手がゆっくり話してくれたら ける 

4.単語が ける 

5. けない 

▼ く 1.不自由なく ける 

2.生活に困らないくらい ける 

3.簡単な漢字・カタカナ・ひらがなが ける 

4.カタカナ・ひらがなが ける 

5. けない 

▼読む 1.不自由なく読める 

2.生活に困らないくらい読める 

3.簡単な漢字・カタカナ・ひらがなが読める 

4.カタカナ・ひらがなが読める 

5.読めない 

 

問８ いま日本語を学んでいますか。（最も近いものをひとつだけ選ぶ） 

1.学ぶ必要がない 

2.学びたいが学べない 

3.大学や職場で学んでいる 

4.日本語学校で学んでいる 

5.地域の日本語教室で学んでいる 

6.本やオンラインなど自分で学んでいる 

7.家族に教えてもらっている 

8.日本人の知人・友人に教えてもらっている 

9.その他（何ですか：    ） 

 

Ⅵ 参考資料(調査設問) 
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問９ 日本語を学んでいない理由はどれですか。（下から１番、２番、３番の順番で選ぶ） 

(問８で 「1．学ぶ必要がない」または「2．学びたいが学べない」と回答した方のみ回答) 

1.日本語を使わなくても生活に困らないから 

2.家族や友人などが通訳してくれるから 

3.日本語を使えるから 

4.仕事や子育てなどで忙しくて学ぶ時間がないから 

5.どこで日本語を学べるか分からないから 

6.近くに日本語学校がないから 

7.近くに地域の日本語教室がないから 

8.学ぶお金がないから 

9.その他（どうしてですか：   ） 

 

問 10 どのような方法であれば、日本語を学んでみたいですか。（下から１番、２番、３番の

順番で選ぶ） 

(問８で「2．学びたいが学べない」と回答した方のみ回答) 

1.日本人と会話をしながら学ぶ 

2.すにに使える会話を学ぶ 

3.家や職場の近くで学ぶ 

4.インターネットやアプリで好きな時間に学ぶ 

5.費用が高くても日本語をたくさん学べる学校・教室 

6.費用が安い市や町などの日本語学校・教室 

7.こどもを預けながら学ぶ 

8.その他（何ですか：   ） 

9.ない 
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問 11 英語はどのくらいできますか。（それぞれひとつだけ選ぶ） 

▼話す 1.不自由なく話せる 

2.生活に困らないくらい話せる 

3.ゆっくり短い会話が話せる 

4.単語が話せる 

5.話せない 

▼ く 1.不自由なく ける 

2.生活に困らないくらい ける 

3.相手がゆっくり話してくれたら ける 

4.単語が ける 

5. けない 

▼ く 1.不自由なく ける 

2.生活に困らないくらい ける 

3.簡単な文章が ける 

4.単語が ける 

5. けない 

▼読む 1.不自由なく読める  

2.生活に困らないくらい読める  

3.簡単な文章が読める 

4.単語が読める  

5.読めない 
 

３.家のこと 

問 12 日本にどのくらい住んでいますか。（ひとつだけ選ぶ） 

1.1 年より短い  

2.1 年～2年  

3.3 年～4年  

4.5 年～9年 

5.10 年～19 年  

6.20 年より長い 

 

問 13 どのような家に住んでいますか。（ひとつだけ選ぶ） 

1.自分の家（一戸建て、マンション） 

2.民間の賃貸住宅（借りている家）（一戸建て、マンション、アパート） 

3.会社や学校の宿舎・寮・社宅（会社が借りているアパートを含む) 

4.市営住宅や県営住宅などの公営住宅 

5.その他（どこですか：           ） 
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問 14 いま住んでいる家を探したとき、はじめにどこから情報を得ましたか。（ひとつだけ選

ぶ） 

1.不動産屋にいった 

2.住宅情報誌(紙)をみた 

3.ウェブサイトをみた 

4.友人・知人からの紹介 

5.会社・学校からの紹介 

6.NPO 法人など支援団体からの紹介 

7.その他（どうやって：           ） 

 

問 15 家を探すときに、困ったことはありますか。または困っていることはありますか。 

（下から３つまで選ぶ） 

1.家賃・敷金・礼金が高い（お金がかかる） 

2.保証人がいない 

3.外国人だからダメだと言われる 

4.敷金や仲介手数料など手続きがわからない 

5.不動産屋の人と言葉が通じない 

6.家に関する情報を得られない 

7.その他（何ですか：     ） 

8.ない 

 

４.生活のこと 

問 16 あなたにとって、仙台市は住みやすいと思いますか。（ひとつだけ選ぶ） 

1.住みやすい 

2.どちらかというと住みやすい 

3.どちらかというと住みにくい 

4.住みにくい 

5.わからない 
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問 17 仙台市で暮らしていてよいと思ったところ、住みやすいと思ったところはどれですか。

（いくつ選んでもよいです） 

1.家族・友だち・知りあいがいる 

2.自然（ や川、山など）が多い 

3.通学・通勤・買い物など生活が便利 

4.楽しく遊べる場所が多い 

5.地域の人間関係がよい 

6.治安がよい（安心・安全） 

7.医療・福祉サービスがよい 

8.こどもの教育環境がよい 

9.自分に合った仕事がある 

10.自分の学びたい学校がある 

11.スポーツや音楽などのための場所が多い 

12.家賃や地代など生活にかかる費用が安い  

13.防災の情報や準備があるので安心である 

14.その他（具体的に：         ） 

15.よいと思ったところはない 

 

問 18 これからも仙台市・日本に住み続けたいですか。（ひとつだけ選ぶ） 

1.仙台市内に住み続けたい 

2.仙台市内かはわからないが、日本に住み続けたい 

3.将来は他の場所に行く 

4.住み続けたくない 

5.わからない 

 

問 19 日本に住んでいる人は、外国人でも、住民税等の税金のお知らせが届いた人は税金を払

う必要があります。住民税等の税金を払う必要があることを知っていますか。（ひとつ

だけ選ぶ） 

1.知っている 

2.知らない 
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問 20 日本に住んでいる人は、外国人でも、安心して医療を受けられるように、どこの国の人

でも何歳の人でも、みんなが医療保険（健康保険）に入ることになっています。医療保

険に入る必要があることを知っていますか。（ひとつだけ選ぶ） 

1.知っている 

2.知らない 

 

問 21 仙台市で生活する中で、困ったことやトラブルはありましたか。また、その理由はどれ

ですか。（いくつ選んでもよいです） 

1.自分が住んでいる地域の人の言葉がわからなくて困った/トラブルになった 

2.文化・習慣・宗教の違いが原因で困った/トラブルになった 

3.ごみの分け方や出し方のルールがわからず困った/トラブルになった 

4.車や自転車などの交通ルールがわからず困った/トラブルになった 

5.医療・保険制度の仕組みや手続きがわからなくて困った/トラブルになった 

6.税金・年金制度の仕組みや支払い方法がわからなくて困った/トラブルになった 

7.出産・育児の制度や手続きがわからなくて困った/トラブルになった 

8.その他（何ですか：           ） 

9.困ったりトラブルになったことはない 

 

問 22 仙台市で生活する中で困ったときやトラブルがあったとき、だれ（どこ）に相談します

か。（下から１番、２番、３番の順番で選ぶ） 

1.同じ国出身の友だち・知りあい 2.家族 3.学校や職場の人  

4.日本人の友だち・知りあい 5.近所に住んでいる日本人 6.大使館・領事館  

7.市民団体 8.市役所・区役所などの役所  

9.仙台多文化共生センター（SenTIA） 

10.その他（具体的に：     ） 

11.相談相手がいなかった 
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５.情報 

問 23 生活に必要な情報をどこから得ていますか。（下から１番、２番、３番の順番で選ぶ） 

1.一緒に住んでいる家族 

2.日本人の友だち・知りあい、近所の人 

3.日本人以外の友だち・知りあい  

4.学校の先生や職場の同僚  

5.自分の国の言葉で日本の情報を SNS などで発信している有名人（インフルエンサー、

youtuber など）  

6.自分の国の言葉で利用している SNS（名前：   ） 

7.日本語教室  

8.市役所の窓口・ホームページ・SNS・市政だより  

9.仙台多文化共生センター（SenTIA）の窓口・ホームページ・SNS  

10.テレビ・新 ・ラジオ・雑誌  

11.その他（何ですか：   ） 

 

問 24 生活に必要な情報を得ようとしたときに支援してほしいことはありますか。（下から１

番、２番、３番の順番で選ぶ） 

1.やさしい日本語で情報がある 

2.英語で情報がある 

3.自分の国の言葉で情報がある(英語以外) 

4.電話番号がいらないインターネット電話（名前：   ）で くことができる 

5.メールや SNS（名前：   ）で くことができる  

6.その他（何ですか：   ）  

7.ない  

 

６.福祉・医療 

問 25 あなたや家族が病気やけがをして、病院に行く必要がある時どうしますか。（ひとつだ

け選ぶ） 

1.ひとりで病院に行く 

2.家族と一緒に病院に行く 

3.家族以外の人と一緒に病院に行く 

4.病院に行きたいが行き方がわからないので困っている 

5.病院には行かず薬を飲む 

6.何もしない 

7.わからない 
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問 26 自分や家族が病気やけがをしたとき困ることはどれですか。（下から１番、２番、３番

の順番で選ぶ） 

1.日本語が話せないので、病院の予約や受診ができない  

2.病院の種類がたくさんあり、探し方がわからない  

3.日本語の読み きができないので、病院の 類の手続きができない  

4.もらった薬の使い方がわからない  

5.病院のお金が高すぎる  

6.自分の国とちがう医療を受けることに不安がある  

7.その他（何ですか：      ） 

8.困らない  

 

７.子育て・教育 

問 27 一緒に住んでいる 17 歳以下のこどもはいますか。（ひとつだけ選ぶ） 

1.いる（問 28 へ） 

2.いない（問 31へ） 

 

問 28 こどもは、どのような保育所、幼稚園、学校に行っていますか。（いくつ選んでもいい

です） 

1.どこにも行っていない（  歳※ かなくてもいいです） 

2.保育所 3.幼稚園 4.小学校 5.中学校 

6.高校 7.専門学校 8.インターナショナルスクール 

9.その他（どこですか：       ） 

 

問 29 子育てやこどもの教育で困りごとや心配ごとはありますか。（下から３つまで選ぶ） 

1.相談できる人や場所がない 

2.日本語ができないので、先生やこどもと上手く話せない 

3.日本語ができないので、保育所・幼稚園・学校との連絡ができない 

4.日本の育児・教育制度がわからない 

5.母子健康手帳や予防接種のしくみがわからない 

6.保育所・幼稚園・学校に入るための手続きがわからない 

7.働きたいが、こどもを預けられない 

8.子育てや教育にお金がかかる 

9.その他（何ですか：      ） 

10.ない 
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問 30 外国人のこどもが安心して学校に通えるようにするためには、今後どのような助けが

必要だと思いますか。（下から３つまで選ぶ） 

1.こどもの一人ずつに学校の勉強や日本語を教える 

2.多言語で学習や生活について教える 

3.ハラル対応給食やビーガン対応給食などがある 

4.学校のお金を安くする（学習用品を貸したり、給食費を無料にしたりする） 

5.先生と会話するときのサポート（通訳など） 

6.日本語ができない保護者への支援（日本語教育など） 

7.インターナショナルスクールを増やす 

8.その他（何ですか：        ） 

9.ない 

 

８.仕事 

問 31 いまの仕事をどのようにみつけましたか。（ひとつだけ選ぶ） 

1.家族の紹介（親の仕事をしていたり、家族の仕事を手伝っている場合も含む） 

2.新 、求人誌、チラシ、ホームページから応募 

3.学校の紹介 

4.同じ国の友人・知人の紹介 

5.日本人の友人・知人の紹介 

6.職業安定所（ハローワーク）の紹介 

7.仕事を紹介する会社の紹介 

8.自分で会社をつくった 

9.その他（何ですか：         ） 

10.仕事をしていない 
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問 32 仕事のことで困っていることや不満はどれですか。（下から３つまで選ぶ） 

1.日本語が話せないので職場の人とうまくコミュニケーションがとれない 

2.給料が安い 

3.働く期間が短い 

4.働く時間が長い 

5.いつ辞めさせられるか不安がある 

6.正社員になれない、または課長や部長などになれない 

7.日本人とお互いの考えを理解できない 

8.上司や同僚との人間関係がうまくいっていない 

9.外国人として差別的な扱いを受けているように感じる 

10.希望する職種、業種ではない 

11.自分の国の言葉が使える仕事が少ない 

12.その他（何ですか：         ） 

13.ない 

 

９.防災・危機管理 

問 33 地震、台風、大雨などの災害に対して、どんなことが心配ですか。（下から３つまで選

ぶ） 

1.災害が起きた時に何をしたらよいかわからない 

2.日本語がわからないので、災害のときの警報やお知らせがわからない 

3.どこで外国語の情報が得られるかわからない 

4.逃げる場所や安全のために何をするかわからない 

5.災害のときに助けてくれる人が近くにいない 

6.防災のため（災害が起きた時のため）に何を準備しておいたらよいかわからない 

7.その他（何ですか：           ） 

8.不安はない 

 

問 34 災害に対してどのような準備をしていますか。（していることを全部選ぶ） 

1.していない 

2.災害について知っている 

3.災害の時に使うものや食べ物を準備している 

4.逃げる場所や逃げる道を知っている 

5.自分の国の言葉で情報が得られるところを知っている 

6.近所の人と交流している 

7.防災訓練に参加している 

8.日本語を学んでいる 

9.その他（何ですか：           ） 

Ⅵ 参考資料(調査設問) 
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10.地域との交流 

問 35 地域に住んでいる日本人と日頃どのように交流していますか。（していることを全部選

ぶ） 

1.ない 

2.趣味や地域活動で交流している 

3.仕事や学校で交流している 

4.近所に住んでいる人とあいさつする 

5.近所や街中で見かけることがある 

6.その他（何ですか：         ） 

 

問 36 地域の学校や団体とどのような交流をしてみたいですか。（下から３つまで選ぶ） 

1.日本の文化や習慣を学びたい 

2.母国の文化や言葉、料理などを地域の学校や団体に紹介したい 

3.お祭りや防災訓練など住んでいる地域のイベントに一緒に参加したい 

4.取り組んでいる研究などの知識を地域の人たちに発表して、地域のために役に立つ活動

をしてみたい 

5.通訳・翻訳など自分の力が役に立つ活動をしてみたい 

6.その他（何ですか：        ） 

7.交流したくない 

 

問 37 地域の学校や団体と交流していない理由や困っていることはありますか。（下から３つ

まで選ぶ） 

1.どのような機会があるのか知らない 

2.言葉が通じるか不安がある 

3.時間がなく交流できない 

4.知っている人がいないので不安がある 

5.地域の人たちが自分を受け入れてくれるか不安がある 

6.参加するときのお金（交通費など） 

7.その他（何ですか：        ） 

8.ない 
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11.行政サービス 

問 38 市役所の窓口に行こうとしたときに困ったことはありますか。（下から１番、２番、３

番の順番で選ぶ） 

1. 類がやさしい日本語や多言語で いていないので困った 

2.窓口の名前が外国語で いていないので、どの窓口に行けばよいかわからなくて困った 

3.言葉がわからなくて職員とうまくコミュニケーションがとれなくて困った 

4.職員が話す言葉に専門用語が多くて困った 

5.その他（何ですか：         ） 

6.ない 

 

12.その他 

問 39 最後に、これから仙台市にぜひ取り組んでほしいこと、アンケート項目以外で困ってい

ることなど、自由に いてください。母語（自分の国の言葉）で いていいです。 
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